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本 書 に 関す る お 問い 合わ せ 


この 度 は 小 社 書籍 を ご 購入 いた だ き 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 人 小 社 で は 本 書 の 内 容 に 関す る ご 質問 を 受 
け 付 け て お り ま す 。 本 書 を 読み 進め て いた だ きま す 中 で ご 不明 な 箇所 が ご ざい まし た ら お 問い 合わ せく だ さ 
い 。 な お 、 お 問い 合わ せ に 関し まし て は 以下 の ガイ ドラ イン を 設け て お り ま す 。 恐れ 入り ます が 、 ご 質問 の 
際 は 最初 に 下記 ガイ ドラ イン を ご 確認 くだ さい 。 


ご 質問 の 前 に 
小 社 Web サ イト で [IER] を ご 確認 くだ さい 。 最 新 の 正誤 情報 を 下記 の Web ペ ー ジ に 掲載 し て お り ま す 。 


本 書 サ ポー トペ ー ジ | http://isbn.sbcr.jp/86462 


上 記 ペ ー ジ の 「 正 誤 情報 」] の リン ク を クリ ッ ク し て くだ さい 。 な お 、 正 誤 情報 が な い 場 合 、 リ ンク を クリ ッ 
ク す る こと は で きま せん 。 


ご 質問 の 際 の 注意 点 
・ ご 質問 は メー ル 、 ま た は 郵便 な ど 、 必 ず 文 書 に て お 願い いた し ます 。 お 電話 で は 承っ て お り ま せん 。 


・ ご 質問 は 本 書 の 記述 に 関す る こと の み と さ せ て いた だ いて お り ます 。 従 いま し て 、 〇 〇 ペー ジ の の 〇 〇 行 目 
と いう よう に 記述 箇所 を は っ きり お 書き 添え くだ さい 。 記述 筒 所 が 明記 され て いな い 場 合 、 ご 質問 を 承れ 
な いこ と が ご ざい ます 。 

・ 小 社 出版 物 の 著作 権 は 著者 に 帰属 いた し ます 。 従い まし て 、 ご 質問 に 関す る 回 答 も 基本 的 に 著者 に 確認 
の 上 回 答 い た し て お り ま す 。 こ れ に 伴い 返信 は 数 日 な いし それ 以上 か か る 場合 が ご ざい ます 。 あ ら か じ め 
CTRL RSW. 


ご 質 問 送付 先 
ご 質問 に つい て は 下記 の いずれ か の 方 法 を ご 利用 くだ さい 。 


Web ペ ー ジ より 
上 記 の サポ ー ト ペー ジ 内 に ある 「 こ の 商品 に 関す る 問い 合わ せ は と ちら 」 を クリ ッ ク す る と 、 メ ー ル フォ ー ム が 開き 
ます 。 要綱 に 従っ て ご 質問 を ご 記入 の 上 、 送 信 ボ タン を 押し て くだ さい 。 


郵送 
郵送 の 場合 は 下記 まで お 願い いた し ます 。 


〒106-0032 
東京 都 港 区 六本木 2-4-5 
SB クリ エイ ティ ブ 読者 サポ ー ト 『 デ ジタル イラ スト の 「 塗 り 」 事 典 』 係 


M‘CLIP STUDIO PAINT PRO」 は 、 株 式 会 社 セ ル シ ス の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
最新 の バー ジョ ン は 「1.5.6」 (2016 年 7 月 1 BRE) と な っ て お り ま す 。 

画 本 書 内 に 記載 され て いる 会 社名 、 商 品名 、 製 品名 な ど は 一 般 に 各社 の 登録 商標 また は 商標 で す 。 本 書 中 で は *、 WW マー ク は 明 
記し て お り ま せん 。 

画 本 書 の 出版 に あたっ て は 正確 な 記述 に 努め まし た が 、 本 書 の 内 容 に 基づく 運用 結果 に つい て 、 著 者 お よび SB クリ エイ ティ ブ 
株 式 会 社 は 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


©2016 NextCreator Dept. 本書 の 内 容 は 著作 権 法 上 の 保護 を 受け て いま す 。 著 作 権 者 ・ 出 版権 者 の 文書 に よる 許諾 を 得 ず に 、 本 書 の 一 部 
また は 全部 を 無断 で 複写 ・ 複 製 ・ 転 載 す る こと は 禁じ られ て お り ま す 。 


は じ め に 


この 度 は 、『 デ ジタル イラ スト の 「 塗 り 」 事 典 」 を お 手 に 取り いた だ き 誠 
に あり が と う ご ざ いま す 。 


本 書 は 、 イ ラス ト 制 作 工程 の 「 塗 り 」 に フィ ー チ ャ ー し た 1 MCT. 
段 か ら イ ラス ト を 描い て いる けれ ど 、「 何 か 色 味 が 物足りな い 」「 も っ と 
いろ いろ な 塗り を 試し て みた い 」 と 今 の 塗り か ら 一 歩 踏み 出し た い 方 の 
た め の 教 本 で す 。 

「 ア ニ メ 塗 り 」「 ブ ラ シ 塗 り 」「 水 彩 塗り 」「 厚 塗り 」 な ど と いっ た 塗り の 
基本 か ら 、 近 年 多く 見 られ る ソー シャ ル ゲ ー ム や カー ド ゲ ー ム な どの 
Web コン テン ツ で 目 を ひく 塗り や 、 ア ナ ロ グ の よさ を 活か し た さま ざま 
な 塗り を 、 そ れ ぞ れ を 得意 と する イラ スト レー ター が 解説 し て いま す 。 


本 書 で は CLIP STUDIO PAINT PRO を 使っ て 解説 を し て いま す 。 ソ フ 
ト の 解説 は 最低 限 に と ど め 、 塗 り 方 の コツ や 色 の 選び 方 を 中 心 に 解説 を 
し て いま す の で 、 そ の 他 の ペイ ント ソフ ト で も 応用 で きる 内 容 と な っ て 
いま す 。 


人 物 の 塗り に 特 化し て いる の で 、 目 、 肌 、 服 な どの パー ツ ご と に 解説 が 
完結 し て いま す 。「 ブ ラ シ 塗 り 」 だ け を 学ん で も か まい ませ ん し 、 目 は 『 水 
彩 塗 り 」 肌 は 「 厚 塗り 」 と いう よう に 異な る 塗り を 組み 合わ せ て 、 自 分 
だ け の 新た な 塗り を 探し て みて くだ さい 。 


本 書 が 、 塗 り の ステ ッ プ アッ プ の 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 
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本 書 の 構成 

「 ア ニ メ 塗 り 」「 ブ ラ シ 塗 り 」「 厚 塗り 」 な ど さ ま ざま な 塗り を 、「 肌 」「 服 」「 髪 」「 瞳 」 な どの パー ツ ご と 
に 解説 し ます 。 

さら に 、 SkilUp と し て 配色 と 火 、 水 、 A. 雷 の エフ ェクト の 描き 方 を 解説 し て いま す 。 

本 書 は 人 物 の 塗り に 特 化し て 解説 を し て いま す の で 特殊 な 場合 を の ぞ き 、 背景 の 解説 に は ほとん ど 
ふれ て いま せん 。 

また 、 さまざま な パー ツ の 塗り を 平行 し て 進め て いる も の を 、 パー ツ ご と に まとめ て 解説 を し て い 
ます 。 


ee eee 
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XE 
CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 を 紹介 し て いま す 。 


| Technic 


仕上 げ の テク ニッ ク 
塗り の 仕上 げ と し て 使っ た 、 加工 の 方 法 を 解説 し て い 
ます 。 


塗り の 名 前 


解説 する パー ツ の 名 前 


コラ ム 
小物 の 塗り や 、 使用 ブラ シ の 紹介 、 塗り に 関す る コツ 
な ど を 解説 し て いま す 。 


CLIP STUDIO PAINT PRO の イン ター フェ ー ス 
使用 する PC (Windows、 Mac) や 環境 に より 画面 キャ 
プチ ャ が 異な り ま す 。 また 、 解説 する イラ スト レー ター 
の 設定 に より デフ ォ ル ト で は な いこ と が あり ます 。 
背景 色 は メニ ュー の [ファ イル ] — [環境 設定 ] っ [ イ 
ンタ ー フ ェ ー ス ] の [カラ ー] で 『 淡 色 」 と 「 濃 色 」 の 変 
更 が 可能 で す 。 

(Mac は メニ ュー の [CLIP STUDIO PAINT] — [環境 
設定 ] [インターフェース] の [カラ ー] で 変更 可能 
es) 
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塗り の 解説 


アニ メ 塗 り 


アニ メ 塗 り は 、 ぼ か し を 使わ ず 、 境界 が ハッ キリ し た する 手法 も 多く 見 られ 、 デ ジタル な ら で は の 手法 が 取 
エッ ジ の 強い 影 や ハイ ライ ト の み で 塗る 技法 で す 。 り 入 れ ら れ て いま す 。 

日 本 の アニ メ で 多く 見 られ る 塗り で す 。 

最近 で は アニ メ 塗 り に 、 ぼ か し の 塗り を 効果 的 に 活用 


線画 PEINEDRAWING 


線画 は 下書き レイ ヤー の [不透明 度 ] 
を 「30~40」 に し て 、 上 に 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 下 書き を 修正 し つつ な 
ぞ っ て いき ます 。 

[鉛筆 ] の [濃い 鉛筆 ] で 、 ブラ シ サ イズ 
は 「10.0」、 Bld 「 黒 」 で 描い て いま す 。 
関節 部 分 や 、 線 が 集まる 部 分 は 少し 太 
め に 描く の が ポイ ント で す 。 


こい っ 
アニ メ 制 作 を 中 心 に イラ スト や マン ガ 制 作 に 携わる 。 ミラ ー ハ ウス を テー マ に 描き まし た 。 ア ニ メ 塗 り は さっ ぱり し や 
最近 で は 、 ソ ー シ ャ ル ゲ ー ム の イラ スト な ども 手掛け て いる 。 すい の で 、 少 し ディ テー ル に 気 を つけ て 描き まし た 。 
宝石 は 描く の が 大 変 な 印象 が あり ます が 、 苦手 な 方 で も 描き や す 
い 方 法 を 解説 し まし た 。 


EET http://www_pixivnet/memberphp?id=476023 
Twitter Hag 
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肌 は ハイ ライ ト や 影 の 色 の 選び 方 
で か な り 印 象 が 変わ り ます 。 

今回 の 影 色 は 、 肌 に 近い 色 で は な く 
若干 赤み の 入っ た 色 を 選び まし た 。 
色 の 幅 が 広がり 、 見 た 目 が 単調 に な 
ら な いよ うに な り ま す 。 肌 を 強調 し 
た いと き は あえ て 違う 色 を 選ぶ こと 
で 、 彩り を 加え て いま す 。 


(ON) 下塗り を する 


まず は すべ て の ベー スカ ラー を 先 に 塗り 、 大 体 の 色 味 


を 決め て し まい ます 。 
[塗り つぶ し ] の [ 他 レ イヤ ー を 参照 ] を 使っ て 色 を 流 
し 込み ます 。 
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塗り つぶ し [ 他 レ イヤ ー を 参照] 
[塗り つぶ し ] の [ 他 レ イヤ ー を 参照 ] を 使用 する と 、 表示 さ 
れ て いる 全 レ イヤ ー の 線 を 活か し な が ら 、 編集 中 の レイ ヤー を 
塗り つぶ すこ と が で きま す 。 


パー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け 、 さ ら に 塗り や 線画 な ど 
に 分 け て レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 レ イヤ ー を 整 
理 し て お く と 、 後 か ら の 修正 な ども 楽に な り ま す 。 


下塗り 


omy 塗り 残し を 埋め る 


[塗り つぶ し ] だ け だ と 、 白い 塗り 残し が で き て し まう 

の で [塗り つぶ し ] の [塗り 残し 部 分 に 塗る ] THOR 塗り つぶ し [塗り 残し 部 分 に 塗る ] 

し を 埋め ます 。 [切り つぶ し ] の [塗り 残し 部 分 に 塗る ] で な ぞ る だ け で 、 塗 
これ を 使用 する と 塗り 残し を 自動 で 塗っ て くれ る の で で れ た 部 分 の み に 公 を 符 る こと が で きま す 。 

時 間 の 短縮 に も な り ま す 。 


毛 先 な どの 細か い 部 分 の 塗り に も 活用 可能 で す 。 


ご 隊 六 日 


ぃ 
塗り 残し の 上 を な ぞ る 


塗り 残し 部 分 
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背景 の 下塗り も ここ で 描い て し まい ます 。 

後 で ぼかし て し まう の で 、 細か い 描 き 込 み は せ ず に シル エッ ト だ け を 描き 
込み まし た 。 

これ で 下塗り は 完了 で す 。 


影 を 入れ る 


肌 の 影 を 入れ て いき ます 。 

今回 は 2 段階 で 影 を 入れ て いき ます 。 

「] 影 」「2 影 」「 ハ イラ イト 」 と 工程 ご と に 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、[ 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ] g 
(p.117) に し て 入れ て いき ます 。 

まず は 1 段階 の 影 (1 影 ) を さっ くり 入れ ます 。 

緑 の ド レス と の 対比 で 、 印象 的 な 仕上 が り に し た か っ 
た の で 影 色 に は 暗め の 赤 を 選び まし た 。 

左 か ら の 光源 を 意識 し て 、 首 や 服 の 落ち 影 に 入れ る 程 
度 で 、 あ まり 入れ すぎ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


R255 R163 
G226 G134 
B192 B144 


ベー ス 1 影 


NOSE Zt 


2 段階 目 の 影 (2 影 ) を 入れ ます 。 
1 影 よ り 少 し 暗め の 色 を 選び ます 。 
面積 も か な り 少な め に し て 、 ア クセ ント 程度 に 入れ る 
の が コツ で す 。 


| 06 | ハイ ライ ト を 入れ る 


ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
真っ 白 で は な く 、 少し だ け オ レン 
ジ 色 の 入っ た 白 で 、 肌 の フチ や 光 
の 当たる 場所 に 入れ て いき ます 。 
あま り 広 い 範囲 に 入れ すぎ る と 、 
ゴ テ ゴ テ の 絵 に な っ て し まう の で 、 
入れ すぎ な いよ うに 注意 し まし ょ 
De 


R251 
6246 
8240 


MASTER 


画面 表示 [回 転 ・ 反 転 ] 
CLIP STUDIO PAINT PRO で は 、 描き や すい よう に 画面 の 角度 を 変更 する こと が で きま す 。 
今回 の イラ スト は 人 物 を 斜め に 配置 し た の で 、 線画 の 作成 や 人 物 の 塗り は 、 画面 を 回 転 し て 作業 を し て いま す 。 
また 、 [反転 ] は 下書き や 線画 の 際 に 、 バラ ンス が 崩れ て いな いか を チェ ッ ク す る の に 使用 し て いま す 。 


メニ ュー バー カ から 変更 する ナビ ゲー ター バレット で 操作 する ショ ー ト カッ ト で 操作 する 

[表示 ] [回 転 ・ 反 転 ] で 、 回 転 と 反転 [ナビ ゲー ター バ パレット] か ら も 操作 す - で を 回 転 、 ^ で 右 回 転 し ます 。 

の 操作 が で きま す 。 る こと が 可能 で す 。 (Windows, Mac 共 通 ) 
人 = QLORRS = ※ 反 転 の ショ ー ト カッ ト は デフ ォ ルト 
aR wor [Bee ° で は 設定 され て いま せん 。 

ia ] スラ イダ ー を 左右 に スラ イド する こと 

en = で 画面 が 回 転 し ます 。 

ae ae ー ⑤ の で を に 回 転 、 で 右 に 回 転 し ます 。 

ee ged の っ で て たせ 反転 、 で で 上 下 反 転 し ます 。 


OY | 肌 に 赤み を 入れ る 


最後 に 類 と 唇 、 肩 に 、[ 鉛 筆 ] の [薄い 鉛筆 ] で 赤み を 
入れ ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し [ 下 の レ イヤ ー で ク 
リッ ピン グ ] に し て 塗っ て いき ます 。 

類 の 赤み は 微妙 な 色 の コン トロ ー ル が 難し く 、 赤く し 
すぎ る と 赤面 し て る 表情 に 見 えて し まい 、 黄色 が 強 


ほん の り 入 れる 程度 で OK 


鉛筆 [濃い 鉛筆 ] 

影 を 塗る と き に 使用 し ま 
す 。 ぽ ぼかし の な い エ ッ ジ 
の 効い た ブラ シ で す 。 
今回 は 、 ほぼ この ブラ シ 
の み で 塗っ て いま す 。 


ey eee 


ブラ シ サ イズ 


ベタ 塗り に は [塗り つぶ し ] を 使用 し て いま す 。 


いと 顔色 が 悪く 見 えて し まう の で レイ ヤー の [不透明 


度 ] を 下げ て 調整 し ます 。 こ こ で は 「70」 

程度 に し まし た 。 6225 

これ で 肌 の 塗り は 完了 で す 。 B200 
赤み 


/ 
赤み が 強い の で 、 赤面 し て いる よう に 見 えて し まう 


鉛筆 igh ogi Ea 
濃度 を 20 て 40 く らい で Sever arn 


調整 し て 使用 し ます 。 類 | seal 


の 赤み 、 RAOROO ーー 


き な ど で 使い まし た 。 


naa 
aunt 


5 he 7-705 pas) 


== 


プシ サイ ズ apo 


ROSIN 


髪 の 流 れ に 沿っ て 細か く 影 を 入れ 
ます 。 影 の 中 に 明る い 色 を 入れ る 
こと と で 立体 感 を 表現 し て いま す 。 


MON weans 


髪 は 特に 塗り で 印象 が 大 きく 変わ る の で 、 丁 寧 に 塗っ を 作成 し 、[ 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ] に し て 入れ 
て いき ます 。 今回 は 少し 細か く 影 を 入れ 、 顔 周 り に 目 て いき ます 。 

線 が いく よう に し まし た 。 まず は 、 ざ っ くり と 後ろ る 髪 の 流れ に 沿っ て 1 影 を 入れ 
髪 も 肌 と 同様 に 、 2 段階 で 影 入 れ を し ます 。 ます 。 

「1 影 」「2 影 」「 ハ イラ イト 」 と 工程 ご と に 新規 レイ ヤー 


ji 1 
を 少し 入れ る So 》 


1 影 の 中 に 少し だ け ベ ー ス の 色 を 
入れ て 、 明 る い 部 分 を 作る と 、 立 
体感 が 出 ます 。 


前 髪 に も 髪 の 流れ に 沿っ て 1 影 を 入れ ます 。 線画 に 沿 
っ て 入れ る よう な イメ ー ジ で し っ か り と 髪 の 凹 凸 を 意 
識 し て 細か く 描 いて いき ます 。 


SERBS LISD 


WORN EZ x3 


新規 で レイ ヤー を 作成 し 、[ 下 の レ 
イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] に し て 2 影 
を 入れ て いき ます 。 首 の 後ろ る の 影 に 
な る 部 分 を 中 心 に 入れ ます 。 

ロン グ ヘ へ アー で 胡 の 面積 が 大 きい 
の で 、 気持 ち 多 め に 影 を 入れ る と 、 
単調 に な ら ず きれ い に 仕 上 が り ま 
す 。 


| 03 | ハイ ライ ト を 入れ る 


ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 

髪 の 流れ に 沿っ て 光 の 当たる 場所 に 入れ る の が ポイ ン 
ト で す 。 し っ か り と 頭 の 形 を 意識 し まし ょ う 。 

髪 の サ ラサ ラ な 雰囲気 を 出し た か っ た の で 、 ブラ シ サ 


イズ を 小さ くし て 、 細 か く 描い て いま す 。 
R186 
引地 
\ B161 


八 イ ライ ト 


| 04 | ハイ ライ ト の 追加 


少し 物足りな い 印 象 だ っ た の で 、 最後 に 髪 の フ チ に ハイ ライ ト を 追加 し まし た 。 
実際 に こと の よう な ハイ ライ ト は つか な いと き で も 、 ディテール を 足す 目的 で 入れ て いま す 。 


COLUMN) 圧 飾 り の 塗り 方 
髪 飾り を 塗っ て いき ます 。 


下塗り で は 、 テ ー マ カ ラー の 緑 で 統一 し て いま し た が 、 差し 色 と し て 赤 系 の 色 に 変更 し まし た 。 


レイ ヤー 構成 は 、 肌 な ど と 同様 に 、 影 と ハイ ライ ト ご と に 新規 で レイ ヤー を [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ン 
グ ] に し て 塗り 重ね て いま す 。 


OD ベー ス の 色 を [塗りつぶし] 回 ざっ くり 影 を 入れ ます 。 
で 塗り ます 。 顔 よ り も 目立た な いよ うに 、 
あま り 細か く な ら な いよ うに 
し て いま す 。 


髪 飾り は 小さ い の で 、 今回 は 
2 段階 目 の 影 は 入れ ず に 、 最 
後に 少し ハイ ライ ト を 入れ て 


暗 


瞳 は あま り 描 き 込ま ず 、 影 を さっ 
と 描く 程度 で す 。 


ON aazzs 


白目 に 影 を 入れ ます 。 
黒目 は 、 今回 の テー マ に 合わ せ て 緑色 で 塗り まし た 。 
白目 と 黒目 で レイ ヤー は 分 け て お きま す 。 


[Ey 用 目 を 塗る 


瞳 も 肌 な ど と 同様 に 、 2 段階 で 影 を 入れ ます 。 
瞳孔 の 周り と 黒目 の フチ に 1 影 を 入れ ます 。 
回 黒目 の 上 半分 に 1 影 を 入れ ます 。 
右 白目 の 影 の ライ ン に 合わ せ て 、 2 影 を 入れ ます 。 
最後 に 、 線画 の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ハ 


イラ イト を 入れ た ら 瞳 は 完成 で す 。 
R163 Ri19 R121 R84 
G134 G210 6113 G70 
B144 B158 B150 B82 
白目 影 黒目 ベー ス 1% 2% 


sc LIN 
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服 は 質感 を し っ か り と 意識 し ます 。 
今回 は 柔らか い 布 な の で 、 BA 
線 的 に 入れ て いま す 。 


seeoooeeeeoooceeeoeeeeoeooooeeeoooeeoeoeooeeoooooeeoooeeooooeoeooeoeooooooooooeoooo 


Ts < 


服 も 肌 と 同様 に 、 2 段階 で 影 入 れ を し ます 。 

「1 影 」「2 影 」「 ハ イラ イト 」 と 工程 ご と に 新規 レイ ヤ 
ー を 作成 し 、[ 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ] に し て 入 
れ て いき ます 。 

ふん わり と し た ドレ ス な の で 、「 や わら か さ 」 を 意識 し 
て 影 を 入れ ます 。 直線 的 で は な く 、 曲線 的 に 考え る と 
よい で し ょ う 。 意識 する だ け で も 少し 仕上 が り が 違う 
と 思い ます 。 意外 と 気持 ち が 大 切 で す ! 

腰 の 部 分 の よう な 、 シワ が 集まる 場所 は 細か く 影 を 入 


れ ま す 。 
R226 R156 R131 R240 
/ 6239 G161 133 (| 6242 
\ B193 B146 8125 コー B235 
ROK 1% 2% ルル イラ イド 
影 を 重ね る 
2 影 を 入れ ます 。 


あま り た くさ ん 入れ ず に 、 腕 の 影 に な る 部 分 や 、 ス カ 
ー ト の 大 き な ふ くら み 部 分 な ど 、 ア クセ ント と し て 入 
れる イメ ー ジ で す 。 


| 03 | ハイ ライ ト を 入れ る 


最後 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 

服 に ハイ ライ ト を 入れ る 人 は 少な いか も し れ ま せん 
が 、 多 少 嘘 で も ディ テー ル ア ッ プ の た め に 入れ る と 、 
イラ スト の メリ ハリ に も な り 、 完成 度 が 上 が り ま す 。 


一 般 的 な アニ メ の 塗り 

一 般 的 な アニ メ の 塗り を その まま 真似 し て みた 例 が 
下 の 左 図 に な り ま す (最近 の アニ メ は 線 が 多く 、 グ 
ラ デ ー シ ョ ン な ど 幅 広い 塗り も 増え て いる の で 、 あ 
くま で 一 例 で す )。 

お か し く は な い の で す が 、 1 枚 絵 と し て は 物足りな 
い 感 じ が し ます 。 

アニ メ は 動か すこ と を 考え て 、 ある 程度 省略 を し て い 
る の で 、 1 枚 絵 と し て 見 る と 、 水彩 塗り や 厚 塗り と 比 


べ て あっ さり し た 印象 を 受け る こと が 多い で す 。 

も ちろ ん この まま で も 問題 な いと 思い ます が 、 さ 
ら に よく する た め 、 影 を 細か め に 入れ て ディ テー 
ル を アッ プ し た り 、 影 色 を 大 幅 に 変え た り し て み 
る こと を オス ス メ し ます 。 

アニ メ の キー ビジ ュ ア ル は 、 本 編 よ り デ ィ テ ー ル 
を アッ プ し て 描か れる こと が 多い た め 、 よい 参 考 
に な る の で は な いか と 思い ます 。 


MM 


アニ メ の 塗り 再現 


1 枚 給 の アニ メ 塗 り 
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一 見 難し そう な 宝石 で す が 、 影 と 
ハイ ライ ト の コン トラ スト を 見 せ 
る と と で 、 キ ラキ ラ 感 を 表現 し ま 
す 。 


WO) アタ リ を 播 く 


まず アタ リ を 描い て 、 宝石 の 形 を 決め て か ら 塗 り 進 め て いき ます 。 
新規 レイ ヤー に 、 ざっ くり と アタ リ を 描き ます 。 


R96 R53 R60 R27 R210  /\ R246 
G6172 G122 689 655 6236 // 6255 
7 B30 B50 B21 WO B202 

ベー 2 影 3 影 


BS) 
ス 1 影 IMS IMS Re] 


影 と ハイ ライ ト を 入れ る 


宝石 は 、 影 を 3 段階 、 ハ イラ イト を 2 段階 で 塗っ て いき ます 。 色 ご と に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 描き 込ん で いま す 。 


会 | 
7 


回 


WM 光源 を 意識 し て アタ リ を 参考 に し な が ら 、 右側 と 下 3 影 を 入れ ます 。 宝石 の 中 心 部 分 な ど 、 メ リハ リ を 
を 中 心 に 1 影 を 入れ ます 。 明る い 部 分 に も 少し 影 つけ た い 部 分 に 入れ ます 。 後 で アタ リ は 消し て し 


を 入れ る こと で 立体 感 が 出 ます 。 まう の で 、 宝石 の 形 を 表現 する 役割 も あり ます 。 

大 基本 は 1 影 の 上 に 2 影 を 入れ ます が 、 ベ ー ス 色 の 上 較 ハイ ライ ト 1 を 入れ ます 。 影 と は 逆 に 、 上 半分 を 中 
に 入れ 、 コ ント ラス ト が 強い 部 分 を 作り ます 。 ここ 心 に 入れ ます 。 3 影 の 上 に 乗せ 、 コ ント ラス ト を つ 
が 宝石 の 輝き を 強く させ る 部 分 に な り ま す 。 ける 部 分 も 作り ます 。 


明る い 部 分 ラス ト の コン トラ スト 
に も 影 を 入 . 部 分 を 作る が 強い 部 分 


回 ハイ ライ ト 2 は 全体 の バラ ンス を 見 て 、 少し 入れ る 程度 に し ます 。 

右 還 の ハイ ライ ト 2 と 同じ 色 で 、 少し 大 きめ に 入れ 、 レイヤー の [不透明 
度 ] を 「70」 程度 に し まし た 。 こ れ で 宝石 の 透明 感 を 表現 し ます 。 

アタ リ を 消し て 全体 の パラ ンス を 確認 し ます 。 


03 タネ を っ りゃ 


最後 に 宝石 の キラ キラ 感 を より 強調 する た め に 、 効 果 
を つけ ます 。 

新規 レイ ヤー を [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] に し 
て 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し ます 。 [エア プラ 
シ ] な どの ぼかし の ブラ シ で 明る め の 緑 色 を 塗り [ 不 
透明 度 ] を 「40」 程度 に し て 調整 し ます 。 

さら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 今度 は 宝石 か ら 少し は み 出す イメ ー ジ で 、 明る め の 
を [覆い 焼き (発光 ) ] に し て 光っ て いる 効果 を 追加 し ます 。 色 が 濃い と き は [不透明 度 ] を 調整 し て くだ さい 。 
こと と で は 「20」 に し まし た 。 


EY 他 の 宝石 を 塗る 


他 の 小さ い 宝 石 も 同様 に 塗り ます 。 


COLUMN 輝き の 表現 


宝石 は さま ざま な 方 向 か ら の 光 を 反射 し て 、 キ ラキ 
ラ と 輝い て いま す 。 な の で 、 影 と ハイ ライ ト を 5 一 


6 段階 入れ て 、 その キラ キラ を 表現 し て いき ます 。 
肌 な ど で は 1 影 と 2 影 は 、 近い 色 を 選ん で いま し た 
が 、 宝石 の 塗り で は 色 の 差 を 大 きく する の が ポイ ン 
ト で す 。 


色 が 近 す ぎる と ぼん や り と と し た 印象 に な っ て し ま 
う の で 、 少 し 色 が 違い すぎ た か な …? と 思う くら 5 い | J 2 
で 塗る と 宝石 の キラ キラ 感 が より 表現 で きま す 。 色 の 差 が 大 きい の で キラ キ 。 色 の 差 が 小さ い 例 
ラ 感 が 強く 出 て いる 全体 が ぼんやり し て いる 
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a | 


ne 


アニ メ で も 見 られ る 、 物体 が 発光 し た よう に 光り 輝い て 
見 える 効果 を 「 グ ロー 効果 」 と 呼び ます 。 

今回 は あま り 光 を 強く せ ず に 、 全体 の 色 味 や コン トラ ス 
ト を 強め る た め に この 効果 を 使用 し て いま す 。 


POD) 背 味 と 前 景 を ほか す 


まず は 、 グロ ー 効 果 の 前 に 背景 と 手前 の 宝石 を ぼかし 
て いき ます 。 こ れ は カメ ラ の 「 ボ ケ 」 の 効果 を 表現 し た 
手法 で す 。 「 ボ ケ 」 に つい て は bp.174 で 解説 し て いま 
す 。 

き 景 と 手前 の 宝石 で それ ぞ れ レイ ヤー を 統合 し [フィ 
ルター] っ [ぼかし] っ [ガウ ス ぽ ぼかし] で ぼかし を か 
け ま す 。 
背景 は 「50」 手前 の 宝石 は 「25」 程度 に し て いま す 。 
ピン ト の 合っ て いる 和信 物 か ら の 距離 を 考え て ぼかし の 
値 を 変え る と よい で し ょ う 。 


ee 7 O—DR EE 


ぼかし と レイ ヤー の 合成 モー ド の 組み 合わ せ で 肌 の 色 
を 明る く 光 を 入れ た 表現 に する 他 、 明暗 の コン トラ スト 
や ぼかし の 効果 で や わら か い 印 象 に 仕上 げ ま す 。 
今回 の イラ スト で は 背景 は ほか し て し まう の で 、 線画 を 
描か ず に ざっ くり と し た 塗り の だ け に と ど め て いま す 。 


[] レイ ヤー を 重ね る 


グロ ー 効 果 を か けた い レ イヤ ー を すべ て 統合 し ます 。 
今回 は 、 背景 も ふく めす べ て に 効果 を か ける の で 、 全 
レイ ヤー を 結合 し ます 。 

人 物 だ け に か けた いと き は 、 人 物 の レイ ヤー の み を 統 
合 し ます 。 

統合 し た レイ ヤー を 2 枚 複 製 し 、[ フ ィ ル ター] > LE 


か し ] っ [ガウ ス ぼ ぽか し ] を 使い 、[ ば ぼかす 範囲 ] を 
「20」 程度 に し ます 。 
⑯1 枚 目 の レ イヤ ー の 合成 モー ド を [比較 ( 暗 ) ] に 
変更 し [不透明 度 ] を 「30」 に し ます 。 
@2 枚 目 の レ イヤ ー の 合成 モー ド を [焼き 込み ( リ 
ニア ) ] に 変更 し [不透明 度 ] を 「15」 に し ます 。 


WS-O8 So 


j 


LAL! リノ 2 
複製 1 枚 目 を [比較 ( 暗 ) ] モー ド に する 


複製 2 枚 目 を [焼き 込み (リニア ) ] モー ド 
に する 


最後 に [フィ ルター] っ [シャー 
プ ] っ [アン シャ ー プ マス ク ] を 使 
用 し 、[ 半 径 ] を 「50」、[ 強 さ ] を 
"251, [BAB] %@ を 「30」 に し て 効果 
を か け ま す 。 

あま り 変 わら な いよ うに 見 えま す 
が 、 少し だ け シ ャ ー プ な 印象 に な 
る の で 、 仕 上 げに 使用 し ます 。 


ee 、| 肌 を 明る くす る 


肌 を 明る くし た いと いう と き は 廊 時 の ぼ 
か し を も う 少 し 大 きめ に 設定 し 、[ 編 集 ] 
> [色調 補正 ] っ [明る さ ・ コ ント ラス 
ト ] で 色 味 を 調整 し ます 。 

レイ ヤー の 合成 モー ド を [スク リー ン ] 
に し て 重ね 合わ せ 、[ 不 透明 度 ] を 調整 
する と 、 肌 が ふん わり と 明る い 印象 に 
な り ま す 。 そ の 他 の 合成 モー ド で も また 
違っ た 効果 が 得 ら れる の で 、 自分 の 絵柄 
や シー ン に 合わ せ て 、 さ ま ざ ま な 方 法 を 
試し て みて くだ さい 。 


ZX a 
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影 の 境目 に ぼかし を 使っ た り 、 グラ デー ショ ン な ど を 
活用 し 、 ブラ シ で 描い た よう な や わら か い タ ッ チ を 表 
現す る 塗り 方 で す 。 

レイ ヤー を 使っ て 色 を 重ね て いく 方 法 が 主流 な の で 、 


線画 LINE DRAWING 


後 か ら の 修正 も 楽に 行え ます 。 

ぽか し を 使っ て いる の で 全体 的 に や わら か い 印 象 の 仕 
上 が り に な り ま す 。 ハ イラ イト を 使い ツヤ 感 を 出す 塗 
り 方 も 相性 が よい で す 。 


線画 は [鉛筆 ] の [濃い 鉛筆 ] を 使い ま 
す 。 ブ ラ シ サ イズ は 「13.0」 程度 に し 
て 描い て いき ます 。 


東雲 ハル 

フリ ー ラ ンス の イラ スト レー ター。 

主 に ソー シャ ル ゲ ー ム の イラ スト を 手掛け 、『 東 方 絵 技 帖 』( 玄 光 
社 ) で も イラ スト の テク ニッ ク を 披露 し て いる 。 イン ター ネッ ト 
を 中 心 に 活動 を し 『 コ ミッ クマ ー ケ ッ ト 』 な どの イベ ント に も 参加 
し て いる 。 


メイ キン グ の お 仕事 は 数 年 前 以来 だ っ た の で 、 よ り 濃い 内 容 に で 
きる か 自分 と の 戦い で し た 。 細か い 塗り の こだわ りや 効果 の つけ 
方 な ど 上 達し た と ころ を 出せ て いた ら 幸 いで す 。 

LvEe 司 

[ET http://www.pixiv.net/member.php?id=476762 
(ENS https://twittercom/shinonome_haru 

GG Wecom Cintiq 13HD 


肌 は 、 濃い 影 を 入れ る と 表情 が 暗 
く な っ て し まい ます 。 そ うい うと 
と る ろ に は 薄く ブラ シ を か け て みた 
り 影 で は な く ハ イラ イト を 乗っ け 
て みた り し て 、 上 手 く 立体 感 を 出 
す の が コツ で す 。 


seeooeeeeooooeeeoeeeeeeoooeeooeoeeoeooooeoooooeeeooooeoeoooeeeooeoeoooooeooooooo 


(ON) 下塗り を する 


ラフ を 描く 段階 で 全体 の バラ ンス 
を 見 な が ら 、 色 味 を 決め て いま す 。 
線画 に 下塗り を する と き は その ラ 
フ の 色 味 に し た が っ て いま す 。 
パー ツ ご と に レイ ヤー 分 け を し て 
お きま し ょ う 。 

背景 と 人 物 で レイ ヤー フォ ル ダ ー 
を 分 け て お く と レイ ヤー の 管理 が 
楽に な り ま す 。 


OY | 肌 の 立体 感 を 表現 する 


[エア ブラ シ ] の [柔らか ] で 肌 に うっ すら と 立体 感 を つ 
WET. まず は 「 立 体感 」 の 色 で 、 顔 周 りや 顔 の 影 、 服 
と 隣接 する 部 分 な ど を 、 肌 の 境目 が わか り に くく な ら な 


いよ うに 入れ ます 。 
と と こ で 立体 感 を 強く つけ る と 成人 向け イラ スト っ ぽく 
な り ま す 。 
R255 R251 R247 R235 
6240 6223 G202 6172 
B215 B195 B168 B140 
肌 立体 感 1 影 2 影 [ 
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| 03 | 影 を 重ね る 


肌 の や わら か さ を 出 す た め に 、 な 回 さら に 濃い 影 を 入れ ます (2 BO 類 の 赤み を [エア ブラ シ ] の 


め ら か な 影 を 意識 し て 色 を 塗っ て 影 )。 髪 や 首 な どの 落ち 影 を [柔らか ] で 描き ます 。 ひざ 、 
いき ます 。 少し だ け 入 れ ま し た 。 肩 、 ひじ 、 胸 な ど に 赤み を 入れ 
影 ご と に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 る と 艶 っ ぽく な り ま す 。 や り 
[ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] き すぎ る と 虫 刺さ れ み た い に な 
(p.117) を し て 塗り ます 。 っ て し まう の で ほど ほど に . 。 ヲ 
0 [ 筆 ] の [油彩 ] を 使い 、 ほか aa シ 
し の 少な い エ ッ ジ の ある 影 を oi すき 
入れ ます (1 影 )。 B185 
赤 a 


sBDS1TYPPIADS Te 
沿っ て 、 落 ち 影 を 入れ る 


| 04 | ハイ ライ ト を 入れ る 


新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ 
ピン グ ] を し 、 鼻 と 類 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


唇 に もち う っ すら と ハイ ライ ト を 入れ る と 、 女性 らし い 256 
ぷっ くり し た つや や か な 唇 に な り ます 。 2 


イラ イド 
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EN < を へ + る 


で ハイ ライ ト を 入れ た レイ ヤー に 、 顔 の 輪郭 に ぽく な っ た り 立体 感 が 出 ます 。 
沿っ て 、 ハ イラ イト と 同じ 色 で 反射 光 を 入れ ます 。 反 入れ すぎ は 別 の 光源 が ある よう に 見 えて 不 自然 に な 
射 光 は そん な に 反射 し な い 場 面 で も 入れ て お く と 艶 っ る の で 注意 し まし ょ う 。 


逆光 を 意識 し て 少し だ け 肩 の と ころ に も 光 
を 入れ る 

線 の 縁 を な ぞ る だ け で は な く 、 立体 を 意識 
し て 太 さ を 変え る よう に する 


| 06 手 を る 


手 を 塗っ て いき ます 。 た り し な が ら 影 の 中 で も 明る い 部 分 を 作る と 立 
大 顔 と 同様 に 、 服 や 指 の 影 に な る 部 分 に 立体 感 を 体感 が 増し ます 。 
意識 し た 影 を 軽く 入れ ます 。 2 影 を 塗り ます 。 指 や アク セ サ リ ー の 落ち 影 を 入 
1 影 を 入れ ます 。 手のひら の 凹凸 を し っ か り と 描 れ て いき ます 。 


き 込 み ま す 。 [消し ゴム ] の [軟らか め ] で ぼかし 回 ハイ ライ ト と 反射 光 を 入れ ます 。 


爪 の 形 に ハイ ライ 反射 光 は 線 に 強弱 を つけ る と 、 よ り 立 体感 
ノー」 ト を 入れ る が 表現 で きる 
均一 な 線 に な ら な いよ うに 注意 


Ce LA 


Oy | 足 を 塗る 


足 は ひざ の 骨 の 形 を 意識 し て 塗る と 立体 感 が 出 ます 。 
窓 に 腰掛 け て いる の で 足 の 反射 光 は 顔 や 腕 の よう に 
ハッ キリ 入れ な いよ うに し ます 。 

ひざ に 類 の よう な 赤み を 入れ て も よい で す 。 

太もも と 腕 部 分 は 後 で 透かし の 処理 を し ます 。 こ こ で 
は スカ ー ト で 隠れ て し まい ます が 、 透 か す 予定 の と こ 
る は 、 塗る よう に し て お きま し ょ う 。 


a 色 ト レス を する 


に 線画 に 色 ト レス を し た ら 肌 の 塗り は 完了 で す 。 


COLUMN 2 See rors 
筆 [油彩 ] エア ブラ シ [柔らか ] 
強弱 で さま ざま な 色 と ぼ [油彩 ] な どの ブラ シ で 
か し 具合 が 出せ る の で 大 は 表現 し に くい 、 き れい 
体 こ れ と [消しゴム] だ な グラ デー ショ ン を させ 
け で 描い て ます 。 た いと き に 使い ます 。 


| _memo 2 MP 
線画 の 色 を 周り の 色 に な じ ま せ る 
BRE, 通称 「 色 トレ ス 」 と いい ます 。 
色 ト レス を する こと で 、 イラ スト の 印 
象 が や わら か く な り ま す 。 
色 ト レス の 方 法 は p.116 で 解説 
し て いま す 。 


消し ゴム [軟らか め ] 2 [油彩 平 筆 ] 

塗り に 使用 し ます 。[ 油 主 に 背景 で 使用 し ます 。 
彩 ] な どの ブラ シ で 描い 筆 の タッ チ を 残し た いと 
た 後に エッ ジ を ぼかす の き や 、 ぼ か さ な い も の を 
に 使っ て いま す 。 描く と き に 使っ て いま す 。 


FILME 


主 線 は 、 鉛筆 [濃い 鉛筆 ] や 消し ゴム [硬め ] な ど 使 用 し て いま す 。 


ANANI 
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シワ の 入る 量 や ぼかし 具合 、 コ ン 
トラ スト を 質感 に あわ せ て 表現 し 
ます 。 や わら か い 素 材 な ら ぼ か し 
を 多め に 、 て か て か し た 素材 な ら 
エッ ジ の ある 影 や 白 に 近い ハイ ラ 
イト を 入れ る な ど 、 質感 に あわ せ 
て 塗り ます 。 


seeoooeeeooooeeeoeeeeeooooeeoooeeoeooeoeoeooeeeeeoeeoeooooeeeoeeeoooeooooooo 


本 | 作り を 補正 する 


下塗り の 服 の 色 が 明る すぎ た の で 
[編集 ] っ [色調 補正 ] っ [色相 ・ 
彩 度 ・ 明 度 ] を 使っ て 、 下塗り の 色 
を 調整 し ます 。 レ イヤ ー の [透明 
ピク セル を ロッ ク ] 皿 (p.117) を 
使っ て 好み の 色 に 塗り 変え て も よ 
Webs 


カー ディ ガン を 塗る 


服 は 、 基本 的 に は 肌 の 塗り と 一 緒 で 、 影 色 と ハイ ライ 
ト そ れ ぞ れ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 塗り ます 。 
[エア ブラ シ ] で ぼかし を 入れ 、 1 影 、 2 影 、 反射 光 の 


順に 塗っ て いき ます 。 


古 服 の 重なっ た 部 分 を 中 心 に 、 ぼかし で 少し 濃い 


色 を 入れ 立体 感 を 出し ます 。 
※ 画 像 は わか りや す 


いよ うに 濃い め に し R178 
て いま す が 、 塗る と ale 

B103 
ベー 


き は うっ すら で OK 
で す 。 


< 


692 
B95 
立体 感 


1 影 を 入れ ます 。 ワ キ や 服 の シワ か ら 影 を 塗る 
と それ らし く 見 えま す 。 

1 影 に 明暗 を つけ ます 。 影 の 中 に 明る い 部 分 を 
作る こと で 立体 感 を つけ ます 。 こ の と き 服 の 緑 
に 少し 明る い 色 を 入れ る こと で 、 服 の 厚み が 表 
現 で きま す 。 

回 2 影 を 入れ ます 。 ワ キ や 服 の 影 に な る 部 分 な ど 
に 濃い 影 を 入れ ます 。 


R137 R107 

G68 G56 

B74 B63 
1% 2% 


(EN seen< 


カー ディ ガン の チェ ッ ク 模 様 を 描き ます 。 ペー ス 部 分 
は 、 他 と 同様 に ぼかし 、 1 影 、 2 影 の 順に 影 を 入れ ます 。 
模様 は 、「 縦 」「 横 」「 細 い ラ イン 」 ご と に 合成 モー ド を 
[乗算 ] に し た レイ ヤー に 描き 込み ます 。 
DF チェ ッ ク 模 様 の 縦 線 は 腰 の ライ ン を 意識 し 、 KR 
広がり を イメ ー ジ し て 描き ます 。 
チェ ッ ク 模 様 の 横線 は な る べく 等 間隔 に な る よ 
うに し ます が 、 厳密 で は な く 感 覚 で OK で す 。 
目 縦 と 横 の 間 を 埋め る よう に 描き 込み ます 。 
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カー ディ ガン 完成 


袖 部 分 の 腕 の 線画 を 消す と 、 袖 が 透け て いな い カ ー デ ィ ガ ン の 塗り は 完了 で す 。 
透け て いる 袖 の 描き 方 は p.42 で 解説 し ます 。 


シャ ツ を 塗る 


シャ ツ も 同じ 手順 で 塗り ます 。 
カー ディ ガン と 同様 に 、 ワ キ か ら シ ワ が 伸び て いる イメ ー ジ で 影 を 入れ ます 。 


R252 R226 会 R211 
6240 6207 (8166 
B225 B193 No B171 


ベー ス 1 影 2 影 


軒 信 スカ ー ト を 塗る 


スカ ー ト は ひだ に 沿っ て 影 を 入れ ます 。 

馴 スカ ー ト の ひだ に 合わ せ て [エア ブラ シ ] で ぼ か 
し の 影 を 入れ ます 。 こ の と き 、 足 の 間 な どの 影 
に な る 部 分 は 少し 濃い め に 色 を 乗せ ます 。 

ひだ に 合わ せ て 、1 影 を 入れ ます 。 出窓 に 腰掛 け 
て 光 の 当たら な い 部 分 に も 影 を 入れ ます 。 

2 影 を 入れ ます 。 腰掛 け て 光 の 当たら な い 部 分 
は 少し 濃い め に 影 を 入れ ます 。 


R144 R129 R87 

G167 G136 G92 

B205 B158 B112 
RS 


ス ほか し ・1 影 2 影 


ソック ス を 塗る 


同様 に ソック ス も 塗り ます 。 塗 り 終 わっ た ら 、 ソ ッ ク 
ス の 上 に うっ すら 少し 赤 め の 肌色 を ぼかし て 乗せ ま 
す 。 肌 の 明る さ を 強 調 さ せ た い と き や 、 肌 と 服 を な じ 
ませ た いと き な ど に 使い ます 。 

赤み を 入れ すぎ る と 、 透け て る よう に 見 えて し まう の 
で 、 質感 が 変わ ら な い 程 度 に し まし ょ う 。 
最後 に 線画 の 色 ト レス を し た ら 服 の 塗り は 完了 で す 。 
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髪 の 房 を 描く こと に 集中 し すぎ る 
と 、 頭 の 立体 感 が 出せ て な いと い 
うこ と も あり ます 。 引 いて 見 た と 
き に 明る くす る 部 分 の 形 は 崩れ て 
な いか を し っ か り 確 認 し な が ら 措 
き 進 め ま す 。 


eoeeooeeoooeeeeoeoeeeoooeoeooooeeoooeeoooooeeeoooeoeooeooeeeoeeeooooooooooo 


PO) ほか し な が ら 軽 く 立体 感 を つけ る 


「 立 体感 」 の 色 で 奥 側 や 髪 の 裏側 あたり を [エア ブラ シ ] を 使っ て 色 を 入れ 
ます 。 ぼかす こと で 軽く 立体 感 を つけ ます 。 

毛 先 や 、 シ ュ シ ュ な ど で 髪 が 集まっ て いる 毛 東 部 分 の 色 を 濃く する イメ ー 
ジ で す 。 画像 は わか りや すい よう に 濃い め に し て いま す が 、 塗る と き は う 
っ すら で OK で す 。 

影 ご と に レイ ヤー を 作成 し 塗り の 進め て いき ます 。 


R151 R136 R125 R95 

G131 G117 G107 G82 

B138 B125 B115 B93 
2 影 


ベー ス 立体 感 1% 


| | 影 を 入れ る 


1 影 を 入れ 、 影 の 中 に 明暗 を つけ 
ます 。 
影 の 中 に 明る い 影 を 入れ 、 髪の毛 
の ツヤ を 表現 し ます 。 


つむ じ や ゃ 毛 束 か ら 流れ る よう に 塗る 


顔 の 周り の 髪 に 、[ エ アブ ラ シ ] で 
肌色 を うっ すら と 入れ ます 。 
前 髪 が 透け て 、 肌 が 見 える 表現 の 
他 に 、 肌 の 明る さ を 強 調 す る こと 
が で きま す 。 


2 影 を 入れ る 


落ち 影 や 暗い と ころ に 2 影 を 入れ 
ます 。 

2 影 の 中 に 反射 光 と し て 青み が か 
っ た 色 を 入れ ます 。 そ うす る こと 
で 奥行 き が 出 ま す 。 


反射 光 MDT 


| ハイ ライ ト を 入れ る 


ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 1 
と 1 影 の 間 に ハ イラ イト を 入れ ます 。 
高 さ が バラ バラ に な ら な いよ うに ハ 
イラ イト を 入れ る 位置 を 決め ます 。 

ハイ ライ ト の 入り 方 が バラ バラ だ 
と ツヤ が わか り に くく な り 、 BOR 
が 変 に 見 えて し まう の で 、 RED 
け ま し ょ う 。 


高 さ が バ ラバ ラ | 
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ay \ の っ フチ を 注 < す る 


目 の 錯 覚 で 色 の 境目 は 彩 度 が 高く 見 えた り 、 色 が 濃く “エッ ジ を 出し た い 影 や 目立た せ は た いと ころ で 使う と 効 
見 えま す 。 影 の フチ を 濃く する こと で それ を 意図 的 に 果 的 で す 。 
表現 し 、 境目 を わか りや すく し て ます 。 


| 立体 感 を 追加 する 


立体 感 が 弱かっ た の で 、 立 体感 を 追加 し ます 。 [ソフ トラ イト ] に し て な じ ま せ ます 。 
[エア ブラ シ ] な どの ぼかし の ブラ シ を 使っ て 、 髪 全体 "この 方 法 だ と 、 後 か ら 立 体感 を 追加 する こと も で きる 
に 黒 で 色 を 乗せ ます 。 の で 覚え て お く と 便利 で す 。 


奥 側 や 毛 先 、 毛 東部 分 な ど を 中 心 に 色 を 乗せ る と それ 
らし く な り ま す 。 黒 を 乗せ た レイ ヤー の 合成 モー ド を 


— 


合成 モー ド を 変え る 前 


還 : 玉 ハイ ライ ト を 調整 する 


最後 に ハイ ライ ト を 周り と な じ ま 
せま す 。 

[エア ブラ シ ] を 使っ て 、 明る い 黄 
色 で ハイ ライ ト 部 分 に 色 を 乗せ ま 
す 。 

ベー ス 色 と の 境目 を な じ ま せ る イ 
メー ジ で す 。 色 を 乗せ た レイ ヤー 
は 合成 モー ド を [ソフ トラ イト ] に 
し ます 。 


serene 


肌 や 服 と 同様 に 、 髪 の 線画 も 色 ト レス を し て 髪 の 塗り は 完了 で す 。 


aR SREY I, 


アク セ サ リ ー の シュ シュ を 塗っ て いき ます 。 目 | 影 を た 入れ ます 。 シ ワ 部 分 に 影 を 入れ る イメ 
皿 ペー ス の 色 を 塗り ます 。 ds 
回 影 に な る 部 分 に ぼかし で 色 を 乗せ ます 。 EL 2 影 を 入れ て 完成 で す 。 
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Iti 


瞳孔 や 目 の 縁 の 影 は 顔 の 向き に 
あっ た 方 法 で 塗る よう に し ます 。 
キャ ラ が メイ ン で 大 きめ の 絵 の と 
き は 、 ハ イラ イト や 効果 を いつ も 
より 複雑 に 入れ て キラ キラ させ る 
よう に 塗る と 印象 的 な 瞳 に な り ま 
す 。 


esseoeeeoeooooceeoeeoeeeoooooeoooeeeooeoooooeeeeoeeeoeoooeeooeooeoooeoooooooo 


白目 の 影 を 塗る 


白目 に 影 を 入れ て いき ます 。 
上 白目 の 上 側 に [エア ブラ シ ] で 色 を ぼかし な が ら 


入れ ます 。 
賠 影 ん 入れ ます 。 R203 
回 上側 を 影 より 少し 明る い 色 で ぼ ぽか (Gr 

し ます 。 ー ーー 


R1 0 R1 5 R147 R255 
maoc-zsss | OF 人 = 人 SE 


上 部 ぼかし 深み の 色 下部 ハイ ライ ト 


白目 が 終わ っ た ら 、 黒目 の 色 を 塗っ て いき ます 。 
副 白 目 と 同じ よう に [エア ブラ シ ] で 上 側 を ぼかし 8 Mc 
な が ら 色 を 塗り ます 。 


a a 


回 較 で 入れ た 影 に [エアブラシ] で グラ デー ショ ン 
に な る よう に 色 を 塗り 、 瞳 の 色 に 深み を 足し ま 


回 下 側 に 軽く ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
同じ 色 の 明暗 だ け だ と くす ん で し まう の で 少し 
黄色 より の 色 で ハイ ライ ト を 入れ る と きれ いな 印 
象 に な り ま す 。 


[EN 障 包 を 描き 込む 


瞳孔 と 瞳 の フチ を 入れ て いき ます 。 睡 の 印象 を 決め る 
大 事 な 作業 で す 。 

瞳 の 中 心 に 瞳孔 を 描き 、 同 じ 色 で 瞳 の フチ と 虹彩 も 描 
き 込 み ま す 。 瞳孔 の 下 側 は 少し 明る い 色 を 入れ て グラ 
デー ショ ン に し ます 。 


ハイ ライ ト を 入れ る 


ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 

豆 レイ ヤー の 合成 モー ド を [ハー ドラ イト ] に し て 
色 の つい た ハイ ライ ト を 小さ く 入 れ ま す 。 

賠 線画 の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 白い ハ イラ 
イト を 入れ ます 。 

B [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド の レイ ヤー に BCH 
いた ハイ ライ ト の 周り を ぼかす よう に 色 を 乗せ 
ます 。 下 側 に も ハイ ライ ト を 入れ ます 。 BLE 


回 黒目 の 明る い 部 分 に さら に キラ キラ を 追加 し ます 。 
影 の ライ ン に 合わ せる よう に うっ すら と 瞳孔 の 色 
を 塗り 、[ 覆 い 焼 き (発光 ) ] モー ド の レイ ヤー で 下 
側 を 光ら せま す 。 


同じ 色 で 塗っ て いま す が 、 真っ 白 に な ら な いよ う 
に 色 味 に 気 を つけ まし ょ う 。 


目 黒目 の 上 側 も 剛 と 同じ よう に 色 を 塗り [導い 焼き 
(発光 ) ] モー ド の レイ ヤー で 光ら せま す 。 瞳 の 塗 
り は 明暗 だ け で な く 色 味 も 変え て キラ キラ し た 感 
じ に する の が コツ で す 。 
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ja 明 

シー スル ー の よう な 、 透 明 感 の あ 
る 素材 の 塗り 方 を 解説 し て いき ま 
す 。 


と こと で は 、 袖 、 ス カー ト 、 ブ レス 
レッ ト を 解説 し ます 。 


eeeooeeeeeoeeeeooeoeeeooooeooeoeeeeooooooooooeoeoooooo 


seeeeecoeeeoooooeeoeeoo 


袖 の 透け 感 を 描く 


腕 の 透け た 部 分 を 描い て いき ます 。 
袖 の 布 は 他 と 違う の で 、 て ら っ と 
し で 見 える よう に 、『 ス タリ ー シ ] 
モー ド の レイ ヤー で ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 
MES, 肌 の レイ ヤー を 複製 し 
て 統合 し ます 。 統合 し た レイ 
ヤー を 袖 の レイ ヤー の 上 に 配 
置 し [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ 
ピン グ ] に し ます 。 
回 透かし た い 腕 部 分 の み [レイ 
ヤー マス ク ] (p.64) を 作成 
し ます 。 透け た 印象 を 出す た 
Ole, レイ ヤー の [不透明 度 ] 
を 「30%」 に し まし た 。 
還 肌 と 同じ よう に 髪 部 分 も 、 レ 
イヤ ー を 複製 、 統合 し て 透過 
させ ます 。 


袖 の 後ろ に ある 髪 も | 
授け た よう に 見 せる | 


EL 立体 感 が だ 足り な いと き は 、 別 
レイ ヤー に [エア ブラ シ ] で 
色 を 乗せ 、 合成 モー ド を [ 乗 
算 ] に し て 立体 感 を 追加 し ま 
す 。 


ig イー イー ee に Ei 


チェ ッ ク 


合成 モー ド を 【 ス クタ リー シン ] 
に し て 、 白 で うっ すら ハイ ラ 
イト を 入れ ます 。 色 トレ ス を 
し た ら 袖 は 完成 で す 。 


ay [ope 00 eae CT 
チェ ッ ク | 


ーーーーーーー ィ 
影 に な る 部 分 に 少し 


証人 スカ ー ト の 透け 感 を 描く 


スカ ー ト は 背景 が 透け る の で 、 背景 の レイ ヤー を 複製 
し て 統合 し ます 。 

手順 は 袖 と 同じ で す 。 必 要 な 部 分 (ここ と で は スカ ー ト 
の 2 段 目 ) を [レイ ヤー マス ク ] に し て 不透明 度 を 調 
整 し ます 。 布 の 重なる 部 分 は 透け に くく な る の で 、 マ 
スク に 消し ゴム を か け て 透け な いよ うに し ます 。 
背景 を 透過 させ な いと 、 透け 感 が きれ い に 表 現 で き 
ず 、 か な り 厚 手 の 布地 に な っ て し まい ます 。 


| memo 9 し ィ ャ ー の 不透明 度 


色 味 が 濃い と き や 、 下 の レ イヤ ー を 透 か す と き な ど に レイ 
ヤー の [不透明 度 ] の スラ イダ ー で 調整 し ます 。 


EN 小 物 の 透け 感 を 描く 


プ ブレスレット と ビー 玉 を 塗っ て いき ます 。 硬め の プラ 
スチ ッ ク や ガラ ス の よう な 素材 を イメ ー ジ し て 塗っ て 
いき ます 。 ぼ か し は 使わ ず に [ 筆 ] の [油彩 ] を 使っ て 
模様 を 描き 込み ます 。 

光 の 描き 込み も 、 エ ッ ジ の 効い た 線 で 塗る と 硬い も の 
の 質感 が 表現 で きま す 。 [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド の 
レイ ヤー で 光 を 強め に し て 、 より 質感 が 出る よう に し 
て いま す 。 細 か いと ころ の 線画 トレ ス を 忘れ な いよ う 
に し まし ょ う 。 

光っ て る 部 分 は 光 が 反 射 し て 下 の 
線画 が 透け な い の で 、 消 し て し ま 
いま す 。 


線画 が ハッ キリ し すぎ て いる 
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Re SUNG 


Shi 


逆光 は 人 物 の 後ろ 側 に 強い 光源 が ある 状態 で す 。 こと と で は 「 ブ ラ シ 塗 り 」 の イラ スト で 使用 し た 逆光 の 方 
夏 の 強い 日 差し や 、 真っ 赤 な 夕日 を 背 に し た シチュ エー 法 を 紹介 し て いき ます 。 

ショ ン な ど 、 さま ざま な シー ン で 活用 で き 、 通常 の 光源 

と は また 違っ た 雰囲気 の イラ スト に な り ま す 。 


室内 の 明か り 逆光 


明暗 を つけ る 


人 物 を 塗っ た レイ ヤー の 上 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し ます 。 [エニ アプ 
ラ シ ] な どの や わら か い プ ラ シ で 、 
逆光 に 見 える よう に 明暗 を つけ て 
We. レイ ヤー を ツウ ラド ライ ド Ri 
モー ド に し て な じ ま せ ます 。 

肌 な ど は あま り 暗 く な りす ぎ な い 
よう に し まし ょ う 。 

R211 R58 


G188 653 
B175 B53 


明る い 箇 所 暗い 箇所 | [ソフ トラ イト ] モー ド 


人 物 全 体 を [色調 補正 レイ ヤー] で 暗く し ます 。 
まず は 、 人 物 全体 の 選択 範囲 を と り ま す 。 次 に [レイ 
ヤー] っ [新規 色調 補正 レイ ヤー] っ [色相 ・ 彩 度 ・ 明 
度 ] を 選び 全体 を 暗く し ます 。 

選択 範囲 を と っ た 状態 で [色調 補正 レイ ヤー] を 作成 す 
る と 、 BRUCE 


が [レイ ヤー マス ク ] に な り ま す 。 


全体 が 暗く な りす ぎ て し まっ た の で 、 さら に [色調 補正 
レイ ヤー] の [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 使っ て [レイ ヤー 
マス ク ] で 肌 の 部 分 だ け を 少し 明る くし まし た @。 
色調 補正 レイ ヤー を 使う こと で 、 後 か ら 色 の 修正 が 容 
易 に な り ま す 。 


キャ ン セ ル 


白目 の 彩 度 が 高く な りす ぎ た の で 、 
白目 の 部 分 を 選択 し [色調 補正 レ 
イヤ ー] で 彩 度 を 落と し まし た 。 


[Ey 寿 の 色 味 を 調整 する 


髪 の 色 味 を 調整 し て いき ます 。 髪 
全体 に 赤み の 色 を 置き 、 レ イヤ ー 
の 合成 モー ド を [ソフ トラ イト ] に 
し ます 。 

色 味 が 強い と き は レイ ヤー の [ 不 
透明 度 ] で 調整 し ます 。 こ こ で は 
「15%% が 」 く らい まで 落と し まし た 。 


R226 
G130 
B86 


赤み の 色 


(He) =k 


[ツラ ドラ イド ]( モ ニ ド 


EW 


に 3 
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赤 が 強く な る と 夕方 っ ぽく な っ て 
し まう の で 、 光 の 当たり が 強く 明 
る く な る 人 物 の フチ は 、 水 色 を 少 
し 入れ ます 。 

影 と 同様 に レイ ヤー の 合成 モー ド 
は [ソフ トラ イト ] で 、[ 不 透明 度 ] 
を 「20」 程度 に し まし た 。 


R143 
6229 
B232 


水色 


右 図 は 髪 色 を 変え る 前 と の 比較 で 
Fo 逆光 の 光 で 人 物 の 周り が 明る 
く な っ て いる 表現 が 追加 され まし 
た 。 


PE コ ント ラス ト を 強め る 


逆光 は 、 明る い 部 分 と 影 に な る 部 分 の コン トラ スト が 
重要 な の で [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド の レイ ヤー で 光 
の 強い 部 分 を 作り ます 。 

季節 に よっ て 日 差し の 強 さ は 異な り ま す 。 
明暗 を 強め に し て 、 日 差し の 強 さ を 表現 する と 夏 っ ぽ 
い 逆 光 が 表現 で きま す 。 

キャ ラ を メイ ン に し て いる イラ スト で は 、 や りす ぎ て 
キャ ラ が 見 えな いと いう こと の な いよ うに 注意 し まし 
te 

今回 の イラ スト で は 季節 感 が 出 な いよ うに 、 や や 抑え 
め に し て いま す 。 


背景 調整 


[覆い 焼き (発光 ) ] モー ド の レイ 
ヤー を 使っ て 明る い 部 分 を 強調 し 
ます 。 
人 物 同様 に 、 窓 枠 の フチ や 置物 の 
フチ を 中 心 に 色 を 乗せ 、 明 る くし 
ます 。 


影 が 弱かっ た の で 、 コ ント ラス ト を 
強め ます 。 

背景 の 上 に レイ ヤー を 作成 し [ ソ 
フト ライ ト ] モー ド に し て 、 黒 に 近 
い 青 で 暗く な る 部 分 に 色 を 乗せ ま 


す 。 
R41 


G45 
B64 


影 部 分 


最後 に [ソフ トラ イト ] モー ド で 全 
体 を 青 一 黄色 の グラ デー ショ ン で 
な じ ま せ て まとめ ます 。 


[通常 ] モー ド 


[ソフ トラ イト ] モー ド 


47 


に 3 


48 


水彩 塗り は 、 ぼかし や 混色 を 使用 し た 水彩 画 の よう な た 仕上 が り に な り ま す 。 ま た 、 さ ま ざ ま な 色 を 塗り 重 
塗り 方 で す 。 ね 、 色合い に 深み を 足し て いき ます 。 

厚 塗り と ブラ シ 塗 り の 中 間 の よう な タッ チ で 、 厚 塗り に じみ を 活か し た 水彩 の 塗り 方 は 「 透 明 水彩 塗り 
より は ライ ト で 、 ブ ラ シ 塗 り よ り は 筆 の 質感 を 活か し  (p.120) 」 に て 解説 し て いま す 。 


線画 計 還 RS 


線画 は 「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 に [ペン ] 
を 使っ て 描き ます 。 

描き 終え た 後 [ 線 修正 ] ツー ル の [ 線 幅 
修正 ] で 線 が 集中 し て いる と ころ ( 胸 
元 の リボ ン と か ) や シワ の 線 幅 を 細く 
修正 し ます 。 


AK 
茨城 県 在住 。 普段 は 身 の ま わり の も の を 描い て ます 。 た また ま テ レビ で サッ カー 中 継が 流れ て いた の で サッ カー の イラ 
電撃 文庫 『 ブ レイ クッ x トリ ガー』 著 : 小 林 三 六 九 、 メ ディ アワ ー ク スト に な り ま し た 。 元気 な 絵 に な れ ~ と 念じ な が ら 塗 り ま し た 。 
ス 文庫 『 や くし ょ の ふた り 』 著 水沢 あき と 、MF 文 庫 」『 ラ ブ と 廊 EE http://hitogome.tumblrcom/ 
ROBB (ALE VIA) 』 著 : 宮 澤 伊織 (アス キー メデ ィ ア 上 本 http://www.pixiv.net/member.php?id=6822047 
ワー クス ) の 挿絵 を 担当 。 Twitter Jia 

EE Wacom Intuos4 Large 


By: NN a sg ; 
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彩 塗り 


特に 顔 は キャ ラク ター の 命 な の 
で 、 現実 に 忠実 な 影 よ り も 、 キ ャ 
ラク ター の 雰囲気 を 崩さ な い 影 を 
意識 する よう に し ます 。 

影 は 明度 の 低い 色 で 塗る と 血色 が 
悪く 見 える の で 、 色相 を 赤 に 寄せ 
て 彩 度 も 上 げ つ つ 明 度 は 下げ すぎ 
な いよ うに し て いま す 。 


seeoooeooeooooooeeoeoooooooooooooeeooooooeoooooeeoooooooooeooooooooooooooooo 


還 軒 ra 


背景 と な る 部 分 を [自動 選択 ] 
の [ 他 レ イヤ ー を 参照 選択 ] で 選 
択 し ます 。 こ の と き 【 領 域 拡 縮 ] 
(p.182) を 「3」 く らい に 設定 し て 
お く と 、 ち ょ うど 線画 の 真ん中 が 
選択 範囲 の 境 に な り ま す 。 

選択 範囲 を 反転 し 、 単色 で 塗り つ 
ぶし ます 。 色 は 何 色 で も か まい ま 
せん 。 こ の レイ ヤー を 「 下 地 」 と 
し て 残し て お きま す 。 

次 に [塗り つぶ し ] を 使い 、 各 パ ー 
ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て 塗っ て 
いき ます 。 隙 間 が で き て も 気 に せ 
ず 、 ざっ くり と 塗り 分 け を し ます 。 


」/。 | 影 を 入れ る 


Ele [ 筆 ] の [油彩 平 筆 ] を 使っ て 塗っ て いき ます 。 な 
じ ま せ た いと こる ろ は [ 筆 ] の [不透明 水彩 ] や [エア ブ 
ラ シ ] の [柔らか ] を 使い ます 。 

塗り 分 けた 肌 レ イヤ ー を [透明 ピク セル を ロッ ク ] 動 
(p.117) し 、 レ イヤ ー に 直接 影 を 入れ ます 。 影 の で 
きる 場所 を 肌 の ベー ス の 色 よ り も 濃く 、 少し 赤み が か 


っ た 色 で 大 ま か に 塗り ます 。 R255 R245 
6241 6214 
B228 B205 


肌 ベ ー ス 影 


を 髪 の 落 ち 影 な ど 影 が くっ きり と 出る 6166 。 め の オ レン ジ を 明暗 の 境界 線 に 塗り 、 


先ほど 塗っ た 色 よ り も 濃く 、 赤 寄 り の 色 R222 少し 顔色 が 悪く 、 見 えた の で 、 彩 度 が 高 © R252 
と ころ に 入れ て いき ます 。 影 に な じ ま せ まし た 。 


反射 光 を 入れ る 


反射 光 を 入れ て いき ます 。 

頭 寒色 の 反射 光 を 入れ ます 。 今回 は 晴れ た 屋外 の 
想定 な の で 、 青色 を [不透明 水彩 ] の 不透明 度 を 
下げ て 塗っ て いき ます 。 

足元 は 地面 ( 土 ) か ら 反 射す る 暖色 系 の 光 を 入 
れ 、 整え ます 。 


[XJ nome 


若干 顔 が 育っ ぼく な っ て し まっ た 
の で 、 調整 し ます 。 

[乗算 ] モー ド に し た レイ ヤー を 作 
成 し 、[ エ アブ ラ シ ] を 使っ て 薄い 
オレ ンジ を 青 味 が 強い 部 分 に 乗せ 
ます 。 
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NS 


髪 の 東 を 意識 し て 描き ます 。 髪 を 
描く と き は 太い ブラ シ と 細い ブラ 
シ の 両方 を 使い 、 髪 の 束 の 厚み が 
一 定 に な ら な いよ うに する と 自然 
な 仕上 が り に な り ま す 。 


seeoeooeooeoeoooooeooeoooooooeeoeooeeoeoeooooeooeooeoooeoooooooooooooooooooooooo 


影 を 入れ る 


と 同様 に ブラ シ は [油彩 平 筆 ] と [不透明 水彩 ] を 
使い ます 。 [乗算 ] モー ド に し た 新規 レイ ヤー を 作り 、 
髪 の 下 塗り レイ ヤー の 上 に 配置 し て [ 下 の レ イヤ ー で 
クリ ッ ピ ング ] 隔 | (p.117) に し ます 。 

建物 の 屋根 が 上 に ある イメ ー ジ で 影 を 塗っ て いき ます 。 
反射 光 の 色 の つい た 影 (青み が か っ た グレ ー) を サイ ズ 
の 大 きい [油彩 平 筆 ] で 思い 切っ て 塗っ て いき ます 。 

こと の まま だ と 色 味 が 寒々 し い の で 、 影 レ イヤ ー の LE 
明 ピ クセ ル を ロッ ク ] し て 明暗 の 境界 線 を な ぞ る よう 
に 赤み が か っ た グレ ー を 重ね ます 。 

塗り 終わ っ た ら 、 影 の レイ ヤー と 下塗り レイ ヤー を 統 


合 し ます 。 
R256 R123 R144 
6234 6134 6110 
B180 B117 B90 
影 


髪 ベ ペー ス 赤み の グレ ー 


影 の 形 を 整え る 


[スポ イト ] で 影 の 色 を 拾い な が ら 形 を 整え て いき ま 
す 。 髪 の 束 を イメ ー ジ し て 、 影 を 入れ ます 。 

さら に 細か く 影 の 形 を 整え て いき ます 。 ハ ッ キ リ と し 
た 影 以外 に も [不透明 水彩 ] を 使っ て 、 緩やか な 影 も 
描き ます 。 影 は NG 例 の よう に は ね た 髪 の 下 か ら 描い 
て も 間違い で は あり ませ ん が 、 OK 例 の よう に 少し 離し 
て 描く こと で 、 は ね た 髪 の 躍 動 感 が だ アップ し ます 。 


肌 か ら 反 射 し た 光 を 描き ます 。 肌 の 色 を [スポ イト ] 影 の 中 で も 特に 光 の 入り 込ま な い 首 の 裏 に 、 さ ら に 暗 
で 拾っ て 、 肌 に 近い 影 の 部 分 に [油彩 平 筆 ] を 使っ て い 色 を 塗り ます 。 今回 は 髪 が 黄色 な の で 、 少し 赤 に 寄 
健 圧 を 抑え な が ら 色 を 混ぜ る よう に 塗り ます 。 せ て 濃い 茶色 で 塗り まし た 。 


ハイ ライ ト を 入れ る 


空気 遠近 法 (p.97) を 使っ て 立体 
感 を 出し て いき ます 。 イ ラス ト の 
奥 側 に 灰色 が か っ た 水色 を さっ と ar 

塗り ます 。 by A 9 空気 遠近 法 を 意識 し て 


遠い と ころ に うっ すら 


髪 の 下 塗り レイ ヤー の 上 に 新規 レ 7 川 a 水色 を 乗せ る 
イヤ ー を 作成 し ます 。 [ 下 の レ イヤ i 

ーー で リッピ ビッグ] Eb Nas 
イト を 入れ ます 。 レ イヤ ー の 合成 
モー ド を [スク リー ン ] に し 、 Bo 
ぽい 黄色 で ハイ ライ ト を 描き 入れ 
ます 。 ハ イラ イト が 影 の 部 分 に あ 
る の で 、 レ イヤ ー の [不透明 度 ] を 
「65」 まで 下げ て 、 な じ ま せ ます 。 
これ で 髪 の 塗り は 完了 で す 。 
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面 を 意識 し て 描い て いき ます 。 布 
同士 が 密着 する と ころ は 濃い 影 
緩やか な シワ に は 薄い 影 を 入れ ま 
す 。 一 部 を 集中 し て 進め が ち で す 
が 、 全体 を 確認 し な が ら 進 め る こ 
と で 影 に な る と ころ を 見 極め や す 
く な り ま す 。 


影 を 入れ る 


ブラ シ は 主 に [油彩 平 筆 ] と [ 不 透 
明 水彩 ] を 使い ます 。 

大 ま か に 影 の で きる と ころ に [ 油 q 
EPR) で 影 を 描き ます 。 HOE ; 
い 反射 光 を ふく ん だ 色 を 意識 し て 
乗せ ます 。 

さら に 赤 っ ぽい 影 を 描い て いき ま 
す 。 ま た 、 下 塗り の 色 と 混ざっ て 
で きた 薄い 影 の 色 を [スポイト] で 
拾っ て 、 薄め の 影 も お お ざっ ぱに 
描い て いき ます 。 


影 を 整え る 


[スポ イト ] で 色 を 拾い な が ら 影 の 
区 を 整え て いき ます 。 面 を 意識 し 
て 、 少し 大 きめ の ブラ シ で 描き ま 
す 。 シ ワ が 大 きい 影 は 薄め 、 シ ワ 
が 細か い 影 は 濃い め に 色 を 入れ ま 


| シワ が 細か い 
影 は 届い 色 


柄 を 描く 


ジャ ー ジ と スカ ー ト の 柄 を 描い て 
いき ます 。 影 を 入れ て か ら 柄 を 描 
く こ と と で 、 シ ワ に 治っ た 柄 が 描け 
ます 。 

スカ ー ト は レイ ヤー2 枚 で 模様 を 
描い て いき ます 。 暗い 色 は [乗算] 
モー ド の レイ ヤー に 、 明 る い 色 は 
[スク リー ン ] モー ド の レイ ヤー に 
し て 、 シ ワ に 沿っ て 描く と と で ス 
カー ト に 立体 感 が で きま す 。 
ジャ ー ジ の 柄 は 、 新規 レイ ヤー を 
ジャ ー ジ の レイ ヤー の 上 に 配置 し 
[ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] に 
し て 描い て いき ます 。 

柄 を 描い た レイ ヤー の [透明 ピク 
セル を ロッ ク ] を チェ ッ ク し て 、 影 
を 描い て いき ます 。 柄 の オレ ンジ 
より 少し 赤み が か っ た 色 で 、 

で 塗っ た ジャ ー ジ の 影 を 確認 し な 
が ら 柄 の 影 を 描い て いき ます 。 
同様 の 手順 で スカ ー ト の 柄 も 影 に 
な る 部 分 は 元 の 色 よ り 暗 い 色 で 塗 
っ て いま す 。 


| シワ の IO に ぬっ て 
柄 を 描き 込む 


服 


ジャ ー ジ の 柄 を 措 き 込む 柄 に 影 を 入れ る 


影 の 調整 を する 


下塗り を し た レイ ヤー に 戻り 、 光 の 入り 込ま な いと こ 
ろ を さら に 暗い 色 で 塗り 、 微 調整 を し ます 。 


光 の 当たら な い 部 分 を さら に 暗く oF 影 の 形 を 整え る 
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ファ スナ ー を 描く 


ファ スナ ー を 塗っ て いき ます 。 


金属 な の で 、 服 な どの 影 に 比べ 、 濃い 色 で 影 を 入れ て 


いき ます 。 全部 の 影 
め に し て お きま す 。 


濃く する の で は な く 、 一 部 は 薄 


(ele】 四 0] 。 い 半 よく 使う ブラ シ の 設定 


筆 [油彩 平 筆 ] 
広い 面 を 塗る と き 、 濃く 


色 を 置き た いと き に 使い 
ます 。 模様 や 柄 を 描く と 
き に も この ブラ シ を 使い 
ます 。 筆跡 が きれ い に 出 
る の で 、 筆跡 を 残し な が 
ら 塗 る ブラ シ で す 。 


筆 [不透明 水彩 ] 

色 を な じ ま せ る と き や 軽 
く 色 を 足し た いと き に 使 
いま す 。 下 地 の 色 と 混ぜ 
な が ら 塗 る ブラ シ で す 。 
筆 圧 の 強弱 で 下地 色 と 
の 混ざり 具合 が 大 幅 に 変 
わり ます 。 


faba 
手 プレ 補正 


ハイ ライ ト も 他 の も の より 明る め の 色 を 選び 、 明暗 の 


差 を 大 きく する と 金属 っ ぽく な り ま す 。 
これ で 服 の 塗り は 完了 で す 。 


R223 R145 R243 

G186 G106 G228 

B146 B76 B200 
ベー ス 影 ハイ ライ ト 


エア ブラ シ [柔らか ] 
[不透明 水彩 ] より も な 
め ら か に な じ ま せ た いと 
き や 、 ぼかし た いと き に 
使い ます 。 下 地 の 色 と は 
混ざり ませ ん が 透け て 見 
えま す 。 上 か ら 色 が 重 な 
る 感じ で す 。 
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ペン [G ペ ン ] 

ハッ キリ と ムラ な く 塗 り 
た いと き や 、 細 か い 模 様 
を 描く と き に 使い ます 。 
下地 の 色 と は 干渉 し ま 
せん 。 下地 と は まっ た く 
関係 な い 色 を ムラ な く 塗 
る こと が で きま す 。 


で 
1000 6 
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ボー ル の 塗り 方 


Dh [油彩 平 筆 ] で 模様 を 描い て いき ます 。 あ る 程 

度 筆跡 を 残し て お く と 他 の 小物 や キャ ラク ター 

と な じみ ます 。 

さら に 細か く 模様 を 入れ ます 。 情報 量 が 多い と 
リア ル に 見 えま す 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し [乗算] モー ド に し ます 。 
少し 青み が か っ た 灰色 と 赤み の 入っ た 灰色 で 投 
影 を 描い て いき ます 。 球 を 意識 し て 直線 の 影 も 
曲げ て 描き ます 。 

さら に [乗算 ] モー ド の レイ ヤー を 作り ます 。 今 
度 は ボー ル 自 体 の 影 を 描い て いき ます 。 周り に 
ある も の か ら の 反射 光 で 茶色 と 黄土 色 を 塗っ て 
いま す 。 

[エア ブラ シ ] で 明暗 の 境界 線 を ぼかし ます 。 
反射 光 は [不透明 水彩 ] を 使っ て 適度 に な じ ま 


せま す 。 

回 投影 と ボー ル 自 体 の 影 の レイ ヤー を 統合 し 、 2 
つの 影 が 重なっ て 暗く な っ て いた 部 分 を [AB 
BRAKE] で 少し 瞳 さ が 残る よう に な じ ま せ ます 。 

[乗算 ] モー ド の レイ ヤー を 作成 し 、[ 油 彩 ] で 
網目 の 影 を 描い て いき ます 。 色 は 薄い 灰色 。 下 
手 な 点描 みた いな タッ チ で 描く と 、 ほ ど よ く リ 
アリ ティ が 出 ます 。 

回 最後 に [スク リー ン ] モー ド の レイ ヤー に ハイ 
ライ ト を 描き 込み ます 。 網目 に で きる ハイ ライ 
ト を 白 で 描い て いき ます 。 そ の まま だ と 明る す 
ぎる の で 、 レイ ヤー の [不透明 度 ] を 「60」 に 下 
FET. 左上 か ら の 光 な の で 、 網目 に 沿っ て 左 
上 の ほう に 描く よう に し ます 。 
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普段 塗る と き は 、 キ ャ ラク ター の 
イメ ー ジ に よっ て 塗り 方 を 変え て 
WET. 今回 は メガ ネ の 奥 の 瞳 
だ っ た の で 、 主張 し すぎ な い 透 き 
通っ た 瞳 に し まし た 。 瞳 の 色 を 決 
め て か ら 合 成 モ ー ド を 使っ て 色 を 
重ね て いく と きれ い に ま と まり ま 
す 。 


soeoooeooeoooooeeeeeoooooooooooooooooooooooooeooooeooooooooooeooooooooooooo 


| を きる 


タ 塗 り し ます 。 その 下 、 肌 レ イヤ ー よ り 上 に 新規 レイ 
ヤー (白目 レイ ヤー) を 作成 し 白目 を 塗り ます 。 100 % 38 
白目 は 完全 な 白 で は な く 、 少 し 赤み が か っ た グレ ー で ee 4B 

塗り 、 白 目 と 肌 の 境界 線 は [エア ブラ シ ] で 軽く ぽか 
し て お く と 自然 で す 。 白目 レイ ヤー の [ 迄 明 ピ クセ ル 
を ロッ ク ] を チェ ッ ク し て [油彩 平 筆 ] で 白目 に 影 を 
入れ ます 。 


まず は 、 黒目 を 塗る 「 目 レイ ヤー」 に ベー ス の 色 を ベ Ba 100 % 通常 
目 


100 % 通常 
— 肌 


黒目 を 塗る 


黒目 の レイ ヤー に 移動 し て [透明 ピク セル を ロッ ク ] を チェ ッ ク し 、 上 半分 と 線画 周辺 を ぐる り と 紺 で 塗り 、 さ ら 
に それ より も 暗い 紺 で 瞳孔 を 描き ます 。 [不透明 水彩 ] で 瞳孔 の 周り を な じ ま せ 、 グ ラ デ ー シ ョ ン に し ます 。 


反射 光 を 入れ る 


[不透明 度 ] を 「30」 前 後 ま 
で 下げ た [ペン] の [G ペ 
ン ] で 水色 を 下 と 斜め 上 に 
乗せ ます 。 


虹彩 を 入れ る 


今度 は [G ペ ン ] の [不透明 
度 ] を 「70」 前 後に 設定 し 、 
さら に 明る い 水 色 を 置き ま 
す 。 


| 05 | ハイ ライ ト を 入れ る 


線画 より 上 に レイ ヤー を 作り 、 白 で ハイ ライ ト を 描き 
ます 。 


[awe 


黒目 の レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作り クリ ッ ピ ン 
グ し ます 。 レ イヤ ー を [スクリーン] モー ド に 設定 し 、 
[エア ブラ シ ] で 濃い 緑 を 目の下 半分 に 塗り 、 透き通っ 
た 印象 を つけ ます 。 
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や や 
メガネ 
線画 を 描く と き に 、 フレ ー ム と レン 
ズ で レイ ヤー を 分 け て お きま す 。 
フレ ー ム の 材質 に より 異な り ま す 
が 、 ハイ ライ ト を くっ きり 入れ る と 、 
プラ スチ ッ ク の よう な 質感 が 表現 
で きま す 。 


seeoooeooooooooeoooeoeoooooeoooeooooooeooeeoooooeooooooooeoooooooooooooooeooo 


[OD フレ ー ム を 塗る 


[油彩 平 筆 ] を 使っ て ベー ス の 色 よ 
り 赤 紫 っ ぽい 色 で 1 影 を 入れ ます 。 
さら に 濃い 赤 紫 で 2 影 を 重ね て 入 
れ ま す 。 1 影 と 重ね る 部 分 は 色 を 
な じ ま せ 、 影 の 境界 は エッ ジ を 活 


か し 明暗 を ハッ キリ させ ます 。 
R231 R124 R82 
691 G46 G24 
B90 B59 B43 
ベー ス 1 影 2 影 の 
明る い 部 分 と 影 の 境目 
は rs 
| 光 を 描く 


環 肌 か ら の 反射 光 を 描き ます 。 左 斜め 上 か ら 光 が 当 た っ て いる の で 、 主 に 右 下面 に 反射 し ます 。 肌 の 色 を [スポ 
イト ] で 拾っ て 影 の 色 と 混ぜ る よう に 塗っ て いき ます 。 

回 光 の 当たっ て いる と ころ を 少し 白っぽく 塗り ます 。 
全体 に 塗る の で な く 、 部 分 的 に 乗せ る と 自然 で す 。 

左 ハ イラ イト を 入れ ます 。 光源 が 左上 な の を 意識 し て 
細い ブラ シ で 白 を ハッ キリ と 塗り ます 。 


rN 


[py xe8s 


鼻 あ て を 描き 忘れ て いた の で 描き 足し まし た 。 
レン ズ を 塗っ て いき ます 。 
頭 新 し く レ イヤ ー を 作り 、 合成 モー ド を [乗算] に 
設定 し ます 。 適当 な 色 で レン ズ を 塗り ます 。 
正太 で 作っ た レン ズ の 塗り レイ ヤー を 複製 し 、[ ス 
クリ ー ン ] モー ド に 変更 し ます 。 


dx 


回 瑞 の レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] を チェ 
ッ ク し ます 。 [投げ な わ 選 択 ] を 使っ て 、 片方 の 
レン ズ を 囲み グラ デー ショ ン で 塗り ます 。 [グラ 
デー ショ ン ] の [描画 色 か ら 背 景色 ] を 使っ て 左 
上 か ら 右 下 に 向かう グラ デー ショ ン に し ます 。 
描画 色 は 濃 茶 色 、 背景 色 は 黒 で す 。 同じ 作業 を 
も う 片 方 の レン ズ で も 行い ます 。 


R117 
G77 
B67 


濃 茶 色 


(a 
[スク リー ン ] モー ド に する 前 - 
回 隊 の レン ズレ イヤ ー を 複製 し 、 光 具 合 を 追加 し 
ます 。 
レン ズ の 線画 レイ ヤー の 色 を 白 に 変更 し まし た 。 
回 メガ ネ の 線画 を 調整 し ます 。 レ ンズ の 向こう に 
ある べき 部 分 を [選択 範囲 ] の [投げ な わ 選 択 ] 
で 選択 し 、 明る い 色 に 変更 し まし た 。 


肌 に メガ ネ の 影 を 足し ます 。 
あま り 濃く 描く と 見 栄え が 悪い の で 薄め に 描き ます 。 
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厚 塗り 
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厚 塗り は 筆 の 筆跡 を 活か し 、 絵の具 を 塗り 重ね た よう 法 が 基本 で す が 、 今回 は 中 間 色 を な じ ま せ な が ら 塗 り 
な タッ チ の 描画 方 法 で す 。 進め て いく 方 法 を 解説 し て いき ます 。 
油彩 で は 、 暗い 色 に 明る い 色 を 塗り 重ね て いく 描画 方 


線画 LINE DRAWING 


ラフ を 下絵 に し 、 線画 を 描き ます 。 線 
画 は 色 を 塗り 重ね て いく と き に 整え て 
いく の で ざっ くり で か まい ませ ん 。 ブ 
ーー ラ シ は CLIP STUDIO PAINT の サポ ー 

と ト Web サ ービス 「CLIP」 で 無料 ダウ ン 
ロー ド で きる [オイ ル パ ス テル ] を 使用 
し て いま す 。 


AN ミミ 
NZ 

リル グ 
SN WW 


まつ ゆき 杏 

ゲー ム 会 社 に て グラ フィ ッ カ ー と し て 勤務 し た 後 、 現在 は フリ ー 和風 ア リス 」 を テー マ に 描か せ て いた だ きま し た 。 

で イラ スト レー ター と し て 活動 中 。 主 に ソー シャ ル ゲ ー ム の イラ と うい っ た メイ キン グ を させ て いた だ く の は 初め て で し た が … 何 
スト や キャ ラク ター デザ イン 、 書籍 イラ スト な ど を 手掛け る 。 か 少し で も お 役に立て で まし た ら 幸 いで す 。 


ソー シャ ル ゲ ー ム 『 ガ ー ル フレ ンド ( 仮 ) 』 (サイバー エー ジェ ン 馬主 http://b2an.com/ 

ト ) キャ ラク ター 彩色 、 書籍 『 幕 末 男 子 の 描き 方 』( 玄 光 社 ) 書籍 (2) http://pixiv.me/ann_matsuyuki 

内 イラ スト 、 ドラ マ CD『 除 間 』 (雷鳥 社 ) ジャ ケッ トイ ラス ト な ど 。 https://twitter.com/ann_matsuyuki 
EEEWacom Cintiq 13HD 
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塗り に 関し て 特に 順番 を 決め て は 
いな い の で す が 、 イ ラス ト の 目 立 
つと ころ る 、 も し く は 面積 の 広い 場 
所 な ど 、 早 め に 方 向 性 を 決め た い 
場所 か ら 塗り 始め ます 。 


eeeooeooooooooeeeeeeoeooooooooooeoeeooooooooooeeooeeoeoooooeooooooooeeoooooooo 


pone 


ラフ か ら 線 画 を 仕上 げた ら 、 次 は ラフ を 使っ て 下塗り を 作り ます 。 ラ フ の 段階 で 決め た 全体 の 大 ま か な 色 味 を そ 


の まま 利 


し ます 。 


まず 、 ラフ の レイ ヤー を 複製 し 、 線画 の レイ ヤー の 下 に 配置 し ます 。 [レイ ヤー マス ク ] を 使っ て 線画 か ら は み 出 
し た 部 分 と 背景 を カッ ト す る こと で 、 人物 だ け の ラフ レイ ヤー を 作り ます 。 


次 に 、 人 物 だ け に し た ラフ の 上 に 新規 レイ 
ヤー を 作成 し て 、 この レイ ヤー で ラフ を 下 
塗り に し て いき ます 。 ラ フ の 色 を 活か し て 
整え な が ら 、 ラフ の 主 線 を 周囲 の 色 で 塗り 
つぶ し て いく こと で 、 ラフ の 筆跡 を 活か し 
つつ 無駄 な 線 を 消し て いま す 。 

と の と き 、 オ リ ジ ナ ル の [ 平 筆 ] を 使い 
ます が 、 混色 を OFF に し て いま す 。 混色 
を ON に し て いる と 色 が 濁っ て し まい 思 
い 通 り の 色 味 に な ら な いこ と が 多い の 
で 、 基本 的 に は [スポ イト ] で 周り の 色 を 
拾い な が ら 塗り 進め て いき ます 。 あ ら か 
た 整っ た と ころ で 下塗り 完了 で す 。 


ラフ の 人 物 以外 を カッ ト す る ラフ を 元 に 下塗り を 整え た も の 


レイ ヤー マス ク 


レイ ヤー マス ク は レイ ヤー 上 の 画像 
を 一 部 非 表 示 に し て 隠す こと が で きる 


ます 。 


機能 で す 。 画像 を 消す わけ で は な い の 
で 、 いつ で も 元 に 戻す こと が 可能 で す 。 
選択 範囲 を 作成 し し レイ ヤー パレ ッ ト 
の [レイ ヤー マス ク を 作成 ] ボタ ン を ク > 
リッ ク す る と レイ ヤー マス ク が 作成 で き 


オレ ンジ の 星 の み 選択 範囲 を 取る 選択 範囲 以外 は 非 表 示 に な る 


で 作っ た 下塗り レイヤー の 上 に 新規 に 影 レ イヤ ー 
を 作成 し 、[ 乗 算 ] モー ド に し ます 。 [ 平 筆 ] を 使っ て 紫 
系 の 色 で ざっ くり と 影 を 乗せ ます 。 


影 の み 表示 


反射 光 を 意識 し て 、 明度 を 上 げた 紫 を 薄く 塗り ます 。 
ざっ くり 描く こと で 、 筆 の 跡 を 表現 し ます 。 


R184 R211 
G139 G199 
B213 B254 


影 明る い 部 分 


(ele】 申 0] いい 半 よく 使う ブラ シ の 設定 
メイ ン で 使用 し て いる の は 、 オリ ジ ナ ル ブ ラ シ の [ 平 

筆 ] で す 。 細部 を 書き 込む 場合 は 線画 で 使っ た [オイ 

ル パ ス テル ] や 、 デフ ォ ル ト の [鉛筆 ] を 併用 し ます 。 


素材 か ら 「 平 毛筆 」 を 選択 


ここ で は 、[ 平 筆 ] ブラ シ の 設定 を 紹介 し ます 。 オリ 
ジ ナ ル ブ ラ シ の 作り 方 は (p.164) で 解説 し て いま 


す 。 


<a 


服 
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0 振袖 の 塗り 込み を する 


と と か ら は 拡大 し て 作業 を する の で 、 全体 を 見 れる よ 
う 別 ウィ ンド ウ で 同じ ファ イル を 表示 し ます 。 

配属 で 作っ た 影 レ イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 
し 、 縮小 ウィ ンド ウ で 全体 の コン トラ スト を 確認 し な 
が ら 進 め ま す 。 

下塗り の 色 を [スポイト] で 拾い な が ら 、 陰影 を より 立 
体 的 に な る よう に 塗り 込み ます 。 


|_memo 2 が 規 ウ ィ ン ド ゥ 
メニ ュー [ウィ ンド ウ ] 一 [キャ ン バ ス ] 一 [新規 ウィ ンド 
ウ ] で 今 作業 し て いる デー タ を 別 の ウィ ンド ウ で 表示 する こ 
と が で きま す 。 


* 


プー 


* 


C ト ] で 色 を 拾う 


袖 は 厚み を 表現 する た め に 、 ハイ ラ 
イト や 反射 光 を 入れ て いき ます 。 光 
の 表現 を 影 部 分 に も 少し 延長 し て 
入れ る こと で 、 より 立体 的 に 見 せ た 
り 、 形 を ハッ キリ させ る 効果 が あり 
ます 。 

また 、 こ の 段階 で は 背景 は 入っ て 
いま せん が 、 境 界 線 を 明る め ( 背 
景 が 明る い 場 合 は 暗め ) に する こ 
と で 、 人 人 物 が 背景 に 埋もれ な いよ 
うな 効果 も 期待 で きま す 。 


袖 の 厚み は 、 最初 に 立体 を イメ ー 
ジ し て お きま す 。 わ か りや すく 補 
助 線 を 入れ まし た が 、 感覚 で や っ 
て いる こと が 多い で す 。 

今回 は 着物 自体 に 綿 が 入っ て いる 
よう な 少し 厚み の ある 着物 を イメ 
ー ジ し て いた の で 、 袖 全体 を ふっ 
くら させ る 感じ に し て いま す 。 


回 


⑤ さ ら に 中 間 色 を 拾っ て 
服 の ライ ン に 沿っ て 整え る 


| カート の 塗り 込み を を する 


スカ ー ト も 同様 に 塗っ て いき ます 。 
MD 下 の 色 を [スポイト] で 拾い 


な が ら 塗っ て いき ます 。 。 Ne - 

回 途中 で スカ ー ト が イメ ー ジ よ に 】4 ee. 
り 少し 白っぽく な りす ぎ た 気 2 たい ay 切り 返し に 影 | 
が し た の で 、 新規 レイ ヤー を a 3 
作成 し 、 [乗算 ] モー ド で 赤み 
を 加え まし た 。 

回 レイ ヤー を 追加 し て さら に aw 
描き 込み を 進め ます 。 沙 ち 影 は 補 の 色 や 


スカ ー ト は ふわ っ と し た イメ ー ジ 


で | 色 味 に 変化 を 出す 
で 描い て ます 。 == 


[ 05: | 小物 を 塗る 


その 他 の 小物 も 同様 の 手順 で 塗り 
込ん で いき ます 。 小物 の 模様 は 最 
後に 全体 の バラ ンス を 見 な が ら 描 
き 入 れる の で 、 現 段階 で は 塗り つ 
ぶし て し まい ます 。 

ラフ で 描い た 模様 の 雰囲気 を その 
まま 使い た か っ た の で 、 こ の 段階 
で 和 帯 の 市 松 模様 だ け 描き 込み まし 
た 。 服 全体 が ざっ くり と 塗れ た ら 、 
ここ で 服 の 塗 
DDS Bh, 
他 の パー ツ を 
進め ます 。 
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(ES wwomecus 


服 以外 の 髪 や 肌 な ど 、 全体 の 塗り が 終わ っ た と ころ で 、 服 や 小物 に 柄 を つ 
け て いき ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 柄 を 描き 込み ます 。 リ ボン は 、 真ん中 に 集まっ て い 
る イメ ー ジ で スト ライ プ を 入れ ます 。 真っ 直ぐ で は な く 、 立体 を 意識 する こ 
と で リボ ン の 厚み も 表現 で きま す 。 
スカ ー ト の ライ ン も 同様 に 、 HO 
流れ を し っ か り 意 識 し て 描き ます 。 
さら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ク 
リッ ピン グ し て スカ ー ト の 影 色 を 
乗せ 、 な じ ま せ ます 。 


袖 の 模様 を 描く 


振袖 の 模様 を 描き ます 。 ラ フ の 段階 で は 控え め な 花 柄 _ 柄 で カラ フル な ほう が 大 正 レ トロ 感 が 出る か と 思い 、 
に し よう か と 考え て いた の で す が 、 全体 を 塗り 終え て 思い 切っ て 派手 め な 柄 に する こと に し まし た 。 
キャ ラク ター の 主張 が 少し 弱い 気 が し て いた の と 、 大 


加 バ ラン ス を 見 て 柄 の 線画 を 描き 議 色 を 塗り ます 。 回 白 で アウ トラ イン を 引い て 着物 
ます 。 に な じ ま せ ます 。 


[ eeciemss 


柄 と 柄 の 空間 が 気 に な っ た の で 、 流水 柄 を 追加 し まし た 。 
柄 は その 都度 バラ ンス を 見 な が ら 、 足 し た り 引 いた りす る の で 、 栖 ご と に レイ ヤー を 分 け て 描き 足し ます 。 
振袖 は 豪華 に な り ま し た が 、 胸元 が 寂し い 感じ が し た の で 胸元 に も 小さ め の 柄 を 追加 し まし た 。 


柄 が 描け た ら 服 の 塗り は 完了 で す 。 


COLUMN Boy 9.1 
フリ ル も 塗り 方 は 他 の 服 と 同様 に 、 影 色 と 明る い 色 の 間 を [スポ イト ] で 拾い な が ら 形 を 整え て いき ます 。 


影 色 と 明る い 色 の 間 を [スポ イ 
ト ] で 拾っ て な じ ま せ ます 。 
凸 部 分 が 明る く な る の を 意識 し 
て 色 を 塗り 進め ます 。 


レー ス の 重なり や 、 スカ ー ト の 重 
な り 部 分 は さら に 濃い 色 を 乗せ 
下塗り で お お よそ の 影 部 分 を 入 . 4 て 立体 感 を 表現 し ます 。 
れ ま す 。 
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今回 は サラ サラ と いう より は ツヤ 
感 を 重視 し て ハイ ライ ト な ど を 入 
れ て いま す 。 

髪 の 表 現 は 髪型 や ツヤ な ど さ ま ざ 
まな 要素 が ある の で 、 ヘ アカ タロ 
グ や シャ ンプ ー の CM な ど を よく 
参考 に し て いま す 。 


eeeoooeooooooooeooeeeeeoeoooeeoooeeooooooooooooooooooooooooeooooooooeoooooooo 


0 | 形 を 整え る 


オリ ジ ナ ル の [ 平 筆 ] を メイ ン に 、 細か いと ころ は [ オ 毛 東 を 意識 し な が ら 、 毛 の 流れ に 沿っ て 、 髪 の 形 を 整 
イル パス テル ] を 使っ て 描き 込ん で いき ます 。 える よう な イメ ー ジ で す 。 

手順 は 服 と 同様 で 、 下 塗り の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 

し 、 塗り 込ん で いき ます 。 


7 
意識 する 
= 


(a 20202 


る る も る 


画 ペー ス の 形 を と り ま す 。 回 影 を 入れ ます 。 回 ベース 色 と 影 色 の 中 間 色 を [ ス 
ポイ ト ] で 拾い な が ら 入 れ ま す 。 


きる る る 


瑞 な じ ま せ な が ら 、 形 を 整え ます 。 回 ハイ ライ ト を 加え ます 。 回 仕上 げに も う 一 段階 明る い 色 で 
細か い ハ イラ イト を 入れ る と 、 さ 


R142 R72 R209 ら に ツヤ 感 が 出 ます 。 
G95 G629 6146 
B78 B23 B95 


ペー ス 影 TP 


| 03 | 髪 の 仕上 げ 


全体 の 塗り が 終わ っ た ら 、 細 部 を 
描き 込ん で いき ます 。 

髪の毛 1 本 1 本 を 描き 込ん だ り 、 ハ 
イラ イト を 入れ ます 。 

最後 に 毛 先 の 形 を 整え て 髪 は 完了 
で す 。 
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IL 


周り の 色 味 や コン トラ スト が 決 
まっ て いな い 段 階 で 描き 込む と 濃 
く な りす ぎ て し まい 後 か ら 修正 す 
る こと に な る の で 、 段 階 を 見 て 着 
手 し て いま す 。 


seeooeooeooooooooeeeooooooooooooeoeoeoooooooooooeoooeoooooeoooooooooeooooooooo 


影 を 入れ る 


は な る べく [スポイト] は 使わ ず 、 塗り っ ぽか し 顔 か ら 進 め て いき ます 。 
消し ゴム ] で 削り 一 塗り と いう よう に 描い て いま す 。 皿 ベー ス は 下塗り を 使用 し ます 。 

色 は 色 を 混ぜ すぎ る と 、 く すん で 暗く な っ て し まう の ピン ク 系 の 色 味 で ざっ くり と 影 を 描き ます 。 

で 、 あ まり 色 は 重ね ず に 、 1 色 の 影 色 で 塗っ て いき ます 。 回 回 の 影 を [ 色 混 ぜ ] の [ぼかし] で な じ ま せ 、 さ 
画面 右 か ら の 光源 を 意識 し て 塗っ て いま す 。 ら に 影 を 重ね ます 。 
回 影 の 濃い 部 分 を 塗り ます 。 


R245 
6235 
B204 


6225 
B204 


| 錦 の 描き 込み を する 


次 に 顔 の 描き 込み を し て いき ます 。 

副 眉 ・ 目 元 ・ 口 の 中 ・ 白 目 の 影 を 描き 込み ます 。 

剛 ハイ ライ ト を 入れ ます 。 類 は 鼻 と 輪郭 より は 薄め 
に 入れ ます 。 
輪郭 に ハイ ライ ト を 入れ 、 立体 感 を 出し ます 。 ア 
ゴ ま で 引い て し まう と 顔 だ け 浮き すぎ て し まう 
DC, 類 の ライ ン に 少し 入れ る くら い に し ま す 。 

右 耳 や 類 に 赤み を 加え 、 首 に も う 一 段階 濃い 影 を 
塗り ます 。 


R255 
6255 
ハイ ライ ト は 筆 圧 で 調整 B255 


し な が ら 塗 っ て いま す 。 ハイ ライ ト 
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塗り の 順番 は 特に 決め て いま せん 
が 、 瞳 は 肌 と 同じ 段階 で 一 緒 に 描 
き 込 み ま す 。 


soeoooeooeooooooeeeeoooooooeooooooeoeoooooooooeeeoooeoooooooooooooooooooooooo 


POD) 白目 を 塗る 


白目 は あま り 真っ 白 に し て し まわ な いよ うに 、 肌 の 色 
と な じ ま せ な が ら 塗 り ま す 。 

白目 の 影 は 薄い グレ ー で 入れ ます 。 少し だ け 肌 の 色 を 
意識 し て 赤み が 入っ た グレ ー を 選び ます 。 


R113 
G59 
B68 


白目 の 影 


2 ネ ヨ を きる 


黒目 は すでに 線画 で 黒く 塗り つぶ し て いる の で 、 明る 
い 部 分 を 描き 足し て いく よう に 塗り ます 。 線画 の 上 に 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン 
グ ] ls (p.117) し て 色 を 塗っ て いき ます 。 


0 [鉛筆 ] の [ 色 エ ン ピ ツ ] を 使い 、 瞳孔 と 影 部 分 
を 残す よう に 黒目 全体 に 色 を 乗せ ます 。 
ビビ ッ ド な 色 味 で 虹彩 を 描き ます 。 


R234 R255 R197 

G212 6239 G224 

B181 B181 B224 
BOR 虹彩 反射 光 


回 光源 と 逆 側 に 反射 光 を 入れ ます 。 

ED 光源 側 か ら 入 れ て し まっ た 場合 
この 方 向 か ら 入れ る と ハイ ライ ト っ ぽく な っ て し 
まう の で 反射 光 と し て の 効果 が 出 ず 、 瞳 の ツヤ 
感 が 薄 ま り ま す 。 

時 瞳 や 周り の 色 と 合っ て いな い 場 合 
表現 と し て 面白 いか も し れ ま せん が 、 上 手 くま 
と め た い 場 合 は 色 の 主張 は 抑え た ほう が よい で 
し よう 。 


レイ ヤー の 一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ハイ ライ 
ト を 入れ まし た 。 


| 色 味 を 調整 する 


少し 色 味 が 単調 な 気 が し た の で 、 調整 し ます 。 
ハイ ライ ト の レイ ヤー の 下 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 


= 
[オー バー レイ ] モー ド 前 


[オー バー レイ ] モー ド に し て 赤み を 加え まし た 。 
瞳 は これ で 完了 で す 。 
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じ 


いき な り 花 びら 1 枚 1 枚 を 描こ うと 
する と 難し い の で 、 花 全体 の シル 
エッ ト か ら 、 少し ずつ 描き 足し て い 
く と バラ ンス が 崩れ に くい で す 。 


椿 を 描く 


花 全体 の シル エッ ト を 描い て か ら 、 花びら の アウ トラ 
イン を 形成 し て いき ます 。 

花びら の 重なり や 花 全 体 の 形 を 考え な が ら 影 や ハイ ラ 
イト を 描き 込ん で いき ます 。 

塗り 方 の 基本 は 服 や 髪 な ど と 同じ で す 。 ベー ス と 影 の 
境目 を [スポイト] で 拾っ て 、 色 を な じ ま せ て いく 方 法 
で 塗っ て いま す 。 


Bue R255 R193 
G G255 G193 
B255 B193 


ハイ ライ ト ペー 


花 は 種類 に よっ て 形 や 色 、 細部 の 形状 の 違い な ど さ ま 
ざま で す 。 写真 や 実物 を 見 て いろ いろ 観察 し て みる 
と よい で し ょ う 。 椿 は 雌しべ の 部 分 が 特徴 的 で 花びら 
が し っ か り し て お り 、 全体 の 形 が 深め の お 柳 の よう に 
な っ て いる の で 、 その 形 を 想像 し な が ら 描 いて いき ま 


す 。 
赤い 棒 R255 R134 
665 646 
B96 861 


ハイ ライ ト NK 


近い 花 は し っ か り 描 き 込み 、 遠く に ある 花 は あま り 描 き 込ま な いよ うに する と 距離 感 も 表現 で きま す 。 


| 色 を 調整 する 


適度 に 配置 し な が ら 全 体 に 描き ます 。 花 の 印象 が ちょ っ と 重い 感じ が し た の で 、 花 の 上 に [エア ブラ シ ] で 薄く 黄 
色 を 乗せ 、 [オー バー レイ ] モー ド で 光 を 加え まし た 。 


| 花びら を 追加 する 


花 と 同 じ 描き 方 で 、 全体 に 花びら を 追加 し 、 華やか な 雰 | 


気 に 仕上 げ ま す 。 


COLUMN Bet) 20) = aa) 


遠景 の 椿 ア ー チ は 、 ざっ くり と 形 取 り だ けし て 細部 通常 は 空 や 周り の 色 を 拾っ て ぼかす よう に 乗せ る と 
は あま り 描 き 込 み ま せん 。 全体 の シル エッ ト っ 葉 の "それら しく な り ま す が 、 今回 は 空 の 色 で は な く 、 黄 
ハイ ライ ト つ 花 一 空気 感 の 順に 描い て いき ます 。 色っぽ い 色 を 選び 、 光 の 表現 と 暖か さ を 出す よう に 
空気 遠近 法 (p.97) を 使う と 、 背景 の 距離 感 や 空 し まし た 。 

気 感 が 表現 で きま す 。 


アー チ の シル エッ ト を 描き ます 。 図 フチ に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


回 花 を 描き 足し ます 。 感 を 追加 し ます 。 
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本 書 で は ペイ ント ソフ ト の 発光 させ る 効果 を 活用 し た 
塗り 方 を 「 発 光 塗り 」 と 呼び ます 。 

ソー シャ ル ゲ ー ム な どの デジ タル コン テン ツ と 相性 が 
よく 、 アナ ログ で は 出せ な い 彩 度 の 高い 色 や キラ キラ 


線画 | EINE DRAWING 


し た 効果 は 、 小さ い イ ラス ト で も 目 を ひき ます 。 
書籍 で は その 色 を すべ て 表現 で き な い の が 残念 で す 
が 、 記載 の RGB 値 を 活用 し て みて くだ さい 。 


ブラ シ は CLIP STUDIO PAINT の サ 
ポー ト Web サ ービス 「CLIP」 で 無料 ダ 
ウン ロー ド で きる [鉛筆 R] を 初期 設定 
ほぼ その まま を 使用 し て いま す 。 ペ ン 
入れ の と きのみ 手 プ ブレ 補正 を 調整 し て 
使っ て いま す 。 


(+) 


we | | | | | 
Be cA 


00+ 


_ a 

向き 

濃度 
= = 


JEJE jv EA 
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[ソラ シ 先 端 同 土 を 比較 


ca 
mk | 


紙質 濃度 
= ae 
AE 


65 こ 


輪郭 


4 [Ee 


Shionty 

ヌス リー の イラ っ ラス ドレ ニー タ ニー。 

ソー シャ ル ゲ ー ム 『 百 姫 線 乱 ! 戦国 アス カ 』『 ケ イオ スプ ブレ イド 』 
『 三 国 志 レイ ヴ 』(ORATTA) な どの カー ドイ ラス ト 制 作 を 中 心 に 
活動 。 書籍 『 東 方 彩 技 帖 』 (玄光社 ) で も メイ キン グ の 解説 を し て 
いる 。 


今回 は 「 星 の 魔法 使い 」 を テー マ に 制作 し まし た 。 塗 の の コツ は 、 
ぼかし や レイ ヤー 効果 の 使い 分 け に よる 質感 表現 で す 。 
差し 色 や 発光 で イラ スト に メリ ハリ を つけ る こと を 意識 する と 
イラ スト を 鮮やか に 見 せら れる と 思い ます 。 
http://www.pixiv.net/member.php?id=74278 

Twitter Hg 
[EXE Wacom Intuos CTH-680 


WOU 


肌 


肌 は 色 味 の 統一 に [乗算 ] モー ド 
の レイ ヤー を 使用 し て いま す 。 

肌 は な る べく 明る くす る と いう 浴 
り 方 も 多い で す が 、 発光 を 多用 す 
る 塗り 方 は 、 後 か ら 発光 効果 で 明 
る さ を 足 し て いく の で 最初 は 暗め 
に 色 を 塗っ て いき ます 。 


eeeoooeooeoooeoeeoeoeeeeeoooeoooeooooeooeoooooeooeeeeooeeooeooeeooeoooeeooooooooooo 


0! きり 


普段 は 、 塗り の 作業 は 全体 の イメ ー ジ を 見 な が ら そ れ ぞ れ の パー ツ を 平 
行 し て 進め て いま す が 、 今回 は パー ツ ご と に 説明 し て いま す 。 
塗り 込み 作業 は 、 基本 的 に それ ぞ れ の パー ツ の 下塗り レイ ヤー の 上 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] 避 (p.117) に し て 塗 
り 込 ん で いま す 。 

まず は 、 パー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て 下塗り を し て いき ます 。 
下塗り は 、 [塗り つぶ し ] を 使っ て ざっ くり と ベタ 塗り に し ます 。 


| 影 を 入れ る 


左側 の 杖 か ら 出 る 光 が 光 源 で ある 
と と を 意識 し な が ら 塗 っ て いき ま 
す 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ブラ シ の 
[四角 水彩 ] で 大 ま か に 影 を 入れ 、 
[水彩 ] の [滑ら か 水彩 ] で な じ ま 
せま す 。 立体 感 を 出す た め の 工 程 
な の で 、 し っ か り と 光源 を 意識 し 


= 足 の 丸み を 意識 し て 塗る 
UA 部 分 が 明る く な る 


Ky 
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影 を 塗り 重ね て いき ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合成 モー 


R130 R175 
濃い 影 と 杖 か ら の 青い 光 (反射 光 ) ド を [乗算 ] に し て 紫 系 の 色 を 肌 ps 
を 大 ま か に 入れ て いき ます 。 B232 全体 に 塗り ます 。 色 は レイ ヤー の B255 

友 光 [ASME] で 調整 し ます 。 と と で 紫 


は 「33%」 程度 に し まし た 。 


新規 レイ ヤー を [覆い 焼き ] モー ド に し 、[ エ ア さら に 濃い 色 で 影 を 乗せ て 立体 R140 EE 
ブラ シ ] な どの ぼかし の ブラ シ を 使っ て 、 記 の 反 感 を 出し ます 。 ko 2 
射 光 の 色 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 顔 は 影 色 で 形 を 整え て いき ます 。 = 
濃い 影 
エー an 


Pi 
be 


影 の 境目 に 彩 度 の 高い 肌色 
を [エア ブラ シ ] で 乗せ て レ 
イヤ ー の 合成 モー ド を [オー 
バー レイ ] に し ます 。 強い 光 
が 当たっ て いな い 部 分 も 色 を 
入れ る こと で 差し 色 の 効果 
が あり ます 。 今回 は 胸 の あ た 
り に も 乗せ まし た 。 


R249 
G163 
B136 


赤み 
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ASH と 同じ 赤み を 加え ます 。 血色 が よく な り 肌 の 色 が 映え ます 。 
最後 に 額 に 文様 を 描き 、 こ こ で 一 旦 肌 は 終了 に し て 、 他 の パー ツ の 塗り を 進め ます 。 


EN の 描き 込み を する 
vw 


他 の パー ツ の 塗り が 大 体 終わ っ た 
と ころ で 、 さ ら に 肌 の 描き 込み を 
し て いき ます 。 

全体 の バラ ンス を みて 立体 感 を 足 
し た り 、 色 味 の 調整 や ハイ ライ ト 
の 調整 な ど を 行い ます 。 


濃い 影 を 乗せ 、 周 り の 色 を [スポ 
イト ] で 拾い な が ら 色 を な じ ま せ 
立体 感 を 作っ て いき ます 。 
濃い 影 は メリ ハリ を つけ て 描き 、 
立体 感 を 出す と き は 肌 の な め ら か 
さ を 意 識 し て ぼかし で な じ ま せ る 
よう な イメ ー ジ で 塗り 進め ます 。 


顔 の 濃い 影 に は 差し 色 を 入れ て 血 部 分 的 に 極端 に 彩 度 

色 の よさ を 表現 し ます 。 の 高い 色 を 入れ る こと fi 
足 と 同じ 影 色 で 塗る と 、 顔 が 暗く R157 R89 で 、 色 の 情報 が 増え 、 

な っ て し まう の で 、 顔 周り な どの © = 6 画面 が 華やか に な り ま 還 
目 を ひく 部 分 は 彩 度 の 高い 色 を 意 cowie some Po POTSERE NN 
識 し ます 。 意 し まし ょ う 。 > 


濃い 影 は 
メリ ルリ を つけ る 


立体 感 は ぼかし で 
な め ら か に 


| 04 | ハイ ライ ト を 入れ る 


ハイ ライ ト を 入れ ます 。 本 時 の OE で 使っ た 反射 光 の 
色 を [エア ブラ シ ] な どの ぼかし の ブラ シ で 塗り 、 レ 
イヤ ー を [スク リー ン ] モー ド に し ます 。 


[ 色 引 き ナ イフ ] [エッ ジ ] 


[四角 水彩 ] 


広範 囲 を 薄く 塗っ て いく 
場合 や ガサ ガサ し た 質感 
を 出し つつ ぼかす 場合 に 
使い ます 。 


まう プレ 補 正 | | | | | | | 


※ 左 3 つ は CLIP STUDIO PAINT サ ポー ト Web サ ービス 「CLIP」 で 無料 ダウ ン ロ ー ド で きる 素材 ブラ シ で す 。 


布 や 髪 の 影 の 描写 な ど 
エッ ジ が 欲し い 箇 所 に 使 
いま す 。 


エッ ツジ 


“FHA nomas 


50 = 


白く 飛び すぎ て し まわ な いよ うに 、 レイヤー の [FB 
明度 ] を 調整 し ます 。 こ こ で は 「86 程度 に し まし た 。 


B [塗り & な じ ま せ ] 
メイ ン で 使用 する ブラ シ WM. 服 の 影 を ぼかす 際 な 
で す 。 人 物 ~ 背 景 の 塗り ど に 使用 。 
ほとん ど で 使 用 し て いま ハイ ライ ト を ぼかし て い 
く 場合 に も 使っ て いま す 。 


2088 
= 
総 の 具 濃 度 


ov AGAR 
i= co 


BU ; 
Ta 5 | 


cbse Ele -| | 


oye 


手 づ し 補正 


コロ 入り 抜き | ブラ ッ 濃度 … v 
Wao 200 2 


まみ 科 正 | 目 | | | > 


we [| 
ブラ シッ 濃度 


Chere 


=] 


Luminous 


fe ai 0 


髪 は 、 前 、 横 、 後 る の ブロ ッ ク で 考 『 
えま す 。 頭 の 形 と 髪 の 流 れ を 意識 | 
し て 影 を 入れ て いき ます 。 
細い 髪 を つけ 足し 、 動き を つけ て 

髪 の さ ら さ ら 感 を 演出 し ます 。 


WY weans 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 影 を 塗っ て いき ます 。 

古 ベー ス 色 で 下塗り を し た レイ ヤー に [エア ブラ 
シ ] を 使っ て 、 立体 感 の 色 で 軽く 明暗 を つけ ま 
す 。 こ と は 下塗り レイ ヤー に 直接 描き 込み ます 。 

賠 新規 レイ ヤー に [四角 水彩 ] [ 色 引 き ナ イフ ] [ 塗 
り & な じ ま せ ] ブラ シ を 使っ て 、 肌 と 同様 に ざっ 
くり と 影 を 入れ ます (1B). 
今回 は フー ド を 被っ た キャ ラク ター な の で 、 フー 
ド の 落ち 影 も 忘れ な いよ うに し ます 。 

剛 さ ら に レイ ヤー を 作成 し 、 影 の 陰影 を 描き 込み 
ます (2 影 )。 


R243 R216 R118 R89 
G241 6211 G103 G66 
B247 B226 B148 B115 


SK 立体 感 1 影 2 影 


EN * を 入れ る 


左 の 杖 か ら 青 い 光 を 出す の で 、 髪 に も 光 の 効果 を 入れ て いき ます 。 水色 の 差し 色 (p.81 の 反射 光 の 色 ) を 乗せ 、 
レイ ヤー を [スクリーン] モー ド に し ます 。 ハ イラ イト は 線画 の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ 四 角 水 彩 ] [ 色 引 き 
ナイ フ ] [塗り & な じ ま せ ] ブラ シ で 塗り ます 。 線画 を 塗り つぶ すこ と で 光 の 強 さ を 表現 し ます 。 


線画 の 上 か ら 
ハイ ライ ト を いれ る 


EE) コン トラ スト を つけ る 


発 
光 
髪 の 色 味 を 調整 し ます 。 [乗算 ] モ 人 
ー ド に し た 新規 レイ ヤー に [エア 
ブラ シ ] で 髪 の 影 色 を 乗せ 、 色 に fe 


コン トラ スト を つけ て メリ ハリ を 
出し ます 。 

ここ で 髪 の 塗り か ら 一 旦 離れ 、 他 
の パー ツ の 塗り を 進め ます 。 


04 調整 する 

他 の パー ツ が お お よそ 塗り 終わ っ た 段階 で 、 全体 を 見 さら に 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 髪 全 体 に 先ほど と 同 
な が ら 最 終 調整 を し て いき ます 。 じ 色 を 乗せ [オー バー レイ ] モー ド に し ます 。 こ の と 
まず は 、 杖 の 光源 に あわ せ て 色 を 調整 し て いき ます 。 き 、 髪 の 下塗り の 形 で [レイ ヤー マス ク ] (p.64) を 
明る い 髪 色 部 分 か ら [スポ イト ] で 色 を 拾い ます 。 杖 使用 する と 楽に 塗る と と が で きま す 。 

に 近い 位置 に 塗り 、 色 の 濃 さ は [不透明 度 ] で 調整 し ここ まで で 髪 の 塗り は 完了 で す 。 


tf! Me tf の ん (4b) の 
髪 の 明 る い 部 分 を [スポ イト ] で 拾う 光源 の 杖 に 近い 位置 に 色 を 乗せ る [オー バー レイ ] モー ド に する 
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服 は 体 に 沿っ て シワ や 影 を 作る の 
で 、 服 の 下 に ある 体 の 立体 感 を 常 
に 意識 し ます 。 服 の 素材 を 考え 、 
ぼかし の や わら か さ な ど を 調節 し 
ます 。 ワ イシ ャ ツ な ど は エッ ジ の 
効い た 影 、 シ フォ ン 素 材 な ど は ふ 
ん わり と し た 影 に な る よう に 意識 
し ます 。 


soeooeceooooooooeoeeoeooooeeoooeeoeooeoeoooooeeoooeeoeoeeoeeooooeeoooooooeoooo 


| BEANS 


下塗り レイ ヤー の 上 に [乗算 ] モー ド に し た レイ ヤー う 1 枚 作成 し 、[ エ アブ ラ シ ] な どの や わら か め の プ ラ 
を 作成 し 、 大 ま か に 影 を 入れ ます 。 シ で 影 を 入れ ます 。 
さら に その 上 に 新規 で [乗算 ] モー ド の レイ ヤー を も 


Wp) 光 を 入れ る 


新規 で レイ ヤー を 作成 し 、 合成 モー ド を [ソフト ライ 
ト ] に し ます 。 光 の 当たる 部 分 に 青 寄り の 明る い 色 を 
置き ます 。 
今回 は 環境 光 が 明 る い 青 な の で 、 肌 と 同じ よう に 、 人 
物 の ハイ ライ ト は 青色 系 で 統一 し て いま す 。 

R130 


6255 
B232 


光 


EE マフ ラー を 塗る 


マフ ラー を 塗っ て いき ます 。 マ フラ ー も 他 と 同様 に 、 杖 か ら の 光源 を 意識 し な が ら 、 光 を 受け て いる 

各 工 程 ご と に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ク リッ ピン グ し 方 向 に ハイ ライ ト を 加え ます 。 

な が ら 浴 り 進 め て いま す 。 [乗算 ] モー ド の レイ ヤー に 影 を 追加 し て 色 に 深 
[エア ブラ シ ] な どの や わら か め の ブ ラ シ で 影 み を 足し ます 。 
(] 影 ) を 塗り ます 。 ここ まで で 服 の 塗り か ら 離 れ 、 他 の パー ツ を 塗り 進め 
その 上 に 紫 寄 り の 色 ( 紫 ) を 塗り ます 。 ます 。 


G182 G98 
B188 B149 


バイ ライ トド 深み 


加算 と 覆い 焼き 
CLIP STUDIO PAINT PRO の Buge * 
レイ ヤー の 合成 モー ド に は 2 

種類 の 発光 モー ド が あり ます 。 

[加算 (発光) ] と [覆い 焼き 

(発光 ) ] で す 。 ど ちら も 明る 

くす る モー ド で す が 、 違い が 

あり ます 。 イ ラス ト の テイ ス 

ト や 、 表現 し た い 色 味 に 合わ 

せ て 試し て みて くだ さい 。 


右 図 は 人 物 レ イヤ ー の 上 に 

ピン ク 色 に 塗り つぶ し た レイ で 

ヤー を 配置 し 、 合成 モー ド を [加算 (発光 ) ] モー ド [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド 

恋 に 例 で 重ね た レイ ヤー の 色 を 足し て 明る くし ます 。 下 の レ イヤ ー の 色 を 明る くし ます 。 コン ト 
変更 し た 例 で す 。 ラス ト が 弱く な り ます 。 
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Oy | 描き 込み を する 


他 の パー ツ が お お よそ 塗り 終わ っ た 段階 で 、 全体 を 見 な が ら 最 終 調整 を し て いき ます 。 
[四角 水彩 ] を 使っ て 服 の 影 を 塗り 込ん で いき ます 。 


下 の レ イヤ ー の 色 を [スポ イト ] で 
拾い つつ 、 シ ワ の 質感 を 追加 し て 
いき ます 。 


Wa まき し @ を 入れ る 


[オー パー レイ ] モー ド の レイ ヤー に 青紫 系 の 色 を 差 。 肌 と 同様 に 、 影 の 境界 部 分 に 、 彩 度 の 高い 色 を 入れ ま 
し 色 と し て 塗り ます 。 全体 の 色 味 を 見 な が ら 差 し 色 を す 。 

入れ な いと 、 イ ラス ト が 完成 し た と き に ちぐはぐ な 印 

象 に な っ て し まう の で 、 注意 し まし ょ う 。 


f Ww 
服 の 色 と か け 離 れ す ぎ て いる た め 差 し 色 が 浮い て し まっ て いる 


OS | マフ ラー の 色 味 を 調整 する 


マフ ラー 全体 の 色 に 統一 感 を 出す 
た め に 色 の 調整 を し ます 。 

新規 で レイ ヤー を 作成 し 、 KCB 
りつ ぶし た ら レ イヤ ー の [不透明 
度 ] を 下げ て な じ ま せ ます 。 
今回 は 「19%」 程度 に し まし た 。 


R126 
G76 
B229 


紫 


紫 レ イヤ ー な し 


07 マフ ラー の 描き 込み を する 


さら に レイ ヤー を 追加 し 、 描き 込ん で いき ます 。 
杖 か ら の 光 を 意識 し な が ら 、[ ス ポイ ト ] で 色 を 拾い な 
が ら 形 を 整え て いき ます 。 


(U 軒 | ハイ ライ ト を 入れ る 


光 の 当たる 部 分 を 強め る た め に 、 [オー バー レイ ] モー 
ド の レイ ヤー で 光 を 追加 し ます 。 

[エア ブラ シ ] を 使い 、 水色 の 反射 光 の 色 で 、 ハイ ライ 
ト を 中 心 に 光 を 追加 し て 服 の 塗り は 完了 で す 。 


R130 
6255 
B232 


反射 光 


服 


発光 塗り 
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瞳孔 を 濃い め に し て か ら 虹 彩 を 乗 
せ 、 境 界 線 の よう な アク セン ト を 
つけ る と 瞳 が ハッ キリ と し た 印象 
に な り ま す 。 

最後 に [オー バー レイ ] モー ド の 
レイ ヤー を 使う と 色 の 統一 感 と 鮮 
や か さ 、 力 強 さ を 出す の に 効果 的 
で す 。 


seeooeooeooeeeeeeooeeoeoooeeooooeeeoooooooooeeeeooeeooooeooeoeeooooeoooeoooooooo 


WO) wens 


下塗り レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 HEB 
っ て いき ます 。 

白目 と 黒目 の 影 の ライ ン を 揃え る よう に し て 塗り ま 
す 。 影 の 境目 は 少し 濃い 色 を 入れ ます 。 

白目 は 肌 の レイ ヤー に 塗っ て いま す 。 


pos R122 R118 
G111 a 0 
B222 B141 B140 


瞳孔 を 入れ る 


[乗算 ] モー ド の レイ ヤー を 作成 し て 、 紫 で 瞳孔 を 描き 
入れ ます 。 
まぶた の 影 も 少し 入れ ます 。 


(RB) モー ド 


さら に レイ ヤー を 作成 し 、 同じ 色 で 瞳孔 の 中 を 描き 込 
み ま す 。 


EE avzans 


ほん の り 紫 の 入っ た 白 で 、 瞳孔 を 中 心 に 放射 線 状 に 虹 R196 
彩 を 入れ ます 。 に 
レイ ヤー を [加算 (発光 ) ] モー ド に し て 瞳 を 光ら せま 

す 虹彩 


CBRE 


WE) | 色 の 調整 を する 


[覆い 焼き カラ ー] モー ド の レイ ヤー を 作成 し 、 の 
虹彩 の 色 で 、 黒目 の 下 側 を 塗り 、 色 の 調整 を し た ら 瞳 
の 塗り は 完了 で す 。 

この 後 、 発光 の 効果 を 使い 、 全体 の 色 味 を 調整 し た ら 
完成 に な り ま す 。 発光 の 解説 は p.94 を 参照 し て く 
だ さい 。 
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金属 


光沢 と 映り 込み の 陰影 を ハッ キリ と 
させ つつ 、 所 々 ぼん や り と し た 明る 
さ を 出 すこ と で つや や か な 金属 の 
よう に な り ま す 。 

映り 込み の 陰影 は 、 細か く 多 め に 金 
属 の 形 に 治っ て 入れ て いく こと で 、 


リア リティ が 増し ます 。 
|) 影 を 入れ る © R162 & R122 
6128 698 
: 862 B45 
[四角 水彩 ] と [塗り & な じ ま せ ] を 使っ て 影 を 塗り ます 。 1 
影 & 


影 ご と に レイ ヤー を 分 け て [乗算 ] モー ド で 塗っ て い 
きま す 。 1 影 は 金属 の 凹凸 を 意識 し て 塗り ます 。 

2 影 は 小さ め に 入れ る こと と 、 破 線 の よう に 間隔 を 開 
け て 1 影 の 上 の 中 央 な ど に 少し ずつ 配置 する の が ポイ 
ント で す 。 


光 の 効果 を 入れ る 


線画 レイ ヤー の 上 に レイ ヤー を 作り 、 下塗り の 形 で [レイ ヤー マス ク ] を 
作り ます 。 

と うす る と [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] が 使え な い 場 合 で も 塗り の は 
み 出 し が 防げ ます 。 

合成 モー ド を [加算 (発光 ) ] に 設定 し 、 2 影 の 要領 で 今度 は 光 の 当たる 部 
分 に ベー ス の 色 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 

と の と き カ ー ブ 部 分 は や わら か く 、 失っ た 部 分 は エッ ジ の 効い た ハイ ライ 
ト で メリ ハリ を 出す と 、 より 質感 に リア リティ が 増し ます 。 


細か い 段 差 の 部 分 に も 細い ハイ ライ ト を 入れ る こと で 、 金属 の 形状 を わ 
か りや すく させ ます 。 


EM az22 


杖 も 服 の 金属 と 同じ 要領 で 影 を 塗り 、 金属 の 塗り は 完了 で す 。 


影 を 塗り ます 。 


に の 
発光 に 合わ せ て 青 味 の 色 を 入れ 
ます 。 


て = 
杖 と 球体 の 間 に レ イヤ ー を 作成 
し 、 発光 エフ ェクト を 入れ 合 
成 モ ー ド を [加算 (発光 ) ] に し 
ます 。 


杖 と 球体 の レイ ヤー は 分 け て 塗っ 
て いま す 。 レ イヤ ー を 分 けず に 
塗っ て し まう と 、 球体 に か か る 発 
光 の エフ ェクト が 強 す ぎ て 色 が つ 
ぶれ て し まう か ら で す 。 


※ エフ ェクト に 使用 し た 素材 は CLIP STUDIO PAINT サ ポー ト Web サ ービス 「CLIP」 で 


無料 ダウ ン ロ ー ド で きる 「 光 」 素材 で す 。 


seherkoe 
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デジ タル な ら で は の "発光 」 の 表現 は 、 色 の 鮮やか さも 簡単 だ か ら こ そ 、 イラ スト 全体 の 雰囲気 を 壊さ な いよ う 


あり 、 目 を ひく 要素 の ひと つ で す 。 に 使用 する こと が 重要 で す 。 
アナ ログ で は 難し か っ た 光 の 表現 も 、 デ ジタル で は ボタ  「 発 光 塗り 」 の イラ スト で 使っ た 星 の 効 果 、 魔法 陣 、 杖 
ン ひ と つ で 表現 で き て し まい ます 。 の 光 を 解説 し ます 。 


発光 前 発光 後 


7 発光 させ る と ころ を 決め る 


まず は 、 ど こ を 発光 させ る か を 決め ます 。 
と こ で は 次 の 3 つの 発光 を 解説 し ます 。 
‘2 
・ 魔 法 陣 
・ 杖 
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Wy | 星 の 発光 


AMO Fie [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド の レイ ヤー を 作 
成 し 、[BOKE ブラ シ *!] を 背景 全体 に 走ら せ て 星空 の 
よう に し ます 。 

ブラ シ の サイ ズ や 色 を 変え て 重ね る よう に 描画 する と 


奥行 き が 出 ま す 。 
同様 に 人 物 の 上 に も レイ ヤー を 作成 し 、 星 を 描き 込み 
ます 。 


※] エフ ェクト に 使用 し た ブラ シ は CLIP STUDIO PAINT 
ポー ト Web サ ービス 「CLIP」 で 無料 ダウ ン ロ ー ド で きる 
「BOKE ブ ラ シ 」 で す 。 


RE) sxmoxx 


人 物 の 背面 と 前 面 に 魔法 陣 を 追加 
し ます 。 
魔法 陣 は 自分 で 描い て も よい で す 
が 、 こ と ここ で は フリ ー の 素材 を 使用 
し まし た ぷ * る 
旧 魔法 陣 を 配置 し 、[ 編 集 ] っ 
[変形 ] っ [自由 変形 ] を 使 
い 、 変形 させ ます 。 
賠 形 が 決ま っ た ら [レイ ヤー プ 
ロ パ ティ ] の [境界 効果 ] で 
白 フ チ を つけ 、 さら に [レイ 
ヤラ 1 ドラ スズ タラ イズ で SS 
境界 効果 か ら 白 フチ の 描画 — 
に 変換 し ます 。 回 
回 複製 し て レイ ヤー を 2 つ に 
し 、 上 の 魔法 陣 し レイヤー に 
[フィ ルター] っ [ぼかし ] っ 
[ガウ ス ぽ か し ] を か け ま す 。 
回 内 で ぼかし た 魔法 陣 の レイ 
ヤー を [覆い 焼き (発光) ] 
モー ド に し て [不透明 度 ] を 
調整 し た ら 完 成 で す 。 
空気 遠近 法 (p.97) を 意識 し て 、 
背面 の 魔法 陣 は 手前 より 少し [ 不 
透明 度 ] を 落と し 、 暗 め に する と 


wf 
ea 


遠近 感 が 出 ます 。 


※2 魔法 陣 は 「 あ や えも 研究 所 (http://ayaemo-skrjp/) 」 の 
素材 を 使用 し まし た 。 
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Chea 


に 


OS] 杖 の 発光 


今回 の イラ スト で は 杖 か ら の 発光 が メイ ン の 光源 に な り ま す 。 青白 い 光 を 意識 し て いる た め 、 全体 の 影 色 も 水色 
な どの 明る い 青 を 使用 し て いま し た 。 
と こ で は さら に 、 全体 の 色 味 を 統一 する た め に 、 光 の 表現 を 追加 し て いき ます 。 


まず は 、 背景 に 青白 い 光 を 入れ ま 
す 。 

人 物 の レイ ヤー の 下 に 新規 レイ ヤ 
ーー を 作成 し 、[ 覆 い 焼 き (発光 ) ] 
モー ド に し ます 。 

杖 の 後ろ る 、 人 物 の 周り を 中 心 に [ エ 
アブ ラ シ ] を 使っ て 色 を 入れ ます 。 


で 作っ た レイ ヤー の 上 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、 合成 モー ド を 
[スク リー ン ] に し ます 。 

画面 下 を 紫 の グラ デー ショ ン で 明 
る くし ます 。 


人 物 の 色 が 浮い て し まっ た の で 、 調 整 し ます 。 人 物 の レイ ヤー 
を フォ ル ダ ー に まとめ 、 そ の 上 に 合成 モー ド を [オー バー レイ ] 
に し た 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 

人 物 の 形 で 選択 範囲 を 取り [レイ ヤー マス ク ] に し ます 。 

馬 還 で 使っ た 光 の 色 を 杖 の 近く か ら グ ラ デ ー シ ョ ン に な る よう 
に 入れ ます 。 


sk OS A 


[通常 ] モー ド 


さら に 、 肌 に 発光 の 効果 を 追加 し ます 。 

下記 で 作っ た レイ ヤー の 下 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
角 水 彩 ] [ 色 引 き ナ イフ ] [塗り & な じ ま せ ] な どの 
ブラ シ を 使っ て 明る くし た い 部 分 に 色 を 入れ ます 。 
最後 に 、 杖 の 真ん中 に 、 光 を イメ ー ジ し た 画像 “を 入 
れ 、 合成 モー ド を [加算 (発光 ) ] に し て 完成 で す 。 


es ゴゴ 
色 を 入れ た と ころ を 
わか りや すい よう に 赤 で 表示 


※ 使用 し た 画像 は CLIP STUDIO PAINT サ ポー ト Web サ ービス 「CLIP」 で 無料 ダウ ン ロ 
ー ド で きる 「 光 」 素材 で す 。 


COLUMN 「 空 気 遠近 法 」 と は 


「 空 気 遠 近 法 」 と は 、 遠く に いく ほど 空気 の 影響 
で 、 色 が 薄く な り 、 周 り の 色 を 混ぜ た よう に ぽん 
や り と か すん で いく 現象 を 利用 し た 遠近 法 で す 。 
イラ スト で は 、 近く の も の は ハッ キリ と 描き 、 遠く 
の も の ほど ぼかし を 強め た り 、 周り の 色 を 混ぜ た 
色 に する こと で 表現 で きま す 。 


穫 く の も の ほど ぼかし が 強く な る 空気 直近 法 あ り 


‘CBG aE 
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キ ギャルゲ 塗り 
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アニ メ 塗 り の 境界 を ば か し た よう な 塗り 方 で 、 ブ ラ シ 
塗り に 似 て いま す が 、 ハイ ライ ト や 影 の 入れ 方 で 、 よ 
り 艶 っ ぽく 見 せる の が ギャ ル ゲ 塗り の 特徴 で す 。 
ここ で は 、 グリ ザイ コ ユ 画 法 の よう に 、 単色 で 影 を 入れ 
て か ら 色 を 乗せ る 塗り 方 を 解説 し て いき ます 。 


最初 は 1 色 で 塗る の で 、 影 の 配置 や バラ ンス が 確認 で 
きま す 。 塗 り 忘れ の 部 分 な ど を 減ら すこ と が で き 、 効 
率 よ く 作業 が 進め られ ます 。 

後 か ら 色 を 入れ 替え る だ け な の で 調整 も 楽 で す 。 


線画 PEINEDRAWING 


まず [鉛筆] の [粗い 鉛筆 ] で 輪郭 を 描 
き 、 [ペン ] の [G ペ ン ] で 線画 を 描き ま 
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お 一 じ 茶 

フリ ー ラ ンス の イラ スト レー ター。 

『 毎 日 が ハー レム すぎ て 王子 は 姫 を 決め られ な いっ !』(PeasSoft) 
ゲー ム 原 画 、『 ひ まわ り !! - あ な た だ け を 見 つめ て る -』 (Light) SOB 
画 、 医療 治験 広告 (株 式 会 社 ア スポ) 宣伝 用 キャ ラク ター デザ イ 
ン ・ 原 画 な ど 。 

また 、 同 人 サー クル 「 獲 茶畑 」 で オリ ジ ナ ル を 中 心 に 活動 中 。 


は じ め ま し て 、 お 一 じ 茶 と 申し ます 。 ね こみ み 国 の に 一 そ 県 ば 
ん つ 村 か ら 来 まし た 。 普段 の 塗り は 影 に 色 味 を 足し 、 塗っ て は レ 
イヤ ー 統 合 し 効果 を か け て 重ね 、 色調 調整 を し な が ら 塗 っ て いま 
す 。 今回 は わか りや すく する た め に 使用 する 色 を 控え な が ら 描 き 
まし た 。 

(LEN http://nekotyabatakejza-yoinet/ 

(ES http://www.pixiv.net/member.php?id=1 22233 
https://twitter.com/Ozicha 

Wacom Cintiq24HD 
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dTIC 
ル ゲ 塗り 


肌 


肌 は 、 彩 度 が 低く な ら な いよ うに 
明る め の 肌 色 で 塗り ます 。 影 は 赤 
み の あ る 肌色 を 選ぶ と 艶 っ ぼく な 
り ま す 。 

濃い 影 の 部 分 は 薄い 紫 を 少し 入れ 
る と よく な じ む お の で オス ス メ で す 。 


eeeeoeooeooooeeoeoeeeoocoeooooeeoooeeoeooooeeooeoeeoooooeooeeeoeooooooeoooooooo 


PON) 下塗り を する 


パー ツ ご と に 下塗り を し ます 。 [EF 
りつ ぶし ] で 大 ま か に 塗り 分 け 、 B 
りき れ な か っ た 部 分 は [鉛筆 ] な ど 
で し っ か り 塗 り ま す 。 

後 で パー ツ ご と に 色 を 置き 換え る 
の で 、 か な り 細 か く レ イヤ ー 分 け 
を し て お きま す 。 


| 02 | 影 を 入れ る 


[ 筆 ] の [濃い 水彩 ] と [透明 水彩 ] 
を 主 に 使い ます 。 

1 影 、 2 影 と 2 段階 で 影 を 入れ ます 。 
影 ご と に 新規 で レイ ヤー を 作成 し 、 
下塗り し た レイ ヤー の 上 に 配置 、 
[ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] S| 
(p.117) を し ます 。 他 の パー ツ も 
この 方 法 で 影 を 入れ て いま す 。 

1 影 は [濃い 水彩 ] で 濃い め の 影 を 
入れ 、[ 色 混ぜ ] の [ぼかし] で マ 
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イル ド に し ます 。 単色 で 一 気 に 影 入 れ を する こと 
2 影 は レイ ヤー を [乗算 ] モー ド に で 、 全 体 の 影 の 配置 や バラ ンス が 
し て 髪 な どの 落ち 影 を [透明 水彩 ] わか りや すく な り ま す 。 

で 薄く 入れ て いき ます 。 


Mie Nr、- ZS 
2 影 は 髪 な どの 落ち 影 を 入れ る 程度 で 


太もも を 塗っ て いき ます 。 

頭 [濃い 水彩 ] で 1 影 を ざっ く 
り と 入れ ます 。 

[ほぼ か し] で 、 境界 を ぼかし 
ます 。 

[エア ブラ シ ] を 使っ て 影 の 
形 を 整え 、 靴下 と スカ ー ト の 
落ち 影 (2 影 ) を 入れ ます 。 

足 の 形 を し っ か り と 意識 し て 影 を 
入れ な いと 不 自然 に な っ て し まう 
の で 注意 し まし ょ う 。 


[NG 


| 
‘ty し と 
ADS 


| 丸み の 高い 部 分 
と 、 明る い 部 分 が 
ズレ て いる の で 、 
不 自然 に 見 えて し 
まう 


te) | 単色 塗り 完成 


同じ 手順 で 他 パ ー ツ も 影 ご と に レイ ヤー 分 け を し て 塗り ます 。 右 図 が 単色 塗 
り が 終わ っ た 状態 で す 。 他 パ ー ツ の 単色 塗り は 各 項 目 で 解説 し て いま す 。 


Il) | 色 の 置き 換え を する 


単色 で 塗っ た レイ ヤー を それ ぞ れ の 色 に 置き 換え て いき ます 。 レ イヤ ー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] & (p.117) 
に チェ ッ ク を 入れ た 状態 で 、 [塗りつぶし] で 色 を 置き 換え ます 。 

台 色 を 置き 換え た い レ イヤ ー を 選択 し 、[ 塗 りつ ぷ し ] を 使う と 、 色 が 置き 換わり ます 。 

記 同様 に 影 の レイ ヤー も 色 を 置き 換え ます 。 

同 太もも 部 分 も 色 を 置き 換え まし た 。 
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COLUMN よく 使う 色 は パレ ッ ト を 作っ て お く 
今回 は 右 の よう な 色 パ レッ ト を 使用 し まし た 。 


ペー ス & 


肌 な どの 共通 の 色 は カラ ー セ ッ ト に 登録 し て お く と "Oo 
よい で し ょ う 。 EE ) / 
服 や 髪 な ど 毎回 変わ る と ころ も 、 BER BERK に 


Pr 
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な ど 、 あ る 程度 基準 の 色 を 作っ て お く と 、 BRO 
悩む こと な い の で 、 作業 が スム ー ズ に な り ま す 。 


線画 の 色 ト レス を する 


すべ て の 色 の 置き 換え が 終わ っ た ら 、 線画 の 色 ト レス (p.116) を し て 全体 の 印象 を や わら か くし ます 。 
ここ で 肌 の 塗り か ら 離 れ 、 他 の パー ツ を 塗り 進め ます 。 


Ey 需 に まみ を 入れ る 


他 の パー ツ が 塗り 終わ っ た ら 、 最後 に 色 の 調整 を 行い ます 。 R225 
まず は 、 類 に 赤み を 追加 し ます 。 少し 濃い め の ピ ンク を [エア ブラ シ ] の [柔らか ] で ふん わり る 

と 入れ ます 。 

と の まま で は 濃い の で 、 レ イヤ ー の [不透明 度 ] で 調整 し ます 。 今回 は 「80」 に し まし た 。 


Ae 


レイ ヤー の [不透明 度 ] を 「80」 に 


肌 の 色 を 調整 する 


影 色 な ど 色 が 濃 す ぎる 部 分 に は 、 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 上 か ら 紫 色 を 入れ て 色 を マイ ル R234 
ド に し ます 。 あ まり 濃く な りす ぎ な いよ うに 、 う っ すら と 乗せ る 程度 で す 。 
肌 の 赤み と 同じ よう に 、 [不透明 度 ] で 色 味 を 調整 し ます 。 

と と で は 「50」 程度 に し まし た 。 


Very 
TWN) 


[yl] の 色調 整 


足 も 顔 と 同様 に 、 赤み と 影 色 の 調整 を し ます 。 BACH 影 の 調整 は 必ず し も 顔 と 同じ 不透明 度 で な く て も か ま 
み を 入れ る こと で 台 っ ぽく みず みず し い 肌 を 表現 で きま いま せん 。 全体 の バラ ンス を 見 て 不透明 度 を 決め て い 
Fo 肩 や ひざ な どの 丸み の 部 分 に も 効果 的 で す 。 きま す 。 


APRS 


A 6 
“MS 


人 ハイ ライ ト を 入れ る 


最後 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 類 や 鼻 な どの 高い 部 分 さら に 、 お 尻 に 沿っ て 反射 光 を 入れ る こと で 、 艶 っ ぽ 
に 入れ て いき ます 。 さ が 増 し ます 。 こ れ で 肌 の 塗り は 完了 で す 。 


お 尻 の 丸み に 沿っ て 反射 光 を 入れ る KS = 
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ギャ ル ゲ 塗り 


ブラ ウス や スカ ー ト な どの や わら 
か い 素 材 や 靴下 の よう な ピタッ と 
し た 素材 な ど 、 質感 の 違い を 意識 
し て 塗り ます 。 


PD) プ フラ ウス の 単色 塗り を する 


まず は 服 の 単色 塗り を 作っ て いき ます 。 
[濃い 水彩 ] と [透明 水彩 ] を 使っ て 塗り 、[ 色 混ぜ ] の 
[ぼかし ] で な じ ま せ ます 。 
頭 服 の 流れ に 沿っ て 1 影 を 入れ ます 。 シ ワ に な る 部 
分 は エッ ジ を 効か せ て 、 シ ワ の な い 部 分 は ぼ か 
し を 使っ て や わら か く な る よう に 意識 し ます 。 
較 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 濃い 影 (2 影 ) を 入れ ま 
す 。 フ リル の 下 や 関節 の シワ が 集まる 部 分 な ど 
に 入れ [乗算] モー ド に し ます 。 


較 フ リル に も 影 を 入れ ます 。 
フリ ル は 線画 に 沿っ て 八 の 字 
を イメ ー ジ し て 影 を 入れ ま 
す 。 大 きい フリ ル の と き は 、 
外側 か ら も 影 を 入れ る と より 
立体 感 が 出 ます 。 
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| 靴下 の 単色 塗り を する 


靴下 の よう な 肌 に 密着 する 素材 は 、 肌 を 塗る と き と 同じ よう に 、 丸み を 意識 し て 影 を 入れ ます 。 
関節 部 分 や 足 の 指先 に シワ の 表現 を 入れ る こと で 、 肌 と の 違い が 表現 で きま す 。 


色 の 置き 換え を する 


「 肌 の 誕 置 (p.101) 」 を 参考 に 色 の 置き 換え を 行い ます 。 
まだ ここ で は 靴下 の 柄 は 入れ ませ ん 。 

すべ て の 色 の 置き 換え が 終わ っ た ら 、 線画 の 色 ト レス 
を し て お きま し ょ う 。 


nte 臨 当 レイ ヤー は 色 ご と に 分 ける 

服 の よう に さま ざま な お 色 を 塗る と き は 、 色 ご と に レイ ヤー 
を 分 け て お く と 、 後 で 色 を 置き 換え る と き に 混乱 せ ず に 作業 
が 進め られ ます 。 

ここ で は プラ ウス 、 リ ボン 、 フ リル の 他 に 中 に 着 て いる 
キャ ミソ ー ル な ど 細 か く 分 け て いま す 。 

レイ ヤー を 分 け て お か な いと 、 塗り つぶ し を し た と き に 、 


リボ ン ま で 塗り つぶ 
され て し まっ た 例 
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| 影 色 を 調整 する 


2 影 


| = og 
| 1 影 


複製 し 、 肌色 や 紫 を 入れ る と 色 の 深み が 増し ます 。 
DE 深み な を 足し た い 影 の レイ ヤー を 複製 し て 、 下 に 配置 し ます 。 
複製 し た レイ ヤー を 、 色 の 置き 換え と 同じ 要領 で 肌色 に 置き 換え ま 
す ( 色 味 に よっ て 紫 な ど を 使っ て も OK で す )。 
ブラ ウス の 影 が 少し 濃く な り 、 影 色 に 深み が 加わ り ま し た 。 


影 が あっ さり し すぎ て いる の で 、 少 し 調整 し て いき ます 。 影 の レイ ヤー を | | Eo 
| 


肌色 に 置き 換え た 1 影 コ ピー の み 表 示 


1 影 の み 
リボ ン 部 分 も 、 影 レ イヤ ー を 複製 し て 色 に 深み を つけ て いき ます 。 R119 
複製 し た 影 を 赤み の 紫 に 置き 換え て 、 下 に 配置 し ます 。 色 が 濃 す ぎる 場 9 
合 は レイ ヤー の [不透明 度 ] で 調整 し ます 。 ここ で は 「35」 程度 に し まし ea 


た 。 


複製 し た 影 を 赤み の 紫 に 置き 換え 


靴下 は 服 と 同じ よう に 肌色 を 使っ 
て 影 色 に 深み を 足し まし た 。 


影 色 に 深み を 足す と き は 、 全体 の 
バラ ンス を 見 て 色 を 決め て いき ま 
す 。 全体 が 暖色 系 の 色 味 の と き は 
赤 に 近い 紫 を 入れ ます 。 

全体 が 寒色 系 の 色 味 の と き は 青 に 
近い 紫 を 入れ ます 。 

紫 は 色 に 深み を 持た せ て くれ る の 
で 活用 し まし ょ う 。 


ES att omei< 


靴下 の 柄 を 描い て いき ます 。 = 
新規 で レイ ヤー を 作成 し [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] に し ます 。 BO el] fee | 
レイ ヤー の 上 に 配置 し 、 足 の 曲線 に 沿っ て 柄 を 描き ます 。 or 

と の と き 、 足 か ら は み 出 た 部 分 は クリ ッ ピ ング で 消え て し まう の で 、 は み Ile 
出し は 気 に せ ず に 、 お お よそ 等 間隔 に な る よう に 描き 入れ ます 。 2 


|=: Pad 

& 

柄 を 描い た レイ ヤー を [乗算 ] モー ド に する こと で 、 下 の 影 が 柄 に も つい iniacsas っ う | 
た よう に な り ま す 。 トー 


[) 柄 の 影 を 調整 する し 


こと の まま で は 少し 影 が 弱い の で 、 
影 の 色 を 追加 し ます 。 

靴下 の 柄 を 描い た レイ ヤー を 複製 / 
し 、 紫色 に 置き 換え ます 。 」 
下塗り の 影 を 参考 に 、 影 以外 の 部 
分 を [消しゴム] で 消し ます 。 
最後 に [乗算 ] モー ド に し ます 。 


紫色 に 置き 換え る 


ハイ ライ ト を 入れ る | 


最後 に 靴下 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 

服 全 体 に ハイ ライ ト を 入れ て し まう と 、 情 報 量 が 増え 
て し まい 全体 が うる さい 印象 に な っ て し まう こと が あ 
り ま す 。 

ニー ソック ス な どの 肌 に 密着 し て いる 箇所 に ハイ ライ 
ト を 入れ る と 効果 的 で す 。 
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2d18「T]G 
キ ギャルゲ 塗り 


髪 の 塗り は 作品 の 完成 度 を 大 きく 
左右 する 重要 な 作業 で す 。 

[エア プラ シ ] [鉛筆 ] [ 色 混 ぜ ] ツー 
ル を 駆使 し て 自分 の 作風 に 合う 塗 
り を 模索 し て いき まし ょ う 。 


So eooooo の の oo で の ゃ ゃ の の る の ら で る の の の で の の の ぐら と ゃ の の の で で る る の で の の ゃ の で の と で る の の の の の の ら 6 で の の の の Go の の の ooooooo 


店 eoxeavers 


肌 や 服 と 同様 に 単色 で 影 を 入れ ます 。 1 影 は ざっ くり 明る いと ころ と 暗い と ころ を 塗り 分 ける よう に 入れ 、 2 影 は 
髪 の 流れ に 沿っ て 入れ ます 。 


人 物 右側 (画面 左 
fl) の 髪 の 影 に 少 
し 明る い 色 を 入れ 
Bo 

人 物 の 左右 で 影 の 


BAD <, BH 渡さ を 変え る こと | 
の 丸み に 沿っ て で 、 人物 右 側 に 光 || 
頭頂 部 は ふん わり 源 が ある こと が 表 
と ぼかし を 入れ る | 現 で きる 
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Wy) | 色 の 置き 換え と 色 ト レス 


"MOLE (p.101) 」 を 参考 に 色 の 置き 換え を し ま 
す 。 す べ て の 色 の 置き 換え が 終わ っ た ら 、 線画 の 色 ト 
レス を し て お きま し ょ う 。 こ とこ で 髪 の 塗 りか ら 離 れ 、 
他 の パー ツ の 塗り を 進め ます 。 


R247 R201 

G221 G163 

B255 B240 
26 影 


ik} | 髪 の 色 を 調整 する 


背景 まで 塗り 終え た と ころ る で 、 髪 の 色 が 浮い て いる よう に 見 えた の で 色 
味 を 調整 し て いき ます 。 

髪 の レ イヤ ー を 一 つ ひ と つつ 入れ替え る の は 大 変 な 作業 な の で 、 BOLT 
ヤー を 複製 し て 統合 し た も の を 色調 補正 を し ます 。 

[編集 ] > [色調 補正 ] [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 使っ て ピン ク 寄 り に 補正 
後 、 レ イヤ ー の [不肖 明度 ] で 調整 し まし た 。 

この と き 、 合成 モー ド を [オー バー レイ ] や [ソフ トラ イト ] に し て 明る い 
印象 に する こと も あり ます 。 


髪 の 部 分 だ け レ イヤ ー を 複製 し て 合成 する 
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髪 を な じ ま せ る 


さら に 髪 色 を な じ ま せ て いき ます 。 R234 R252 
影 色 の 濃い 部 分 に [ 色 混 ぜ ] の [ぼかし] を 使っ て 、 薄 
い 紫 や 濃い 肌色 で 色 を な じ ま せ ます 。 


顔 周り に 肌色 を 入れ る 


顔 周り に 肌色 を 入れ 、 肌 と 髪 を な じ ま せ ます 。 色 味 特徴 な の で 、 特 に 顔 は ふん わり と し た 印象 に し ます 。 
は レイ ヤー の 【[ 不 透明度 ] で 調整 し ます 。 こ こ で は 髪 の 色 に よっ て は 、 な じみ に くい こと も ある の で 、 バ 
「50%」 程度 に し まし た 。 ギャルゲ 塗り は や わら か さ が ラン ス を 見 な が ら 調 整 し まし ょ う 。 


大介 前髪 を 加筆 する 


さら に 顔 と 髪 を な じ ま せ る た め に 
目 の 上 に 前 髪 を 描き 足し ます 。 
別 レ イヤ ー に [濃い 水彩 ] と [透明 
水彩 ] を 使っ て 直接 髪 を 描き 足し 
ee 


ハイ ライ ト を 入れ る 


新規 レイ ヤー を [加算 (発光 ) ] モー ド に し て 、[ 透 明 が コツ で す 。 最後 に 髪の毛 に 後 れ 毛 を 少し 追加 し て 髪 
水彩 ] と [消し ゴム ] を 使っ て 髪 に ハイ ライ ト を 入れ ま の 塗り は 完了 で す 。 
す 。 光源 を 意識 し て 、 頭 の 丸み を 考え な が ら 入 れる の 


aa 


ジグ ザ グ に 塗る 頭 に 沿っ て 消し ゴム で 消す 


(ete】 四 0 。 > 間 よく 使う ブラ シ の 設定 


エア ブラ シ [柔らか ] 色 混 ぜ [ぼかし ] 水彩 [濃い 水彩 ] [透明 水彩 ] 
ぼかし た 影 を 整え た り 、 主 に 影 を ぼかす の に 使用 主 に この 2 つと [ぼかし ] で 単色 浴 り を し て いま す 。 
顔 周 りな ど ふ ん わり 仕上 し て いま す 。 [濃い 水彩 ] と [ぼかし ] は や わら か い 影 を 、[ 透 明 
げた いと き に 使い ます 。 水彩 ] は 髪 の 落ち 影 を 描く と き に 使っ て いま す 。 


08) UE ッ フッ ー ル アブ ラ シ | | =) UE MERE] =) ee) = 0 マフ シール 
= = レー デー Sea 


BAKE 


ハイ ライ ト | - Bx 


| ER = 
4 omy a RS Ike 
スプ レ - ご 筆 り & な じ ま : 切り & な じ ま せ | 
| トー に > = に | | っ = 
DS (els) 


ele ツー ルプ ロバ ティ 5] | Ede ツー ルフ ロバ ティ ほか し | | | de y-nzonzemuam | be yn zornecrenxe 
EI 8 瑞 ほか し RE = = 


a 
プラ シ サ イズ res ラ シ = プラ シタ イズ 
— = — 


Fcoma 大 ER ase 


Foam 


1005 = 


BRL r-ommsizaann 


pid eR 
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Wik DAhLOPCS, 視線 を 最 
優先 で 誘導 する ポイ ント に な り ま 
す 。 

瞳 の 描き 込み 量 を 増やす こと で 、 
全体 の 完成 度 も 上 が る の で 、 し っ 
か り と 描き 込ん で いき まし ょ う 。 


eeeooceoeooooooeeoooeeoeoooeeeoeoeeoeooeeoeoooeeeoooeeoeooeoeoeeoeeoooooooooooo 


NONE Zz = 


白目 に 影 を 入れ て いき ます 。 境界 は 少し ぼかす 程度 に 黒目 の 周り を ピン ク で 縁取 り し ます 。 あ えて 瞳 と 逆 の 
し ます 。 色 を 選ぶ と と で より 目 が 強調 され ます 。 


黒目 を 塗る 


黒目 を 塗っ て いき ます 。 
古 ベース を 塗り ます 。 髪 の 色 に 合わ せ て ピン ク 系 
の 色 に し ます 。 ピ ンク で 明る い 部 分 を 塗り 、 上 か 
ら 赤 み の あ る 黒 を グラ デー ショ ン で 乗せ ます 。 
回 暗い 部 分 に 紫 で 薄く 光 を 入れ ます 。 
左目 の 描き 込み を 増やす た め 、 ち ょ ん ちょ ん と 光 を 
れ 、 合成 モー ド を [加算 ] に し ます 。 


R48 R228 
616 695 
B37 B143 


赤み の 黒 ベー ス 


% ” 球 を 意識 し て 丸く 


合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し て 、 緑色 で 塗 
っ た レイ ヤー を 何 枚 か 重ね 、 人 


maid 
@=: 


青色 を 使っ て 黒目 の 形 を 整え ます 。 


R48 R57 R97 

643 G120 6167 

B113 B174 B187 
濃い 青 中 間 色 明る い 青 


黒目 が 描け た ら 、 上 か ら 肌 色 の グラ デー ショ ン 
を か け ま す 。 

合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し て 瞳 の 色 を 明 
る く 調 整 し まし た 。 


(EN) 障 所 を 描き 込む 


黒目 の 上 側 に 濃い ピン ク を 入れ 、 深み を 出し ます 。 
[乗算 ] モー ド の レイ ヤー に 紺 で 瞳孔 を 描き 入れ 、 その 
上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 瞳孔 の 中 を 黄 緑 で 塗り ま 
す 。 


R33 R215 
630 6248 
B87 B190 
紺 RR 
ハイ ライ ト を 入れ る 


最後 に ハイ ライ ト を 入れ 、 ま つげ の 線画 を 調整 し て 瞳 
の 塗り は 完了 で す 。 

目尻 と 目頭 側 は 肌 の 色 、 黒目 の 上 は 髪 の 色 を ぼかし て 
入れ る と ふん わり し た 優し い 印象 に な り ま す 。 


AOE 


Vi 


== 


BO Lise | 


目頭 は 肌色 


AS: 


キリ 
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PATTIE 
ル ゲ 塗り 


動物 


猫 耳 や 動物 な どの ふわ ふわ し た 毛 
み の 描 き 方 を 解説 し ます 。 

ー ロ に 毛並み と いっ て も 、 毛 の 1 
本 1 本 を 描き 込む 方 法 か ら シ ンプ 
ル な ベタ 塗り まで さま ざま で す 。 


[ON se2vers 


猫 耳 は 髪の毛 と 同じ 「 毛 」 で す が 、 毛 束 の 流れ で は な 
く 、 全体 の 「 も ふも ふ 」 し た 雰囲気 に 気 を つけ て 単色 
塗り を し て いき ます 。 

[エア ブラ シ ] や [ 色 混ぜ ] の [ぼかし ] を 使っ て な る 
べく エッ ジ を つけ な いよ うに し ます 。 あ まり な め ら か 


に し て し まう と 、 ツ ルッ と し た 印象 に な っ て し まう の 
で 、 筆 の 質感 を 少し 残す と や わら か いも ふも ふ 感 が 表 
現 で きま す 。 

猫 は 、 描き 込み を 抑え め に し て 目線 が 分 散 し て し まわ 
な いよ うに 気 を つけ ます 。 


=> 


色 の 置き 換え を する 


"MOMMA (p.101) 1 を 参考 に 、 色 の 置き 換え し ます 。 耳 の 中 の 毛 は 、 立 
体感 を 出す た め に 、 影 を 塗っ た レイ ヤー を 複製 し て 色 味 を 調整 し まし た 。 


柄 を 描く 


猫 の 色 を 置き 換え た ら そ れ ぞ れ 柄 を 描い て いき ます 。 


ヒマ ラ ヤ シ 

ヒマ ラ ヤ ン の 特長 で ある 鼻 の 周り や 手足 、 しっぽ の 柄 を 描き 込み ます 。 

[ 筆 ] の [濃い 水彩 ] と [透明 水彩 ] な ど を 使い ます 。 影 レ イヤー の 上 に 新規 で [乗算 ] モー ド の レイ ヤー を 作成 し 、 
色 を 乗せ ます 。 胸 の 毛 な ど に ハイ ライ ト を 入れ て 立体 感 を 出し ます 。 


白 を ベー ス に 、 茶 と 黒 の 柄 を 描き 込み ます 。 
ヒマ ラ ヤ ン と 同様 に 、 影 の 上 に [乗算] モー ド の レイ ヤー で 柄 を 入れ ます 。 
し っ ぽ 周 りな ど に 、 紫 色 の ぼかし を 入れ て 影 色 を 調整 し ます 。 


に 


し っ ぽ 周 り に 紫 を 追加 


白 獲 
白 猫 は 柄 が な い の で 、 影 色 を 複製 し て 重ね る こと で 色 に 深み を 出し ます 。 
人 物 の 腕 の 影 が で きる 部 分 に は 、 さら に レイ ヤー を 重ね て [エア ブラ シ ] —— 0 
で 薄く 紫色 を 追加 し て 調整 し ます 。 の 


al 
ee 
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a トレス pe 
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色 ト レス と は 、 線画 を な じ ま せ る た め に 、 周り の 塗り 色 
に 近い 色 で 線画 を 着色 する 方 法 で す 。 

色 ト レス を する だ け で も 、 イラ スト の 印象 が や わら か い 
仕上 が り に な り ま す 。 仕上 げた い イ ラス ト の イメ ー ジ に 
合わ せ て 効果 的 に 使っ て いき まし ょ う 。 


あま り 周 り と 近い 色 に し て し まう と 目立た な く な っ て し 
まう の で 、 色 に 注意 が 必要 で す 。 

ここ で は 「 ギ ヤル ゲ 塗 り 」 の イラ スト を 参考 に 色 ト レス 
の 方 法 を 簡単 に 紹介 し て いき ます 。 


ーー ツア aw 


N 


</ a Ae 


線画 の 色 を 変え た だ け で 、 か な り 印 象 が 変わ り ま し た 。 


lor | [透明 ピク セル を ロッ ク ] を 使う 


[レイ ヤー パレ ッ ト ] の [透明 ピク セル を ロッ ク ] を 使用 し た 色 ト レス の 方 
法 を 紹介 し ます 。 [透明 ピク セル を ロッ ク ] は その 名 の 通り 、 透明 部 分 へ の 
描画 が で き な く な り ま す 。 

まず は 、 髪 の 線画 を 色 ト レス し て いき まし ょ う 。 

髪 の 線画 レイ ヤー を 選択 し 、 レイ ヤー パレ ッ ト の [透明 ピク セル を ロッ ク ] 
品 を クリ ッ ク 。 こ れ で 、 線画 以外 に 色 は 塗れ な く な り ま す 。 

髪 の 影 色 よ り 少 し 濃い 色 を 選び 、 [編集 ] 一 [塗り つぶ し ] で 塗り つぶ し ます 。 
線画 の 色 は 好み で す が 、 隣接 し て いる 色 よ り も 濃い め を 選ぶ と よい で す 。 


[ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] を 使う 


次 は レイ ヤー パレ ッ ト の [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] を 使用 する 色 ト 
レス の 方 法 を 紹介 し ます 。 こ の 設定 を し た レイ ヤー は 下 の レ イヤ ー で 描 
画 さ れ て いる 部 分 し か 表示 し ませ ん 。 

「 髪 」 レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー「 色 トレ ス 」 を 作成 し 、[ 下 の レイ ヤー 
で クリ ッ ピ ング ] を クリ ッ ク し ます 。 後 は 調 吊 の [透明 ビク セル を ロッ 
ク ] の 方 法 と 同様 に 、 髪 の 影 色 よ り 少し 濃い 色 で 塗り つぶ し を し ます 。 
仕上 が り は ほとん ど 同 じ で す の で 、 試し て みて や りや すい 方 法 を 選択 し て 
くだ さい 。 


それ ぞ れ の メリ ッ ト 
[透明 ピク セル を ロッ ク ] 
レイ ヤー が 増え な い の で 、 レ イヤ ーー 管理 が 楽 


[ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] 
レイ ヤー の オン オフ で 簡単 に 元 に 戻せ る 


後 か ら 修正 が ある 場合 は [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ]、 容量 を 軽 
くし た い 場 合 は [透明 ピク セル を ロッ ク ] を 使う な ど シ ー ン に よっ て 
使い 分 ける の も よい で し ょ う 。 
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CMS 44 


Nove 


あま り に 周り の 色 に 近い 色 だ と 、 線画 が ぼや け て し ま 
いま す 。 ま た 、 極端 に 遠い 色 を 選ん で も 違和感 が 出 て 


し まい ます 。 
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A リボ ン の 色 と 
| かけ離れ て いる |= 


> 


簡単 ! 色 ト レス 
レイ ヤー が 分 か れ て いな い 場 合 も 、 手順 は 一 緒 で す 。 それ ぞ れ の パー ツ の 上 か ら ブ ラ シ を 使っ て 塗っ て 
いき ます 。 し か し パー ツ ご と に 塗る の は 大 変 で す 。 そ ん な と き に CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 を 
使っ た 、 簡単 お 手軽 な 色 ト レス の 方 法 を 紹介 し ます 。 
較 レ イヤ ー パ レッ ト 上 で [ 右 ク 圏 で きた レイ ヤー を 「 線 画 」 の 
状態 に し ます 。 リッ ク ] > [表示 レイ ヤー の 上 に 配置 し ます 。 
コピ ー を 結合 ] を 押し ます 。 


OM 塗り レイ ヤー だ け 表 示し た 


レイ ヤー 100% am 
LU イ ヤー SRRRE ‘as 

フォ ル ダ ー を 作成 し て レイ ヤー を 振 入 . = 
ue 


[フィ ルター] > [ぼかし] [編集 ] っ [色調 補正 ] っ [明る さ ・ コ ント ラス ト ] で 色 を 暗め 、 
づつ [ガウ ス ぽ か し ] で 少し 強 コン トラ スト 強め に 調整 し ます 。 
め に ぽか し を か け ま す 。 プレ ビュ ー で 色 を 確か め な が ら 調 整 し て くだ さい 。 


明る さ ・ コン トラ スト 
s < (ok 


= | キャ ン セ ル 
= 7 プレ ビュ ー 


| 自動 主 下 


回 レイ ヤー を [ 下 の レ イヤ ー で 
クリ ッ ピ ング ] に し ます 。 
こと れ で も 十分 で す が 、 目 を 
ひく 瞳 な ど は 、 個 別に 調整 し 憎 細か い 修 正 を し た ら 完 成 で す 。 色 が 薄い と 感じ た 
た ほう が 、 仕上 が り が きれ い と き は 、 レ イヤ ー の [FEAR] を 少し 下げ た り し 
に な り ま す 。 て 調整 し ます 。 


色 
ト 
レ 
ス 
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1 > * 
白っぽく な っ て し まっ て いる 
| 


明 水 彩 塗り 


「 透 明 水 彩 塗り 」 は 透明 水彩 独特 の に じみ や 、 白 を 残し 。 色 を 塗り 重ね て いく 水彩 風 の 塗り 方 は 「 水 彩 塗り 
て ハイ ライ ト を 表現 する 塗り 方 で す 。 (p.48) 1 で 解説 し て いま す 。 

アナ ログ の 水彩 に な らい 、 白 を 残し た り 、 さま ざま な 色 

を 塗り 重ね た り し て 複雑 な 色 の 混ざり を 表現 し まし た 。 


EJ} LINE DRAWING 


線画 は [鉛筆 ] の [粗い 鉛筆 ] で [ブラ 
シ サ イズ ] を 「0.50」 に し て 描い て い 
ます 。 

線画 は 「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 を 使い ま 
し た 。 線 の 修正 を 後 か ら 行う と き に と 
て も 楽に 修正 が で きま す 。 も ちる ん 
「 ラ スタ ー レ イヤ ー」 で も 問題 あり ませ 
ん 。 

また 、 今回 は 線画 に 色 は つけ ず 、[ レ イ 
ヤー プロ パテ ィ ] の [表現 色 ] を グレ ー 
に 変更 し 鉛筆 らし さ を 強 調 し まし た 。 
影 を 線画 の カケ アミ で も 描き まし た 
が 、 塗り の と き は 邪魔 に な る の で 、 別 
レイ ヤー に 描き 、 非 表 示 に し て 作業 し 
て いま す 。 


お ぎの ひと し 

1994 年 、 第 35 回 小学 館 新人 コミ ッ ク 大 賞 児童 部 門 佳作 を 受賞 。 僕 が アナ ログ 画材 の 中 で 一 番 好 き な の が 透明 水彩 絵の具 で す 。 
翌年 6 月 『 別 冊 コ ロコ ロコ ミッ クス ベ シ ャ ル 』 誌上 で デビ ュー。 代 今回 は その 、 アオ ログ 技法 を デジ タル で 再現 する こと を 念頭 に 解 
表 作 は 『 大 道 魔術 師 少年 ピエ ロ 』( 全 3 巻 ・ 小学館 )。 RE IZ 説 し て み ま し た 。 参考 に し て いた だ ける と 幸い で す 。 

童 向け の マン ガ や イラ スト の 執筆 、 お よび CC 関係 の 教則 本 作成 http://www.ogino-hitoshicom/ 


な ど 幅 広く 活躍 中 。 Pixiv — 
アミ ュー ズ メ ント メデ ィ ア 総合 学院 キャ ラク ター デザ イン 学科 非 https://twittercom/ogitchi 
常勤 講師 。 東京 工芸 大 学芸 術 学 部 マン ガ 学 科 助教 [EQS Wacom Cintiq 13HD 
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o 
明 水 彩 塗 り 


きれ いな 肌 は あま り デ コ ボ コ が あ 
り ま せん 。 だ か ら と いっ て な め ら 
か に 塗り すぎ る と いか に も デジ タ 
ル 風 に な っ て し まい ます 。 

ここ で は 、 アナ ログ っ ぽ さ を 残し 
な が ら も な め ら か に 塗る た め の 方 
法 を 解説 し て いき ます 。 


WO きり を する 


通常 の アナ ログ 水彩 で あれ ば 、 色 を 塗っ て いく だ け に な り ま す が 、 
デジ タル の 場合 は 、 最初 は 大 ま か に 下塗り を し て 全体 的 な 色 を 決 
め て お く と よい で し ょ う 。 

まず は キャ ラク ター や 建物 ご と に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 先 に 作成 
し て し まい ます 。 今回 は 「 キ ャ ラ 1」「 キ ャ ラ 2」「 倫 」「 カ エル 」「 建 
物 系 」 に 分 け ま し た 。 

「 キ ャ ラ 1」 レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、 下塗り 用 の 「 ベ ー ス 」 レイ 
ヤー を 作成 し ます 。 [塗り つぶ し ] の [ 他 レ イヤ ー を 参照 ] を 使い 、 
肌 、 髪 、 服 な どの 色 を 流し 込み ます 。 

こと こ で は 全体 の 色 を 決め る 役割 な の で 、 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 
DUS, 同じ レイ ヤー に 塗っ て いき ます 。 

「 キ ャ ラ 2」「 傘 」「 カ エル 」「 建 物 」 も それ ぞ れ 「 ベ ー ス 」 レイ ヤー を 
作成 し 下塗り を し ます 。 建物 は 細か く 塗 りす ぎる と レイ ヤー の 管 
理 も 大 変 な の で 単色 で 塗り つぶ し まし た 。 

下塗り は 「 色 を 決め る 」 と いう た め だ け で は な く 「 塗 る 範囲 を 決め 
る 」 た め に も 非常 に 有効 で す 。 


| "| ie reo 
- | ao 

| _memo 2 きり っ ぶし の 設定 | > ogee 
[塗り つぶ し ] で 、 色 が は み 出 て し まう 場合 は [隙間 閉じ ] の 値 を 調整 し ます 。 =| 上 100 % 通常 

設定 し た 数 値 分 の 隙間 を 閉じ た 範囲 を 塗り つぶ し ます 。| 二 記 デ ンーsem | [sees 
—-— | | = eee 
| 

・| | Eiex 


sn 
evans |B ああ Bt 
AIP-OPOMTEOEES | 


に 0s 


アン テ ェ エイ ウ ア ス 


隙間 が ある 丸 。 設定 値 [0] 設定 値 [5] _ oe 


カエ ル や 雨 の 絵 な の で 、 メ イン と な る 色 に は 寒色 系 を 
選び まし た 。 最 も 目立た せ た い 「 カ エル の 王様 」 の マ 
ント を 赤く 、 次 に 目立た せ た い キャ ラク ター の 髪 や 目 
を 暖色 系 に し て み ま し た 。 

配色 の テク ニッ ク は いろ いろ あり ます が 、 最も 基本 と 
し て 覚え て お くべ き な の は 「 メ イン の 色 は 7 割 8 割 、 
サブ の 色 は 3 割 2 割 に し て お く こ と 」 で す 。 こ の 比 
率 に 従う と 、 比較 的 バラ ンス が よく 見 えま す 。 


ーー ] 目立た を せ た い 
モチ ー フ や 
メイ ン の キャ ラ に は 
暖色 を 使う 


レイ ヤー 構成 


エコ ーー キャラ タ 
100% BR 
| ©) ween 


100 % オー バー レイ 
lle 
| 差し 名 2 


今回 は メイ キン グ な の で 、 わか りや すい よう に シン ブル な レイ ヤー 構造 で i eo 
BLE 


塗り 進め て いき ます 。 


- ce le eae 
左側 の メイ ン に な る キャ ラク ター の レイ ヤー フォ ル ダ ー 内 は この よう な に に 


レイ ヤー 構成 に な っ て いま す 。 


各 パ ー ツ の 塗り は こと の レイ ヤー 名 に 沿っ て 解説 し て いま す 。 


100 % HE 
lig ee 


100 % 乗 算 
le Ee 


内 100 % AISLE) 
ハハ イラ ィ ト 1 
le 100 % RE 
Ree 
100 % 3 
|" fas | 


UE) 着色 の 準備 


デジ タル の 朋 明 水彩 塗り の 場合 「 色 を 塗っ た 部 分 と 透 
明 な 部 分 の 境 」 が 非常 に 重要 に な り ま す 。 試し に 、[ レ 
イヤ ー プ ロ パ ティ ] の [境界 効果 ] を [水彩 境界 ] に し 
た レイ ヤー で 見 比べ て 見 まし ょ う 。 

透明 の レイ ヤー に 色 を 塗っ た 場合 と 、 白 を 塗っ た レイ 
ヤー に 色 を 塗っ た 場合 、 それぞれ まっ た く 違 っ た 結果 
に な っ て いま す 。 透明 の レイ ヤー に 塗っ た ほう が 水彩 
境界 線 が きれ い に 出 て いる の が わか り ま す 。 


日 の 上 に 塗っ た も の 透明 の 上 に 塗っ た も の 
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水彩 境界 線 と は 、 ア ナ ロ グ で 色 
を 塗っ て 乾い た 後に で きる 「 濃 


参照 レイ ヤー の 設定 


0 [自動 選択 ] の [参照 レイ ヤー 用 選択 ] を 選ぶ と 、 [Os sas ws 
い エ ッ ジ 」 の と と で す が 、CLIP 参照 レイ ヤー」 に 指定 し た レイ ヤー か ら 選 択 範囲 |= | Plo | 
STUDIO PAINT で は 透明 色 と 描画 ” を 作る こと が で きま す 。 。 
色 の 間 に エ ッ ジ が で きま す 。 し た レイ ヤー を 選択 レレ イヤ ー パ レッ ト の 』 を ク | | penne 
が っ て 、 よ り 水 彩 風 に 見 せる た め  JIOTSESRLr-LME CEES. (ee roomie 

「 参 照 レイ ヤー」 を 使う こと で 、 BROGEMS | " + 9 
0 人 
に は 地 色 の レイ ヤー と は 別に し な と き に 毎回 レイ ヤー を 選び 直さ な く て よい の で 作 | ll [ee 
所 明 レ イヤ ー の 上 に 色 を 塗っ て い の が bes a 
く 必 要 が あり ます 。 
WZ] 肌 を 塗る 


まず 地 色 の レイ ヤー を 作り ます 。 ME で 下塗り を し た 
「 ベ ー ス 」 レイ ヤー の サム ネイ ル を 、 Ctrll キ クリック 
(Mac は command) し 、 色 を 塗っ た 部 分 の 選択 範囲 を 
取り ます ( 右 ク リッ クー [レイ ヤー か ら 選 択 範 囲 ] っ 
[選択 範囲 を 作成 ] で も で きま す )。 次 に [レイ ヤー] 
っ [新規 レイ ヤー] っ [ベタ 塗り ] を 選び 、 色 を 白 に し 
ます 。 名 前 は 「 地 塗り 」 と し まし た 。 

「 地 塗り 」 レイ ヤー の 上 に 新規 で 「 基 本 」 レ イヤ ー を 作 
成 し 、 そ こ に 塗っ て いき ます 。 

「 ベ ー ス 」 レイ ヤー か ら 肌 部 分 を [自動 選択 ] ツー ル で 
選択 し ます 。 

今回 は [水彩 境界 ブラ シ ] と いう ブラ シ を 自作 し 、 そ 
れ を 使っ て いま す (p.127)。 

まず は 影 に な る 濃い 部 分 に 色 を 塗り [ 色 混ぜ ] の [ 繊 
維 に じみ ] を 使い 、 エッ ジ を ぼかし て いき ます 。 水 を 
使っ て 色 を の ば す イ メー ジ で す 。 

お お むね の ば し 終わ っ た ら 、 さ ら に 水彩 っ ぽ さ を 出す 


た め に 、[ レ イヤ ー プ ロ パ ティ ] の [水彩 効果 ] も [ 水 
彩 境界 ] に し て お きま し ょ う 。 あ まり 黒く し た く は な 
か っ た た め [明度 影響 ] を 「0」 に する な ど 、 REBT 
調整 し て いき ます 。 [レイ ヤー プ 
ロ パ ティ ] の [水彩 境界 ] を 使う 
こと と で 、 目 の 緑 な どの 境界 が 強調 
され まし た 。 


R252 
6228 
B210 


肌 


選択 箇 囲 隣接 ビク セル を た どる 」 
(自動 選択 ] の [ツー ルプ ロ パテ ィ ] で [隣接 ピク セル を た ど 
る ] の チェ ッ ク を は ず す と 、 クリ ッ ク し た 部 分 と 同じ 色 が すべ 


て 選択 され ます 。 3 ルプ ロ テレ イヤ ー 有 | 
今回 下塗り は 1 枚 の レ Li A 

イヤ ー で 行っ て いる の で 、 

上 a 作成 方法 Lr 

UN 

髪 だ け 選択 し た いと き に mm 

楽に 選択 範囲 を 取る こと ie _ rs 

が で きま す 。 ae UW 


[繊維 に じみ ] で ぼかす と き に 、 若 
干 筆跡 が 残る よう に まだ ら に の ば 
す と 、 アナ ログ 感 が 増し ます 。 


(4 


新規 で ラス ター レイ ヤー を 3 つ 作 成 し 、 名 前 を 「1 影 」 

「 ボ ケ 影 」「 乗 算 追加 」 と し ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー 

ド は [乗算 ] に し まし ょ う 。 透明 水彩 絵の具 は 基本 的 R255 R249 
に 色 を 塗れ ば 塗る ほど 下 の 色 と 重 な り 濃く 暗く な る 性 oN os 
質 が ある の で 、 それ を デジ タル で 表現 する 場合 は [ 乗 

算 ] の 合成 モー ド が 最適 で す 。 


1 影 ノ ボケ 影 乗算 追加 


自作 の [水彩 境界 ブラ シ ] を 使っ て 
「 影 」 レイ ヤー に 、 くっ きり ハッ キ 
リ と し た 影 を 入れ て いき ます 。 
髪 や 、 ス カー ト の 落ち 影 を し っ か 
り と 描き 込み ます 。 


「 ボ ケ 影 」 レイ ヤー に は 自作 の [ 繊 
維 塗 り ] プラ シ で ぽか し の 影 を 追 
加 し ます 。 

光源 と 反対 側 ( こ こ で は 左側 が 光 
源 な の で 、 顔 の 右側 ) や 、 奥 に あ 
る 右足 な ど を 加え 、 影 に 深み を 与 
えま す 。 


「 乗 算 追加 レイ ヤー に は それ 以 
外 の 部 分 を 塗っ て いき ます 。 肌 の 
場合 は 燃 の 赤み な ど を 描い て いま 
す 。 

今回 は 入れ て いま せん が 、 ひざ や 
ひじ な どの 関節 に も 赤み を 入れ て 
も よい で し ょ う 。 
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| 06 コン トラ スト を 調整 する 


多少 コン トラ スト が 弱く 感じ た た め 、「] 影 」 レイ ヤー 
の [透明 ピク セル を ロッ ク ] & (p.117) し 、 濃い 色 を 
加え て いき ます 。 

髪 の 落ち 影 や スカ ー ト の 影 な ど を 濃く し て み ま し た 。 


場合 に よっ て は 「 作 イラ イト 」 を 加え る こと も あり ま 
す が 、 水彩 画 の 基本 は 「 白 い 部 分 を 白く 残す 」 な の で 、 
今回 も それ に な らい 、 ハイ ライ ト は 地 色 の 白 を 残す 形 
で 表現 し て いま す 。 


COLUMNS 線画 の カケ アミ 


こと この イラ スト で は 、 塗り 以外 の | 
影 の 表現 と し て カケ アミ を 効果 
的 に 使用 し て いま す 。 

特に 今回 の よう な アナ ログ の 
技法 を 模 し た 塗り と の 相性 が よ 
く 、「 和 風 塗り (p.162) 」 で も 
カケ アミ を 使い アナ ログ の 風 合 
い を 表現 し て いま す 。 


塗り が メイ ン で す の で 、 こ こ で 
は カケ アミ を 乗せ る 工程 は 省 い 
て 解説 し て いま す 。 


COLUMN よく 使う ブラ シ の 設定 


透明 水彩 を 表現 する た め に 3 つの オリ ジ ナ ルプ ブラ シ を 作成 し て いま す 。 
よく 使用 する ブラ シ の 設定 を 紹介 し ます の で 、 参 考 に し て みて くだ さい 。 


ブラ シ サ イズ 


絵の具 量 
絵の具 測度 


アン チエ イリ アァ - @ 0 @ + 


Be) 


プ ブラシ サイ ズ 1500 ミ を 
絵の具 量 40 こ を 
ORAS eos = 


202 


アン チェ イリ ア - (@)e@ es 


ORs loo row co 4 


ーー ニーー 


a 


を [水彩 境界 ブラ シ ] 

水彩 境界 の つい た ブラ シ で す 。 
[絵の具 量 ] [絵の具 濃度 ] [ブラ シ 
濃度 ] の [ 筆 圧 ] に チェ ッ ク を 入れ 
て 、 筆 圧 に よっ て 色 の 濃 さ を 調整 で 
きる よう に し て いま す 。 


= [水滴 風 ] 

水滴 を 垂らし た よう お 形状 の ブラ シ 
で す 。 

[ブラ シ 先 端 形状 ] は IllustStudio の 
素材 「 血 し ぶ き 」 を 使用 し て いま す 
が 、 CLIP STUDIO PAINT の 「 血 痕 」 
で も 代用 が 可能 で す 。 


を [繊維 塗り ] 


水彩 ] の [不透明 水彩 ] を 元 に 作成 し て いま す 。 [ツー ルプ ロ パ ティ ] に 表示 され て いな い 項 目 は [サブ ツー 
ル 詳 細 ] か ら 設 定 で きま す 。 オリ ジ ナ ルプ ブラシ の 作り 方 は p.171 で も 解説 し て いま す 。 


アン テ ェ イリ テ : @ 


| [ [ | 


ブラ シ 濃 次 


ROBBER 


aw KERR 


De 2) 


0.155 | 


BARES 


- 角 次 影響 


F7LBE| 


は らい | 


[ 色 混 ぜ ] の [繊維 に じみ ] と 同じ ブラ シ 先 を 使っ て 着色 する 
ブラ シ で 、 和紙 に 塗っ た よう な 繊維 の に じみ が 特徴 で す 。 
今回 は 髪 な ど で ハ イラ イト を 白 で 残す 塗り 部 分 に 使用 し て い 


ます 。 


と と を クリ ッ ク す る と タブ レッ ト の 
人 筆 圧 や 速度 の パラ メー タ を 設定 す 
る ウィ ンド ウ が 開き ます (AM). 
チェ ッ ク が 入っ て いる 項目 に より 、 
ボタ ン の 表示 が 変わ り ま す 。 


[ma 回 人 筆 圧 
回 w ee 


手 プレ 補正 | | 


は らい 


ld sv タム で 。 | 複数 設定 


won 
RORMCEMELSAD 
まき WE 明倫 


me 


eae 
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彩 塗り 


髪 に は 比較 的 強め の ハイ ライ ト が 
入り ます 。 ア ナ ロ グ の 水彩 画 の 場 
合 、 ハ イラ イト 部 分 を 白く 残す こ 
と が 重要 で す 。 

それ は デジ タル で も 変わ り ま せん 
が 、 さ ら に 一 手間 加え て より きれ 
い に 見 える 方 法 を 探っ て いき ま 
し ょ う 。 


に オスト ミ ミ ミミ スミ トミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミスミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ メス ョ ミミ ミミ ミミ ミミ ョ ミト ミミ ススメ ルミ ミミ ミル ヨメ ョ コ す まま まま すす 】 


| ol Ezex 


肌 と 同様 に 、 ベー ス か ら 髪 の 選択 範囲 を と り 、 ZEB 
っ て いき ます 。 

髪 は 肌 よ り も 、 に じみ を 多用 し た ラフ な 塗り に し た か 
っ た た め 、 専用 の ブラ シ を 作り まし た 。 [繊維 塗り ] の 
[水彩 境界 ] に チェ ッ ク を 入れ て [繊維 塗り 境界 ] と い 
う ブ ラ シ を 作り まし た 。 

その まま 使う と まっ た く ア ナ ロ グ っ ぽく 見 えま せん が 、 
塗っ た 後に [繊維 に じみ ] で 適度 に ぼかす と 、 い か に 
も アナ ログ 水彩 風 に 見 えま す 。 

この と き 、[ レ イヤ ー プ ロ パ ティ ] の [水彩 境界 ] に も 
チェ ッ ク を 入れ て お きま す 。 

肌 を 塗っ た 「 基 本 」 レイ ヤー に 髪 を 塗り ます 。 ハイ ライ 
ト を 残す よう な イメ ー ジ で 、 先ほど 作っ た [繊維 塗り 境 
界 ] を 使っ て 色 を 塗り [繊維 に じみ ] で ぼかし ます 。 
髪 の フ チ に ハイ ライ ト を 少し 入れ ます 。 [水彩 境界 ブ 
ラ シ ] を 選択 し [透明 色 ] を 選び ます 。 こ うす る こと 
で ブラ シ を [消しゴム] の よう に 使え ます 。 


水彩 境界 あら 水彩 境界 な 


WI) 影 を 入れ る 


「] 影 」 レイ ヤー に エッ ジ の ハッ キリ と し た 影 を 描い て 
いき ます 。 色 は 柴 を 選び まし た 。 周り に 青 が 多い の で 、 
その 青 を 映し 込ん で いる … と いう イメ ー ジ で す 。 

R202 


G186 
B217 


影 
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「 ボ ケ 影 」 レ イヤ ー に も [繊維 塗り ] を 使っ て 色 を 塗っ 
て いき まし ょ う 。 色 は 「1 影 」 と ほぼ 同じ 紫 で す 。 


影 に し た い 部 分 に 色 を 乗せ ます 。 [繊維 塗り ] で 塗る こ 
と で 、 透 明 水 彩 特 有 の ぼかし の 効果 が 期待 で きま す 。 


ボケ 影 の み 表示 


ハイ ライ ト を 強調 する 


「 透 明 水彩 風 .」 と いう と と で あれ ば 破 まで で も 十分 
よい の で す が 、 やはり デジ タル な り の メリ ッ ト も 享受 
し た いと ころ で す 。 

今回 は ハイ ライ ト 用 に [加算 (発光 ) ] モー ド の レイ ヤー 


を 作成 し まし た 。 この レイ ヤー に 、 暗め の 茶色 を 入れ る 


こと で 非常 に きわ れい な ハイ ライ ト を 表現 で きま す 。 

も ちろ ん これ は アナ ログ の 水彩 で は 不可 能 で す が 、 こ 
れこ そ が 「 デ ジタル 水彩 」 と し て の メリ ッ ト だ と 思い 
ます 。「 ア ナ ロ グ 水彩 らし さ 」 を 大 事 に し つつ も それ だ 
け に こだわ ら ず 、 より 高い 表現 力 を 目指 し て くだ さい 。 


人 イラ イト の み 表 示 


照り 返し を 入れ る 


「 昭 り 返 し 等 」 と いう レイ ヤー を 作成 し 、 合成 モー ド を 

[スク リー ン ] に し ます 。 

「 頭 り 返 し 」 と は 、 周り の 色 を 移し 込む 現象 で す の で 、 

今回 は 隣 の 女の子 の 髪の毛 の 色 を [スポイト] で 取り 、 

その 色 を 向かっ て 右側 に 入れ て み ま し た 。 

さら に 雨 を イメ ー ジ し た 青色 を 向かっ て 左側 に も 入れ 

て あり ます 。 こ うす る こと で リア ル さ も アッ プ し ます 

し 、 結果 的 に 顔 の 中 心 が 濃く な る こと で 、 そ こ を 目 立 

た せる こと も 可能 で す 。 

最後 に 「 差 し 色 」 と いう レイ ヤー を 作成 し 、 合成 モー 

ド を [ハー ドラ イト ] に し ます 。 この レイ ヤー で は 「 照 

り 返 し 」 を より 強調 する よう な 差し 色 で 塗っ て いま す 。 
R31 R125 
694 G175 
B128 B188 

雨 の 青色 差し 色 


129 


is 


130 


@ 
明 水 彩 塗り 


キャ ラク ター イラ スト を 描く 場合 、 
議 の 塗り 方 は と て も 重要 に な り ま 
す 。 た だ し 今回 は 「 透 明 水彩 風 」。 
あま り 細 か く 描 きす ぎる と アナ ロ 
グ ら し さ が 失 われ て し まい ます 。 
し た が っ て ここ で は 、 必要 最低 限 
の 影 と ハイ ライ ト を 入れ る 方 法 で 
塗っ て いき ます 。 


eeeeeeeeooooooeeooeeoeoeoeoeeoooeeoooeeoeoeoeeoeooeeoooeeoeoeoooeooooeoooeeoooo 


or Pree 
R130 R213 
G134 G112 
B125 B85 


瞳 を 塗っ て いき ます 。 
瞳孔 ベー ヌメ 


塗り 方 は 肌 や 髪 と 同様 で 、 瞳 部 分 の 選択 範囲 を 取り 、 
肌 と 髪 を 塗っ た レイ ヤー に 塗っ て いき ます 。 


頭 「 基 本 」 レ イヤ ー に [繊維 塗り ] ブラ シ を 使い 、 
ベー ス と 同じ 茶色 で 色 を 塗り ます 。 
明る いと ころ の 白 を 残す イメ ー ジ で 塗り ます 。 

回 「] 影 」 レイ ヤー に 瞳孔 と 白目 の 影 を 描き ます 。 
これ くら い の サ イズ だ と あま り 細 か く 描か な く て 
も 大 丈夫 で す 。 

較 「 ボ ケ 影 」 レ イヤ ー に [繊維 塗り ] ブラ シ を 使っ 
て 、 ボケ た 影 を 入れ て いき ます 。 色 は ベー スカ 
ラー の 補色 の 青 系 を 入れ て いま す 。 

「 乗 算 追加 ,」、 レ イヤ ー に は まぶた の 影 を 入れ まし 
た 。 こ の 色 も 「 ボ ケ 影 」 で 使っ た 色 と ほ ぼ 同 じ で 
す 。 


ハイ ライ ト を 入れ る 


馴 「 ハ イラ イト 」 レイ ヤー に 髪の毛 と 同じ 暗く 濃い 茶 
色 を 入れ ます 。 場所 は 黒目 の 下 側 で す 。 鮮やか さ 
が 増し まし た 。 


回 「 照 り 返し 等 」 レイ ヤー に ハイ ライ ト を 入れ まし た 。 


P 岬 | カケ アミ を 入れ る 


線画 に カケ アミ を 入れ ます 。 基本 的 に 、 画面 の 中 で 特 
に 黒い 部 分 と 影 の 部 分 を 選び 、 タッチ を 入れ て いき ま 
す 。 ハイ ライ ト が カケ アミ の 下 に な っ て し まっ た の で 、 


EE] we 
カラ ー サ ー ク ル 上 の 180 度 離れ た 位置 の 色 が 、 そ の 色 の 補色 ( 反 i 
対 色 ) に な り ま す 。 
補色 を [乗算] モー ド で 重ね る と 黒 に 見 えま す が 、 それ ぞ れ の 渡 決 
が ある 分 、 た だ の 黒 を 使う より 深み の ある 影 色 に な り ま す 。 mn ‘ 
「 補 色 」 を 使わ ず 120 度 離れ た 「 準 補色 ] を 使っ て も よい 結果 を 得 補色 で 影 を 入れ た も の 黒 で 影 を 入れ た も の 
られ る 場合 も あり ます の で 、 いろ いろ 試し て みて 自分 の 最良 を 見 つ 黒 を 使っ た ほう が 色 が 濃く な り ま す が 、 補 色 を 使っ た ほう が 、 


け て みて くだ さい 。 


目立た せ た い 右 下 の ハイ ライ ト は 、 線画 レイ ヤー の 上 
に 新規 で レイ ヤー を 作成 し 、 描き 込め ば 瞳 の 塗り は 完 
了 で す 。 


OM 


Ag d 8 


影 に 色 味 が つい て 、 深み と 透明 感 が 表現 で きる 


it 


m1978 som os © 


106 42-77 GO ター タル 


oo Biss sme © に に! st somes の 


ョ の つら カラ ニラ クル 


補色 


準 補色 
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し 
明 水 彩 塗り 


服 


服 だ け に 限り ませ ん が 、 そ れ ぞ れ 
の 影 が し っ か り と 入れ られ て いる 
か どう か が ポイ ント で す 。 た と え 
ば フー ド の 影 や 腕 の 影 な ど 、 近い 
も の の 影 は エッ ジ を ぼ か さ ず に 塗 
り 、 体 全体 の 影 は ふん わり と ぼ か 
し て 入れ る 必要 が あり ます 。 


オス トミ ミミ トミ トミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミ ミミ ミミ ヨミ まま ミミ トミ ミミ ミミ ミミ メト ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ トミ ミス スル ト ミミ ミ スス ス ます トミ ミミ まさ ま 】 


lo Sees 


塗り の 流れ は 他 の パー ツ と 同様 で す 。 ベー スー 影 一 ぼ 
か し 影 つ 追加 の 色 > ハ イラ イト ご 照り 返し っ 差し 色 の 
順に 色 を 塗っ て いき ます 。 
塗る パー ツ ご と に 選択 範囲 を 取り 、「 基 本 」 レイ ヤー に 
[繊維 塗り ] で ペー ス の 色 を 塗っ て いき ます 。 

ハイ ライ ト を 残す よう な イメ ー ジ で 塗り ます 。 


R174 R86 

6223 6146 

B201 B168 
ペー ス 影 


影 を 入れ る 


円 影 」 レイ ヤー に は エッ ジ の ハッ 
キリ と し た 影 を [水彩 境界 ブラ シ ] 
で 塗っ て いき 、 部 分 的 に [繊維 に 
じみ ] で ぼかし て いき ます 。 使用 
し た 色 は 青 系 で す 。 

髪 と 同様 、 周 り の 色 を 映し 込ん で 
いる イメ ー ジ で す 。 

「 ボ ケ 影 」 に ぼかし た 影 を 入れ て い 
きま す 。 濃い 部 分 は 目立つ の で 、 
顔 に 近い 上 半身 付近 に の み 色 を 入 
れ ま し た 。 


頭 に 近い 上 半身 に 色 を 入れ る 
oO SIN 


ボク 影 


ハイ ライ ト を 入れ る 


左上 を 中 心 に 鮮やか さ を 追加 する た め に 、「 ハ イラ イ 
hi レイ ヤー に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 こ れ ま で と 同 
様 に 暗め の 茶色 で 塗る と きれ い に 発 光 で きま す 。 


照り 返し を 入れ る 


TROLS) LIV—le, BRT 
色 を 入れ て いき ます 。 こ こ で は 主 
に 奥行 き を 表現 し た いと 考え た た 
め 、 右手 や レイ ンコ ー ト の 下 側 に 
色 を 入れ て 薄く し まし た 。 "遠い 部 
分 は 薄く 青く な る 」 と いう 空気 遠 
近 法 を 強調 し た 表現 で す 。 


た 置 | 柄 を 入れ る 


「 差 し 色 」 レイ ヤー を 使い 、 レ イン コー ト の 模様 を 入れ 
まし た 。 [水彩 境界 ブラ シ ] で 塗り 、 白い 絵の具 で 描い 
た 表現 に し て いま す 。 
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Wye まし を を 入れ る 


少々 色 が 単調 だ と 感じ た た め 「 差 し 色 2」 レイ ヤー を 
作成 し 、 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し まし た 。 
隣 の 女の子 の 服 の 色 を [スポイト] で 拾い 、 レ イン コー 
ト の 下 か ら 中 心 付近 に か け て 、 描画 色 か ら 透 明 色 の グ 


ラ デ ー シ ョ ン を 入れ て いま す 。 鮮やか さ が 増 し 、 色 味 
も 増え て イメ ー ジ に 近く な り ま し た 。 


同様 の 手順 で 右 の キャ ラク ター に も 色 を 塗り ます 。 


R156 
6235 
B228 


描画 色 


透け 感 を 出す 


キャ ラク ター の 塗り が 完成 し た 時 点 で 、 左側 の キャ ラ 
の レイ ンコ ー ト を 「 透 明 な ビニ ー ル に し た ほう が よい 
か も 」 と 感じ 、[ 乗 算 ] の 合成 モー ド で 服 の 色 な ど を 重 
ね て み ま し た 。 

新規 で 「 透 け 」 と いう レイ ヤー を 作成 し 、 ざ っ くり と や 
や ぼかし を 加え な が ら 体 の ライ ン を 描き 込み ます 。 


右 の キャ ラク ター と 重なる 部 分 も 忘れ な いよ うに 描き 
込み ます 。 

急 ご し ら え で は あり ます が 、 それ な り に 透け て いる 感 
じ に は な っ て いる と 思い ます 。 [乗算 ] の 合成 モー ド は 
こう いう 場合 に も 使え ます 。 


透け レイ ヤー の み 表 示 


COLUMN BA orb. 


ブー ツ の 塗り 方 も 、 基本 は 他 の 
パー ツ と 同じ 塗り 方 で す 。 

シワ の 形 を 意識 し な が ら 白 を 残 
す 部 分 を 決め る よう に し ます 。 
また 、 あま り 暗 く な ら な いよ う 
に 色 味 に 注意 し な が ら 塗 っ て い 
きま し ょ う 。 


「 乗 算 追加 」 レ イヤ ー に エッ 
ジ の 効い た 影 を 入れ ます 。 
レイ ンコ ー ト の 影 に な る 部 
分 に は レイ ンコ ー ト の 色 を 


皿 「 基 本 』」 レイヤー に ベー ス を 
塗り ます 。 他 の 服 と 比較 し 
て 、 し っ か り め に 白 を 残す よ 


ef ta eet te dN 
イラ イト を 入れ ます 。 
他 の パー ツ と 同様 に 左 か ら 
の 光源 を 意識 し ます 。 


「 ボ ケ 影 」 レイヤー に ぽか し 
の 影 を 入れ ます 。 
残し た 白 に 少し だ け 色 を 入 


回 最後 に 下 の 水たまり の 色 を 
"ROMRLKANTI-Y 
は 完成 で す 。 


ブー ツ は その まま 塗っ て し まう と 色 
が 濃く な りす ぎ 目 立ち すぎ て し まい 
ます 。 

「 地 面 の 水 の 色 」 の 映り 込み を 入れ 
る こと で 色 味 の 統一 を し て いま す 。 
実際 は 、 地面 が 発光 で も し て いな い 
限り と の よう な 見 え 方 に は な り ま せ 
ん が 、 あ くま で 表現 と し て この よう 
な 仕上 げに し て いま す 。 

絵 で 描く 以上 、 そ の まま を 描く の で 
は な く 、 作 者 な り の 工夫 を 加え る こ 
と で より 魅力 的 に 仕上 が り ま す 。 


右 の 「 水 の 映り 込み ] が な い 例 も 、 間 違い で は な い の で 
イラ スト 全体 の バラ ンス で 使い 分 ける と よい で し ょ う 
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彩 塗り 


アナ ログ 水彩 の 「 た らし 込み 」 と 
いう 技法 を 再現 し て み ま し た 。 「 た 
らし 込み 」 と は 濡れ た 画面 に 色 や 
水 を た らし 込ん で いく 技法 で 、 色 
同士 が に じみ 、 混ざり 、 さ ら に 複 
雑 な 水彩 境界 も うま れる 、 非常 に 
アナ ログ 的 な 表現 で す 。 


ゃ oooeoo で oo の の の で の の の でる の の で で で の と ゃ の の の の の で の の で の の で の の の の の の の で の の ゃ る で の の と ゃ の の の で の の Go の で の の で の oo の oooo 


io Be 


傘 の レイ ヤー フォ ル ダ ー に 、 肌 や 服 同様 に レイ ヤー を 作り な が ら 色 を 塗っ 
て いき ます 。 レイヤー 構成 は 右 図 の よう に な っ て いま す 。 


> eae 
Boe 
Sh + Ree AE 
100% スク リー ン 
L lie 
100 96 Lea RH) 
Eee 
Eee 
| ハイ ライ ト 


r 100 % 288 
sein 
100 % 3% 
az 


(oF ] た らし 込み を 表現 する 


まず は 「 基 本 」 レイ ヤー に [繊維 塗 
り ] と [繊維 に じみ ] を 使い 、 ぼ け 
た 色 を 塗っ て いき ます 。 に じん だ 部 
分 を [スポイト] で 拾い な が ら 、 ま 
だ ら に な る よう に 塗り ます 。 

ハイ ライ ト 部 分 を 白く 塗り 残す こと 
を 意識 し 、 筆 圧 で 濃 さ を 調整 し な が 


ら 塗っ て いき まし ょ う 。 sit 
G194 
B219 


ペー ズ 
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さら に [水滴 風 ] と いう ブラ シ 
(p.127) を 自作 し 、 水 を 落と し た 
よう な 「 た らし 込み 」 の 表現 を 入れ 
て み ま し た 。 


[水滴 風 ] を 使っ て た らし 込み 
の 表現 を 加え る 


| 03 eeans 


2 Z 7 カエ ル の 影 は や や に 

[繊維 塗り ] [繊維 に じみ ] を 使っ て 「] 影 」 レ イヤ ー に 傘 人 ハッキリ め に 
の 内 側 の 影 を 入れ ます 。 カエ ル の 影 も ここ で 入れ て お き Sy a 
ます 。 また 、「 ボ ケ 影 」 レ イヤ ー に ベー スカ ラー と は 多 < の 
少 色 相 の ズレ た 色 を 重ね て いき ます 。 

R125 R203 R166 

G193 ( G230 G212 

B199 Ne B230 B225 


が 


っ と JZ 
「 ボ ケ 影 ] レイ ヤー の み 表 示 


04) 色 を 調整 する @ ma7 人 mi 
G157 G134 
B154 B128 
「 ハ イラ イト 」 レイ ヤー に [繊維 塗り ] と [繊維 に じみ ] を 使い 、 調整 色 1 と 調整 色 1 調整 色 2 
2 を 組み 合わ せ て 、 落と し た 水 な ど を 表現 し な が ら 色 味 を 明る くし ます 。 


Ke 
の 


「 ハ イラ イト 」 レイ ヤー の み 表 示 
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ハイ ライ ト を 入れ る 


[覆い 焼き (発光 ) ] モー ド に し た 「 ハ イラ イト 2」 レイ ヤー を 作成 し 、 傘 の 表面 に 色 を 入れ て 明る くし ます 。 


上 か ら の ハイ ライ ト | 
を 意識 し て | 
に 2 


Wye evoweans 


建物 が 描き 終わ っ た 時 点 で 、「 傘 」 フォ ル ダ ー 内 に 透け 
て いる 建物 を 描き 加え ます 。 

新規 で 「 建 物 透け 」 レイ ヤー を 作成 し 、[ 乗 算 ] モー ド 
に し ます 。 

建物 の 色 に 合わ せ て ざっ くり と 塗り ます 。 
重ね て し まう の で 、 あ まり 細部 まで 描き 込ま ず 、 家 の 
下 側 と 壁 の 塗り 分 け 程度 に し て いま す 。 

これ で より ビニ ー ル 傘 の 透明 感 が 表現 で きま し た 。 


| 07 Beavers | 


新規 で 「 水 滴 」 と いう レイ ヤー を 作成 し 、 傘 に つい た 
水滴 を 描き 加え ます 。 


レイ ヤー の 合成 モー ド は [スク リー ン ] に し て いま す 。 きき | a の を を を ぇ 4 
| 人 の 衣 介 か ら 見 えて いる 
es 


COLUMN 建物 の 塗り 
建物 は 細か く 塗り 分 け て いな いた め 、 ざ っ くり と 塗っ て いき ます 。 


加 水色 で 影 を 塗り ます 。 統一 感 を 考え て 、 水色 1 大 屋根 や 壁 を 、 そ れ ぞ れ 別 レイ ヤー で 塗っ て いき 
色 で 塗っ て いま す 。 ます 。 ア ナ ロ グ 感 を 出す た め 、 こ の 部 分 は 多少 
は み 出 て も 気 に し ませ ん 。 


回 必要 に 応じ て 影 や ハイ ライ ト な ど を 、 THEN 大 この イラ スト は 「 雨 の 日 に 傘 の 上 に 現れ る 幻 の 
の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し て 塗っ て いき ま カエ ル 王 国 」 を 描い た も の な の で 『「 幻 」 と いう 
Fo 建物 だ け は 、 他 の パー ツ と は 違う レイ ヤー 雰囲気 を 出す た め に 、 レ イヤ ー を 重ね て 色 を 
構成 で 作業 を し て いま す 。 薄く し た り 、 霧 の 表現 を 追加 し まし た 。 


RE cowness 


傘 の 色 が 鮮やか すぎ る と 感じ た た 
め 、 色相 と 彩 度 を 変更 し ます 。 [ レ 
イヤ ー] っ [新規 色調 補正 レイ ヤ 
ー] っ [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 選び 、 
'S, フォル ダー 内 の 一 番 上 に 配置 
し ます 。 

[ 彩 度 ] と [明度 ] を 少し 下げ て 明 
る すぎ な いよ うに 調整 し まし た 。 
と の 方 法 は 、「 や は り 色 を 戻し た 
い 」 と な っ た と き に 、 レ イヤ ー を 
削除 (また は 非 表 示 ) に する だ け 
で 簡単 に 戻す こと が で きま す 。 
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"Technic. S ダグ i é の 


ョ ョ テク スナ チ 1 mmm 


と と で は 、 イラ スト 全体 に テク スチ ャ を 使用 し た 例 を 紹 また 、「 和 風 塗り (p.162) 」 で は メイ ン キ ャ ラク ター の 


介し ます 。 服 の 模様 と し て テク スチ ャ を 使用 し て いま す 。 こち ら も 
「 居 明 水彩 塗り 」 で は デジ タル で は 表現 で き な い 紙 の 質 参考 に し て くだ さい 。 
感 を テク スチ ャ で 表現 し て いま す 。 


画用紙 の よう な 紙 の 質感 が 追加 され 、 ア ナ ロ グ らし さ が 増 し まし た 。 
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必 呈 テク スチ ャ を 用 意 する 


今回 は 、 アナ ログ の 水彩 で も よく 使わ れる 「 ア ル シ ュ 」 
と いう 紙 を スキ ャ ン し て 加工 し た も の を 用 意 し まし た 。 
用 意 し た 画像 を CLIP STUDIO PAINT PRO THE [ 編 
集 ] っ > [素材 登録 ] っ [画像 ] で 素材 に 登録 し ます 。 こ 
の と き 、 [タイ リン グ ] と [用 紙 テ ク スチ ャ と し て 使用 ] 


| 回 ETE 


re gm ras 
mae yam 


eves 


oo 


に チェ ッ ク を 入れ て お きま す 。 EE 
今回 は 「 オ リ ジ ナ ル 」] フォ ル ダ ー を 作成 

= Rs aa = 
テク スチ ャ を 貼り 込む | = 2 
aE Dea | 履 | 
用 意 し た テク スチ ャ を 貼り 込み ます 。 [素材 パレ ッ ト ] DPE = 
PSHE で 登録 し た 素材 を 選択 し 、 キ ャ ン バ ス に ドラ bo = 
ッ グ & ド ロッ プ で 貼り つけ ます 。 = 
貼り つけ た テク スチ ャ レイ ヤー の [レイ ヤー プロ パテ Eg 


ィ ] の [質感 合成 ] を オン に する こと で 画面 全体 に テ : 
クス チャ の 質感 を な じ ま せま す 。 ats レイ ヤー プロ バテ ィ eee 
[ 強 さ ] を 調整 する こと で 、 アナ ログ 感 が 増し ます が 、 や CE SIE 


りす ぎ は 禁物 で す 。 今回 は 「20」 程度 に し まし た 。 


D 
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= 
明 
2k 
に 
2) 


44NOUI 


「 透 明 水 彩 風 」 の イラ スト で は [レイ ヤー プロ パ レイ ヤー の 合成 モー ド で は また 違っ た 質感 で な じ 
ティ ] の [質感 合成 ] を 使用 し て テク スチ ャ を な ませ る こと が で きる の で 、 イ ラス ト の 雰囲気 に 合 


じ ま せ まし た 。 わせ て 変え て みる の も よい で し ょ う 。 


[ソフ トラ イト ] モー ド [ハー ドラ イト ] モー ド 、[ 不 透明度 ] 「30」 
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アナ ロク 風 塗り 
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アナ ログ の 質感 を 活か し た 塗り 方 で す 。 と と で は 、 レ イヤ ー の 合成 モー ド を 使っ て 塗り 重ね て 
線画 を 鉛筆 で 描い た り 、 あ えて スキ ャ ニン グ の ゴミ を WEI. 合成 モー ド を 使う こと で 、 色 味 が 変わ る の で 、 
残し た り 、 アナログ な ら で は の よさ を 活か し て 塗っ て その 都度 調整 し な が ら 塗り 進め て いま す 。 

いま す 。 


線画 PEINEDRAWING 


線画 は アナ ログ で 作成 し て いま す 。 
アナ ログ 風 の タ ッ チ を 残す た め に 、 鉛 
人 筆 を 使い 線画 を 描い て いま す 。 

何 度 も 消し ゴム を 使う と 紙 が 黒ずん で 
し まい 、 スキ ャ ン で 目立っ て し まう の で 、 
あま り 使 わな いよ うに し ます 。 FCT 
すっ て し まわ な いよ うに 注意 で す ! 
詳し い 解 説 は p.144 を 参照 し て くだ 
さい 。 


出水 ぼ す か 
イラ スト レー ター 兼 温 画家 。 顔 の 中 を いつ も より 細か く 描 写し まし た 。 少し で も 参考 に な れ ば 


ゲー ム 『 ポ ケモ ンカ ー ド ゲー ム 』 (任天堂 )、『WIXOSS』( タ カラ ト 幸い で す 。 

ミー)、『 ロ ー ド オブ ヴァ ー ミ リオ ン 』( ス クウ ェ ア ・ エ ニッ クス) 

な どの カー ドイ ラス ト に 参加 。 著作 に は 『 廃 王 だ ゼ ッ ! コ オレ カバ ト EDhttp://posukaiinaa.net 

ル 』 (小学 館 ) な ど が ある 。『 ダ イハ ツ コ ペン XPLAY XPLAY プロ 国語 http://www pixiv.net/member.php?id=33333 
ジェ クト 』( ダ イハ ツ ) の キー ビジ ュ アル を 担当 する な ど 幅 広く 活 https://twitter.com/DemizuPosuka 

動 中 。 [ESE Wacom Cintiq1 3HD 
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アナ ログ の 雰囲気 を 出す た め に 鉛 
筆 で 線画 を 描い て いま す 。 

アナ ログ 風 で は 特別 に 線画 の 描き 
方 を 解説 し て いき ます 。 


COSC SE SOTO EES EES SSEESSEESSEEEE EES ESEEESOSE ES EESES SES ESEEESESESEHESELEEES 


I) see cme ia< 


アナ ログ 風 に する た め に 線画 の ペン 入れ も 鉛筆 を 使 
用 し て いま す 。 

ざっ くり と 描い た ラフ を 元 に 、 ト レー ス 台 で ペン 入れ 
を し ます 。 

黒ずん で し まう と スキ ャ ン で 目立っ て し まう の で 、 消 
し ゴム は 極力 使わ か いよ うに し ます 。 

この と き 、 手 で こす っ て し まわ な いよ うに 注意 し て く 
だ さい 。 

今回 は 、 女の子 と 武器 を 分 け て 作り まし た 。 

器物 や 背景 は 分 け て お く と 、 後 で 調整 が 楽に な り ま す 。 
「 翼 」「 育 景 」「 遠 近 」 な ど で 分 ける 場合 も あり ます 。 


| スキ ャ ニン グ し て 線画 を ソフ ト に 読み 込む 
解像度 を 300 て 400dpi く らい に 
し た 新規 キャ ン パ ス に 、 ス キャ ン 
し た 画像 を 貼り つけ ます 。 
鉛筆 の 線 の まま だ と 薄 す ぎる の 
で 、[ レ ベル 補正 ] を 使っ て 黒 の 濃 
度 を 上 げ ま す 。 
[編集 ] っ [色調 補正 ] っ [レベル ーーーーー ーー ぞ き ー 
補正 ] で スラ イダ ー を 右 に 寄せ る ター 
と 黒 の 線 が 濃く な り ま す 。 
スキ ャ ナ の 癖 や 紙 の 質 で ベス ト な 
数 値 は 変わ る の で 、 線 の 濃 さ を 見 し = 


> 
Ar SF 
な が ら 調 整 し て いき ます 。 の スラ イタ ー そ を ち に きせ る 


[EW] saoasm 


[消し ゴム ] を 使っ て ゴミ 取り を し て いき ます 。 
きれ いな 絵 だ っ た り 白 っ ぽい 絵 の と き は し っ か り ゴ ミ 
取り を し ます 。 
逆 に 、 ノ イズ の か か っ た 絵 や 、 薄 汚れ た 場所 で あれ ば 、 
あえ て ゴミ を 残す こと も あり ます 。 
完成 形 を イメ ー ジ する こと が 大 切 で す 。 
今回 は 顔 周 り は し っ か り ゴ ミ 取り を し て 、 他 は あえ て 
ゴミ を 残し て いま す 。 


| 線画 を 合成 する 


女の子 の 線画 と 武器 の 線画 を 合体 
させ ます 。 

武器 の 顔 に か か る 部 分 は 、 BAO 
を 見 せる た め に [消し ゴム ] で 消 
し まし た 。 

手 で 持っ て いる 部 分 も 同様 に 消し 
て お きま す 。 


Eel sake ; 
= 

最後 に 、 線画 を 調整 し ます 。 2 

腕 や 肩 周 りな ど 、 違和感 が ある と ころ は 、 [ペン ] の [G 

ペン ] を 使っ て 直し て いき ます 。 a 


こと こと で [消しゴム] を 使っ て し まう と 、 その 部 分 だ け 
「 透 明 』 に な っ て し まう の で 、 [G ペ ン ] の 白 で 消す よう 
に し ます 。 
線画 の レイ ヤー を すべ て 「 レ イヤ ー フ ォ ル ダー」 で ま 
と め て 合成 モー ド を [乗算] に し た ら 、 線画 は 完成 で 
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透明 感 を 出す た め に ハイ ライ ト を 
効果 的 に 使い ます 。 ベー ス の 色 を 
少し 濃い め に し て 、 ハ イラ イト で 
立体 感 を 出す よう に する と 透明 感 
が 表現 し や すく な り ま す 。 

顔 の 塗り 方 は p.160 の 瞳 と 一 緒 
に 解説 し ます 。 


so COC SEES EES ES SOHO EES EEEES ESTES SEESESESESESESSES SESE HES ES ESS ESS ESESES SEES 


PO) タク レー で 下塗り を する 


線画 の 下 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 グ レー で 人 物 全体 に 下塗り し ます 。 
さら に レイ ヤー を 作成 し 、 一 段階 濃い 色 で 、 影 色 も 乗せ て お きま す 。 
後 で 上 か ら 色 を 塗っ て し まい ます が 、 まずは 影 を ざっ くり と 入れ 、 全体 の 


バラ ンス を 見 ます 。 


ベタ 塗り を する 
HE の 下塗り の 上 に 新規 レイ ヤー ean 
を 作成 し 、 パ ー ツ ご と に [塗り つぶ |S 本 
し ] を 使っ て 、 ベタ 塗り を し ます 。 > a 
あま り 考 え ず 、 単 純 な 色 で OK で © mo 
Fo MEME, IE, と デフ ォ ーー emceecas) 


ルト の [カラ ー セ ッ ト ] に 登録 され 
て いる 色 で か まい ませ ん 。 
[隙間 閉じ ] を 使う と 、 線画 が 粗く 
少し 隙間 が 空い て いる 部 分 も [EZ 
りつ ぶし ] で 塗る こと が で きま す 
(p.122)。 


25 fe ッ ー ル フロ バテ ィ a レ イヤ ー を 人 
er r-eom 


a 
V RREDELERES 


FC es 
es 


svamem EDS? 


DARDS ~OPOMTBOLES 


[EE] 肌 の 色 を 調整 する 


[編集 ] っ [レベ ル 補 正 ] っ [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で 肌 今回 は 炎 が モチ ー フ な の で 、 オ レン ジ 寄 り の 色 を 選ん 
の 色 を 調整 し ます 。 肌 の み の レ イヤ ー を 作っ て お く と だ り 、 オ レン ジ に 近い 色 に 調整 し まし た 。 
調整 が 楽に な り ま す 。 


| 04 | ハイ ライ ト を 入れ る 


影 を 塗っ て いく の で は な く 、 明 る い 部 分 を 描き 込む よ 
うに し て 、 肌 を 塗っ て いき ます 。 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [スク リー ン ] に し 、 [ 不 
透明 度 ] を 調整 し て 色 を な じ ま せ ます 。 
とこ で は [スク リー ン ] に し まし た が 、 白っぽく 
な れ ば どん な 合成 モー ド で も OK で す 。 
肌 部 分 を 選択 し 、[ エ アブ プラ シ ] を 使っ て 上 か ら 
うっ すら ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
今回 の 光 は 「 炎 」 な の で 人 物 の 周り 全体 が 光源 に 
な り ま す が 、 肌 な ど は どこ か 光源 を ひと つ 決 め 
て 塗っ て いく と 迷い が あり ませ ん 。 
今回 は 下 か ら の 光源 を 意識 し て 塗り ます 。 
[G ペ ン ] な ど で ハ ッ キ リ し た ハイ ライ ト を 入れ 
て いき ます 。 周 り の 炎 を 光源 と 考え て 、 人 物 の 
外側 を 中 心 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


= 。 ai25Nim 記 | 
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(ey 肌 を 調整 する 


色 を 重ね て いく と 、 彩 度 が 落ち て し まい ます 。 

彩 度 が 落ち て きた と き は 、 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 
成 モ ー ド を [覆い 焼き カラ ー] に し て 、 明 る い 部 分 に 
オレ ンジ 色 を 乗せ て 調整 し て いき ます 。 


由記 有 の 質感 を 描き 込む 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 色 を 重ね て は ハイ ライ ト を 入 
れる と いう 作業 を 繰り 返し ます 。 

MIO 崩 と 同じ よう に 下 か ら の 光 を 意識 し て ハイ ラ 
イト を 入れ ます 。 ハ イラ イト を 描き 込む こと で 肌 の 質 


レイ ヤー の 管理 は 少々 燃 雑 に な っ 
て し まい ます が 、 レイ ヤー を 重ね 
る こと で 色調 補正 を し て いま す 。 
レイ ヤー を 分 け て お く こ と で 、 オ 
ン オ フ だ け で 色 味 を 元 に 戻す こと 
が で きま す 。 

どん どん 色 を 足し て いく と いう 意 
味 で は 、 ア ナ ロ グ に 近い 塗り 方 な 
の か も し れ ま せん 。 光 の 表現 な ど 
の 明る い 部 分 が きれ い に 表 現 で き 
る の は 、 デジ タル イラ スト の 強み 
だ と 思い ます 。 


感 を 増し て いき ます 。 
足 は 光源 に 近い の で ほとん ど 影 な ど は 入れ な く て も 大 
丈夫 で す 。 


| 全 体 の 統一 感 を 出す 


さま ざま な 合成 モー ド の レイ ヤー を 重ね て 全体 の 統一 
感 を 出し て いき ます 。 
オレ ンジ で 全体 を 炎 の 色 に 統一 する 。 


R241 
6203 
B164 


オレ ンジ 


[グラ デー ショ ン ] の [描画 色 か ら 背 景色 ] を 使い 、 
下 か ら 上 の 1/3 程 度 に 黄色 を 入れ 、 合成 モー ド を 
[覆い 焼き カラ ー] に し て ワン トー ン 明 る くし まし 
た 。 R255 


6231 
B152 


黄色 


色 が オレ ンジ に 寄り すぎ た と 思っ た と き は 、 全体 
に 補色 に 近い 色 を 塗り [ソフ トラ イト ] モー ド に す 


る と 、 少 し 色 味 が 抑え られ ます 。 ip 
6: 


B216 


CBBCOV 
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WE ween. 


さら に 人 物 に レイ ヤー を 重ね て 、 人 物 を 目立つ よう に 


し ます 。 


肌 や 服 な ど 、 最初 に 下塗り し た レイ ヤー を 複製 し て 、 
[加算 (発光 ) ] モー ド に し まし た 。 


ec 上 l よく 使う ブラ シ の 設定 


ほとん どの ブラ シ は 設定 を あま り い じ ら ず 、 デ フォ ルト で 使用 し て いま す 。 


筆 [G ペ ン ] 


今回 は [加算 (発光 ) ] モー ド を 使い まし た が 、 特に 
「 こ れ 」 と いう や り 方 は 決め ず に 、 レ イヤ ー を 重ね て 面 
白い 効果 を 探し な が ら 調 整 し ます 。 


エア ブラ シ [強め ] 


消し ゴム [硬め ] 


線画 の 加筆 や ハイ ライ ト や わら か い 雰 囲 気 の と [消し ゴム ] も 使い ます が 、 線 の タッ チ を 揃え た いと 


な ど 幅 広く 使用 し て いる 


と る に 使い ます 。 


き な ど は 筆 [G ペ ン ] の 透明 色 を 、[ 消 し ゴム ] の 代 
わり に 使う こと も あり ます 。 


SU ラブ ンー ルフ ラコ 
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カリ グラ フィ | 
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ブラ シ サ イズ 728 
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手 プレ 着 下 | 


ブラ シ サイ ズ 

全 訟 モード 

me 
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S7LEE 


炎 の 効果 を 追加 する 


画面 下 側 に 炎 の 光 を 追加 し て いき ます 。 
景 の 秋 部 分 は [オー バー レイ ] モー ド で 黄色 を 
塗り ます 。 R255 
G250 
B128 


黄色 


茶色 を 使っ て 炎 に 光 の 表現 を 加え ます 。 
[グラ デー ショ ン ] で 下 1/3 程 度 に 色 を 乗せ [ オ 
ー バ ー レ イ ] モー ド に し て 明る くし ます 。 

R198 


6167 
B29 


RE 


と 同じ 色 を [グラ デー ショ ン ] で 下 1/2 く らい 
まで 入れ て さら に 明る くし ます 。 
レイ ヤー を [加算 (発光 ) ] モー ド に し ます 。 
明る すぎ る と き は 、[ 不 透明 度 ] で 調整 し まし ょ 
う 。 


SS “Sap 
[オー バー レイ ] モー ド 
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TM を 入れ る 


炎 の 表現 で 足元 が 白く な っ て し まっ た の で 影 を 追加 し 
ます 。 
[乗算 ] モー ド に し た レイ ヤー に スカ ー ト の 落ち 影 を 描 
き 込み まし た 。 

R222 


G204 
B180 


影 


由記 テク スチ ャ を 乗せ る 


全体 の 塗り が ある 程度 終わ っ た と ころ で 、 テ クス チャ ヤ 
を 貼り つけ 、 レイヤー を 一 番 上 に 配置 し ます 。 
テク スチ ャ の レイ ヤー を [オー バー レイ ] モ 
ます 。 


ド に し 


[オー バー レイ ] の 効果 
[オー バー レイ ] は 、 明る い 部 分 は [スク リー ン ]、 暗い 部 
分 は GRA] の 効果 が 得 られ る 合成 モー ド で す 。 
人 物 は 明る いま ま 、 背景 な どの 暗い 部 分 の み テ クス チャ の 
効果 を 活か せま す 。 


育 景 と 武器 の 境界 に 白 フ チ を 
追加 し て 、 背景 と 同化 し な い 
よう に し て いる 


WD wo ジン を 入れ る 


距離 に よっ て 影 の 入れ 方 を 変え ます 。 距離 の ある 影 は 
[エア ブラ シ ] な ど を 使っ て ぼかし ます 。 

近い 影 は [G ペ ン ] な どの ぼかし が 少な い ブ ラ シ で 影 
を 入れ ます 。 

合成 モー ド を [乗算 ] に し て な じ ま せ ます 。 BAR 
よう で あれ ば 、 [不透明 度 ] で 調整 し まし ょ う 。 


BHODSY 


近い 影 は 少し だ け 黄 色 に 寄っ た 色 に し て いま す 。 違う 
色 を 入れ る こと で 、 よ り 色 に 深み が 増し ます 。 


R138 
G133 
B126 


近い 影 


R138 
G133 
B126 


距離 の ある 影 


最後 に 顔 周 り と ひじ (絵柄 に よっ 
て は ひざ な ど ) に オレ ンジ で 色 を 
乗せ 、[ 不 透明 度 ] で 調整 し ます 。 
[粗い 鉛筆 ] な ど を 使う と 、 ほ ど よ 
く ア ナ ロ グ な 雰囲気 に な り ま す 。 
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顔 より 目立た な いよ うに 、 序盤 は 
ベタ 塗り 程度 に と ど め 、 全体 図 が 
見 えて きた と ころ で 、 細か いと こ 
る を 描き 込み し て いき ます 。 


eeeoaoeeooo EESETE ESE EEE ES ESSE EEESSESESEESE SES ESEESOEEE ES ESS SES OESEEEEEES 


Wy べ タ 塗り を する 


と 同様 に 、[ 塗 りつ ぶし ] を 使っ て 服 の 色 を 塗っ て い 
きま す 。 
後 か ら ど ん どん 色 を 重ね て いく の で 、 塗 り 残し や 小さ 
な は み 出 し は 気 に せ ず に 、 ザッ と 入れ る 程度 に し て お 
きま す 。 


WW ハイ ライ ト を 薄く 入れ る 


レイ ヤー で 色 を 塗り 重ね て いく と 、 暗く な っ て いく の 
で 、 合成 モー ド を [覆い 焼き カラ ー] に し て 、 軽く ハイ 
ライ ト を 入れ ます 。 

素材 が や わら か い ス カー ト に は [エア ブラシ] を 使っ て 
ふん わり と 入れ ます 。 胸部 分 な どの ピッ タリ し た 布 は 、 
[エア ブラ シ ] で 塗っ た 後に [消し ゴム ] の [硬め ] tH 
し エッ ジ を 出す こと で 素材 の 違い を 表現 で きま す 。 


| 03 | ハイ ライ ト を 入れ る 


体 の ライ ン や 、 シワ の 部 分 に [G ペ ン ] を 使っ て 白 で 八 
イラ イト を 入れ ます 。 外 側 か ら の 光 を 意識 し て 入れ る 
と よい で し ょ う 。 


合成 モー ド 
ハイ ライ ト な どの 白 を 強く 表現 し た いと き は 、 合成 モー ド 
を [加算 (発光 ) ] に し ます 。 
他 に も [履い 焼き (発光 〉 ] [スク リー ン ] な ど で も 明る く 
な る の で 、 さま ざま な 合成 モー ド を 試す と 、 面白 い 効果 が う 
まれ る か も し れ ま せん 。 


明る くし た い 部 分 を 塗る 


"LOMA (p.149) 」 の 手順 で 色 を 重ね た ら 、 BEX 
の 表現 を 入れ ます 。 明 る くし た い 部 分 の み に 色 を 乗せ 
た レイ ヤー を [加算 (発光 ) ] モー ド に し ます 。 


Fig 


| 


[加算 (発光 ) ] モー ド に する 前 の 状態 


影 を 塗っ て いく の で は な く 、 光 を 足し て いく イメ ー ジ 
で す 。 明 る すぎ る 場合 は レイ ヤー の [不透明 度 ] で 調 
BLES. ここ で は 「30」 程度 に し まし た 。 


> 
ナチ 
a 
グ 
風 
= 
2) 


ME wzans 


"ALOMA (p.149) 1) & "MOL 
(p.151) 1 の 手順 で 色 を 塗り 重ね 
て いき ます 。 色 が 白く な っ て きた 
の で 、 影 を 加筆 し まし た 。 

影 は 薄い 茶 で 入れ 、[ 乗 算 ] モー ド 
に し て 人 物 と な じ ま せ ます 。 


Wy fn かい 描き 込み を する 


最後 に 、 紐 な どの 細か い 部 分 を [G ペ ン ] で 線画 の 上 
か ら 描 き 込み ます 。 線画 が 多少 消え て も 気 に し な いこ 
と が ポイ ント で す 。 
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髪 は 大 きく 塗り 分 ける 程度 に し て 、 
後 れ 毛 を 入れ て 動き を 出し ます 。 


seeeoeseeooeeeeoeoeeeoooeeeoeoeeeooeeooeeeeaeeooeeoeeoeeeeooeeoeoeoeoeoooooo 


MO) ベタ 塗り を する 


髪 の 前 後 を 意識 し な が ら 、[ 塗 りつ 
RL] で ベタ 塗り を し ます 。 

上 に ある 髪 部 分 に 明る い 色 を 入れ 
て いく イメ ー ジ で す 。 


mes 


明る さ を 追 加 する 


下 か ら の 光源 を 意識 し て 、 [エア ブラ シ ] な ど ぼ か し の 
強い ブラ シ を 使っ て 明る くし つつ 、 ハイ ライ ト も 入れ 
て いき ます 。 
| イラ スト の 中 で も 目 を ひく ポイ ント は 、 明る くす 
る よう に し ます 。 今回 は 、 前 髪 部 分 に 白 を 入れ 
て 、 目 を ひく ポイ ント を 作り まし た 。 
DP 前 髪 な どの 肌 に 近い 部 分 に は 、 肌色 を 入れ て 髪 
の 透け 感 を 表現 し ます 。 
店 思い 切っ て 真っ 白 に する こと で 、 強い 光 を 表現 
し ます 。 


EN aavens<ss 


[エア ブラ シ ] を 使っ て 、 明る くし 
た い 人 箇所 に 肌色 を 入れ 、 合成 モー 
ド を [覆い 焼き カラ ー] に し ます 。 
肌 と 髪 に 同じ 色 を 入れ る こと で な 
じみ が よく な り ま す 。 

R244 


G142 
B53 


肌色 


[覆い 焼き カラ ー] モー ド に する 前 の 状態 


武器 の 調整 を する 


線画 の 段階 で は 顔 を 見 せよ うと 思っ て いま し た が 、 塗 
り 進 め て いく うち に 、 顔 の 前 に 柄 を 持っ て きた ほう が バ 
ラン ス が よい と 思っ た の で 、 武器 の 柄 を 追加 し まし た 。 
線画 レイ ヤー の 上 に 新規 で レイ ヤー を 作成 し [G ペ ン ] 
を 使っ て 柄 を 描き 込み ます 。 

肌 の 色 が 明る く 見 える よう に 、 柄 の 色 は 少し 濃い め に 
し まし た 。 


古 思 | る くし た い 部 分 を 塗る 


"RLOWWA (p.149) 」 の 手順 で 色 を 重ね 、 明 る い 部 分 
の 明度 が 落ち た ら [加算 (発光 ) ] レイ ヤー を 使っ て 光 
を 足し ます 。 

武器 の 影 部 分 は [消し ゴム ] の [柔らか ] で 消し て 、 影 
を 残す よう に し ます 。 

明る い 部 分 を 描き 足す と き は 、 影 を 残す イメ ー ジ で 塗 
る と 透明 感 の ある 色合い に な り ま す 。 
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06 Exar 


髪型 を 調整 し ます 。 

DW 髪 が な び い て いる の に 、 髪 の 量 が 少し 多く 感じ 
た の で 、 背景 が 透け て いる 箇所 を 追加 し まし た 。 
[G ペ ン ] を 使っ て 、 背景 の 色 で ざっ くり と 塗り つ 
ぶし 、 上 か ら 髪 の 毛 を 1 本 1 本 描き 加え ます 。 

目 サイ ド の 髪 を 追加 し まし た 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 近く の 髪 色 を [スポ イ 
ト ] で 拾っ て 、 上 か ら 描 き 込 み ま す 。 
後々 気にいら な か っ た と き は 、 レ イヤ ー ご と 削 
除 す れ ば よい の で レイ ヤー を 分 け て 描き ます 。 

OD 後 れ 毛 を 描き 足し まし た 。 1 本 1 本 描く こと で 、 
髪 の 軽 さ を 表現 し ます 。 


WV) | 軽 さ を 表 現す る 


さら に 後 れ 毛 を 追加 し て 軽 さ を 表現 し ます 。 髪 の 流れ 
に 沿っ て 入れ ます 。 流れ と 逆 方 向 に 描く と 散ら か っ て 
見 えて し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


向かっ て 左 は 流れ に 
沿っ て いる が 、 右 側 [FD 
は 流れ と 逆 に な っ て 
いる 


ey 希 同 り を 調整 する 


目 な どす べ て 描き 終わ っ た ら 、 顔 放 前 髪 と サイ ド の 毛 束 に 白 を 入 
周り を 整え ます 。 れ 、 顔 周り を 明る くし ます 。 
月 目 や 服 な ど が 描き 終わ っ た 状 
態 で す 。 


用 ROBDCAEBO, (FE 
明度 ] を 下げ て 色 味 を 少し 抑 
えま し た 。 


炎 の 描き 方 
本 書 の アナ ログ 風 の イ ラス ト で は 、 和 炎 を 表現 する 追加 し た り と 、 さ ま ざ ま お 手法 を 使用 し て いま す 。 
た め に 、 全 体 に オレ ンジ 色 を 重ね て 統一 感 を 出し ここ で は 、 背景 の 炎 の 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 
た り 、 下 側 に だ け グ ラ デ ー シ ョ ン を 入れ て 明る さ を 


新規 レイ ヤー に [GX 
ン ] を 使っ て 炎 の 形 を 
描き ます 。 ど の よう な 
形 で も 大 丈夫 で す 。 


新規 レイ ヤー を 、 [オー 
I= fle SR ete 
成 し 、[ エ アブ ラ シ ] を 
使っ て 彩 度 の 高い オレ 
ンジ を 周り に 塗り ます 。 


新規 レイ ヤー に [塗り 
つぶ し ] を 使っ て 単色 
で 塗り ます 。 
光っ て いる 状態 な の 
で 、 周囲 より 明る い 色 
を 選び ます 。 


新規 レイ ヤー に [G ペ 
ン ] で 火の粉 を 描き ま 
す 。 レ イヤ ー を 複製 し 
[ガウ ス ぽ か し ] フィ ル 
ター で ば ぼかし 、 合成 モ 


ー ド を [覆い 焼き ] に 
し て 重ね ます 。 
[2] の [2] っ [濃い で 塗っ た レイ ヤー 
Bh) を 使用 し て 焦げ を 複製 し 、[ ガ ウス ぽ 
の 表現 を 追加 し ます 。 か し ] フィ ルター を か 
焦げ 以外 に 、 汚し の 表 け ま す 。 合成 モー ド を 
現に も 使え ます 。 [覆い 焼き (発光 ) ] か 


上 側 か ら 全 体 に グラ デ 
ーション を か け 、 合 
cheng — 7) 
に し ます 。 


最後 に [G ペ ン ] CEO 
表現 を 描き 足す と より 
それ らし く な り ま す 。 


[加算 (発光 ) ] に し ま 
す 。 


> 
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2 
ナチ 
a 
グ 
A 
= 
uy 


普段 、 障 は あま り 描 き 込み は し な 


い の で す が 、 人 物 メ イン の イラ ス 
ト や 、 可 愛 い 女 の 子 の と き は 、 魅 
力 的 な 目 に な る よう に 何 度 も 描き 
重ね て いま す 。 

ここ で は 瞳 と 顔 の 塗り を あわ せ て 
解説 し て いき ます 。 


MO ravers 


下塗り を し て 、 ハイ ライ ト の 位置 を 仮 で 塗っ て お きま す 。 


02 


線画 の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し て 描い て いく の で 、 
線画 が 消え な いよ うに 【[ 不 透明度] で 調整 し た り 、 合 


瞳 の 色 を 決め る 


朋 白目 を [G ペ ベン] の ブラ シ 濃 
度 を 下げ て 塗り ます 。 
レイ ヤー の [不透明 度 ] を 
"60s 程度 に し まし た 。 


有 | 黒目 を 描い て いき ます 。 ベー 
ス を 赤 、 ハ イラ イト に 補色 の 


® 


に 


H 間 色 は 赤 の 明度 を 上 げ 


た 色 を 乗せ ます 。 合成 モー ド 
を 「 焼 き 込 み ( リ ニア ) ] に 
する こと で 詞 で 入れ た 下塗り 
が 活き て きま す 。 
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上 四 ペ ー ス の 色 を 塗り [不透明 度 ] 
で 調整 し ます 。 後に 瞳 の 色 を 
重ね る ご と に 深み が 増し て い 
く の で [焼き 込み (リニア ) ] 
モー ド に し て お きま す 。 


成 モ ー ド を [乗算] に し た り し て 作業 を 進め て いき ま 
す 。 各 工 程 ご と に 新規 レイ ヤー を 作成 し て いま す 。 


SO 白目 の 影 を 入れ ます 。 こ こ は 
[乗算 ] モー ド に し ます 。 


DMOREBAET. BOT. 涙 袋 に 白 を 入れ 、 立 体感 を 出し ます 。 
黒目 と 白目 の 境界 を 白 で な ぞ り ます 。 


| 03 | 障 の 形 を 整え る 


瞳 の 形 を 整え て いき ます 。 
上 左目 の 黒目 が や や 外側 だ っ た の で 、 白目 の 外側 を 少し 塗り つぶ し て 
調整 し ます 。 
四 まぶた の 形 を 整え ます 。 こ こ は 線 画 を 消し な が ら 作業 を 進め ます 。 
[ARTS] で 周り の 色 を 拾い な が ら 形 を 整え て いき ます 。 


YY) 肌 の 色 を 整え る 


ざっ くり と 形 を 整え て いく の で 、 
筆跡 が 残っ て いま す が 、「 肌 の 証 軒 
(p-151) 」 の よう に 色 を 重ね て い 
く と 、 違和感 が な く な っ て いき ま 
o. 'MOMM (p.152) 」 の テク 
スチ ャ を 重ね た と ころ で 顔 の 明る 
さ を 少 し 足し まし た 。 


05) Eaizaa 


表情 を 笑顔 に 調整 し 、 鼻 の 形 も 表情 に 合わ せ て 変え まし た 。 


N 、 
テク スチ ャ 追加 


| 06 | 微 調整 を する 


最後 に 細か いと ころ を 調整 し て 、 
ハイ ライ ト と 顔 の 周り に 赤み を 入 
れ た ら 瞳 の 塗り は 完了 で す 。 


ハイ ライ ト 追 加 肌 の 赤み 追加 
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162 


テク スチ ャ を 使用 し た 和風 テイ スト な 塗り 方 を 解説 し 
ます 。 

線画 の 描き 方 も ひと 工夫 する こと で 、 より 和 の 要素 を 
強め て いま す 。 


LINE DRAWING 


今回 は テク スチ ャ の 他 に 、 オリ ジ ナ ル の ブラ シ を 作成 
し て 、 着 物 の 柄 を 簡単 に 描く 方 法 も 解説 し て いき ま 
す 。 


和風 テイ スト の イラ スト は 塗り 方 だ け 
で な く 、 線画 の 雰囲気 も 「 和 風 」 っ ぽ さ 
を 出す ポイ ント で す 。 

線画 は オリ ジ ナ ル の プラ シ [(BS2] を 
使っ て いま す 。 [消し ゴム ] な ど を 除き 、 
今回 は この [BB2) だ け で 線画 を 描い 
て いき ます 。 

線画 は p.164 で 詳し く 解 説 し ます 。 


Vee 28 0) 


阿 桜 

も と も と 趣味 の 同人 活動 で 絵 を 描い て いた こと を 切っ 掛け に 仕事 
を 受け 始め た アマ チュ ア 出 身 イ ラス トレ ー タ ー。 東方 Project 関 
係 の 書籍 や グッ ズ 、 ソー シャ ル ゲ ー ム 系 の イラ スト な ど を 手掛け 
Bo 


| COMMENT | 

は じ め ま し て 、 CLIP STUDIO PAINT は 本 当 に 多 機能 な ベイ ント 
ソフ ト で 私 も まだ まだ 勉強 道 半ば と いう 身 で す が 、 こ ん な 使い 方 
が で きる ん だ よ と いう 一 端 が お 見 せ で きた ら 幸 いで す 。 

(EEN http://asakura-garo.sakura.neJp/ 

(ESD) http://www_pixivnet/memberphp2id=39753 
https://twitter.com/AsakuraG 

Wacom Cintiq 13HD 
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筆 の よう な 質感 で 、 和風 な 線画 を 
描い て いき ます 。 

筆 の よう な 印象 に する に は 「 線 の 
強弱 」 が 1 番 大 切 で す 。 線 に わざ 
と らし いぼ ほど 強弱 を つけ て 、 BO 
質感 を 活か し た 線画 を 描い て いき 
まし ょ う 。 


WO オリ ジ ナ ル ブ ラ シ を 作る 


まず は 、 線画 の キモ で ある オリ ジ ナ ル ブ ラ シ を [ペン ] 
の [G ペ ン ] を ベー ス に し て 作っ て いき ます 。 名 前 は 任 
意 で す の で わか りや すい 名 前 を つけ て くだ さい 。 今回 は 
[B#2] と し まし た 。 


を TB 


Reanim 

TIYTARCEMELEAD 

sy RE Be of 
bY me Bui o> 
© Ye BUN n> 
L ラン ダム & 

SEE 
100% 

an 

0% «= 100% 水平 Be HH 


[ブラ シ サ イズ ] の 設定 =: を クリ ッ ク す る と [ブラ シ サ イズ 影響 元 設定 ] 
の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 = は 設定 内 容 に より アイ コン の 表示 が 変わ り ま す 
(p.127)。 今 


回 


は 複数 設定 し て いる の で 、 設定 後 の ア イコ ン は : に な り ます 。 


Fo yaReaRae 
JOVBRCBRELEAD 


pL < よ 6 プ ラク RE 


ia 」 
[ブラ シ 先 端 ] の 設定 [先端 形状 ] は 「 洪 1」 を 使用 し ます 。 [ブラ シ 濃 度 ] 
は ・ の アイ コン を クリ ッ ク し て 設定 を し ます 。 


[ウィ ンド ウ ] > [サブ ツー ル 詳 細 ] で ウィ ンド ウ を 開 
き 、「 ブ ラ シ サ イズ 」 「 ブ ラシン 先端 .「 ス トロ ー ク 」 紙質 」 
の よう に 設定 し ます 。 筆 圧 は 各自 異な る の で 、 
使い や すい 設定 に 変更 し て くだ さい 。 


ek @ 


[紙質 ] の 設定 [紙質 ] を 「 イ ン パ 
スト 」 に 設定 し ます 。 


02) Ee ere 


さら に 筆 の よう な 線画 に する た め に 、 筆 圧 で 線 に 強弱 を 
つけ て いき ます 。 絵 に は 『 輪 郭 線 は 太く 」 「 線 の 集合 し て 
いる 人 箇所 は 太く 」 な ど 立 体 を 上 手 く 表現 する お 決ま り 的 
な も の が あり ます 。 

今回 の 場合 は 「 わ ざと らし い ほ ど に 強弱 を つけ る 」 こと 
を 優先 し て くだ さい 。 も ちる ん 前 述 の お 決ま り も 意識 は 
し ます が 、 わざ と らし く 強 弱 を つけ る こと で オリ ジ ナ ル 


ブラ シ サ イズ を 大 きめ に 設定 し て 筆 圧 で 太 さ を 調整 する 


カス タム サブ ツー ル (オリ ジ ナ ル ブ ラ シ ) 


~ SY 


プ ブラシ の (BS2] の よさ が 
十分 に 発揮 され ます 。 

必ず 一 筆 で 描く 必要 は な い 
の で 、 線 を 途切れ させ た り 、 
黒 の ぶれ や 飛び 散り の よう 
な 飛 涼 を 描き 足し た り 、 T 
夫 し な が ら じ っ くり 線画 を 


仕上 げ て いき まし ょ う 。 
【 


線 を 途切れ させ た り 、 筆 の が ぶれ を 入れ る と より リア リティ が 増す 


オリ ジ ナ ルプ ブラ シ は 新規 で 作成 する 方 法 と 、 サ ブ 
ツー ル を 複製 し 、 それ を ベー ス に 作成 する 方 法 が あり 
ます 。 (WB) ツー ル を 例 に 解説 し て いき ます 。 
・ 新 規 で 作成 する 

[サブ ツー ル パ レ ッ ト ] の 園 を クリ ッ ク ー [カス タ 


フス タム ラブ ラー ル の 人 


※ [鉛筆 ] ツー ル か ら 作 成 し た の 
で 、[ 鉛 筆 ] ツー ル の 設定 が 表示 
され て いま す が 、[ エ アブ ラ シ ] 
や [ベン ] な ど 選 択 し た ツー ル に 
より 表示 は 異な り ま す 。 


oo 


ム サ ブ ツー ル の 作成 ] で 表示 され る ダイ アロ グ か ら 、 
ベー ス の 設定 を 選択 で きま す 。 
・ サ ブツ ー ル の 設定 を ベー ス に する 

ペー ス に し た い サ ブツ ー ル (RUBE) ) を 選択 
し 、 [ サ プ ツ ー ル パレ ッ ト ] の 園 を クリ ッ ク ー [サブ 
ツー ル の 複製 ] で 任意 の 名 前 を つけ て 複製 し ます 。 こ 
の 方 法 で は [濃い 鉛筆 ] の 設定 を ベー ス に し た サブ 
ツー ル が 作成 で きま す 。 

[ツー ルプ ロ パ ティ ] や [ サ プ ツ ー ル 詳細 ] で 設定 を 
変更 し て 、 自分 に あっ た プラ シ を 作成 し て くだ さい 。 


オリ ジ ナ ル で 作っ た [ 墨 筆 2] の ブラ シ で も 線 の 強 
弱 が つけ られ 、 和 風 ら し い 線 画 が 描け ます が 、 S 
の よう な 拓 れ を 描き 加え る と 、 グッ と 筆 の 質感 が 


アッ プ し ます 。 


サブ ツー ル グ ル ー プ の 設定 .、 
サブ ツー ル の 複製 .… 

サブ ツー ル の 設定 .… 

サブ ツー ル の 削除 

カス タム サ プ ッ ー ル の 

ロッ ク 


③ [サブ ツー ル の 
me 22) を 選択 
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川 め 2 


通常 の 塗り で は 影 や ハイ ライ ト を 
使い 立体 感 を 表現 し ます が 、 > 
は [グラ デー ショ ン ] ツー ル を 使い 


色 を 塗っ て いき ます 。 
影 な どの 立体 感 は 線画 の カケ アミ 
で 表現 し て いま す 。 


PTELNETYEKKRKKK ミ ミタ KK メス ミミ ミミ ミミ ミス ミミ ミミ ミミ ミミ ミト ミミ ミミ ミミ ミスミ ミミ ミミ ミミ ミス ミト ます ミミ ミミ ミミ ミミ ま ) 


WB バー ツ こ と に 下塗り を する 


パー ツ ご と に レイ ヤー 分 け を し [塗り つぶ し ] を 使っ 
て 下塗り を し ます 。 
今回 の よう な 線 の 隙間 が 多い 線画 で は ブラ シ を 使っ て 


線 の 穴埋め を し て か ら 色 を 流し 込み ます 。 
OW 線画 の レイ ヤー の 下 に 新規 で レイ ヤー を 作成 し 、 
肌 の 色 で 隙間 を 塞ぐ よう に ブラシ で 加筆 し ます 。 
[塗り つぶ し ] の [ 他 レ イヤ ー を 参照 ] を 使い 色 
流し 込み ます 。 
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肌色 
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EP】 ショ ー ト カッ ト を 活用 
お 使い の 左手 デバ イス や キー ボー ド で 瞬時 に ブラ シ と 肖 り つぶ し を 切り 替え られ る よう に し て お く と 効 放 が グッ と 上 が り ま す 。 
デフ ォ ル ト で は [ペン ] は P、 [当り つぶ し ] は @ で 切り 替え る こと が で きま す 。 @ は [グラ デー ショ ン ] 一 [塗り つぶ し ] 一 [等 
BRB) の 順に 切り 替わり ます 。 
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[編集 ] > [色調 補正 ] っ [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 使っ て 色 を 調整 し ます 。 
後 の 工程 で [オー バー レイ ] や [覆い 焼き ] な どの レイ ヤー を 重ね る た め 、 
下地 の 色 は 暗め に し て いま す 。 他 の 工程 で も 同じ で す が 、 色 は 気 に な っ た 
と き に こま め に 調整 し て いき まし ょ う 。 
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同じ 手順 で すべ て の パー ツ の 下塗り を し ます 。 
右 図 は 下塗り が すべ て 終わ っ た と ころ で す 。 


和 
2 
N04 テクス チャ を 乗せ る 9 
先述 し まし た が 、 今 回 は 一 般 的 に いわ れる 「 塗 り 」 の ED 
& 


よう な ブラ シ で 影 を 塗っ て 、 ハ イラ イト を …… と いっ 
た 作業 は 行わ ず 、「 テ クス チャ 」「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 の 2 
つ を 使っ て 塗っ て いき ます 。 

市 販 の 和紙 を スキ ャ ン し 色調 補正 た も の を テク スチ ャ 
と し て 用 意 し まし た 。 

スキ ャ ン し た 和紙 の テク スチ ャ を 線画 の 下 に 配置 し ま 
す 。 

※ わ か りや すい よう に 線画 の 色 を 変え て あり ます 。 
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DE 一 配 周 で 下塗り し た レイ ヤー か ら 選 択 範囲 を 作成 
し ます 。 
※ わ か りや すい よう に テク スチ ャ の 色 を 薄く し て いま す 。 


レイ ヤー か ら 5 選択 範囲 を 作成 する 
カー ソル を [レイ ヤー パレ ッ ト ] の 選択 範囲 を 取り た い レ 
イヤ ー の サム ネイ ル 上 に 移動 し て 、Ctr! エク リッ ク (Mac は 
(command) する と レイ ヤー に 描画 され て いる 部 分 の み 選択 
範囲 取る こと が で きま す 。 
[レイ ヤー パレ ッ ト ] から 選択 範囲 取り た い レ イヤ ー を 
右 ク リッ クー [レイ ヤー か ら 選 択 範囲 ] [選択 範囲 を 作成 ] 


で も で きま す 。 
① カ ー ソ ル を 移動 


Ctrl キク リッ ク 


司 信 テク スチ ャ を クリ ッ ピ ング する 


テク スチ ャ を 貼っ た レイ ヤー に 切り 替え 、[ レ イヤ ー マ 
スク ] (p.64) で 肌 部 分 の み を 表示 させ ます 。 

テク スチ ャ の レイ ヤー を [オー バー レイ ] モー ド に し 
て 、 肌 と 色 を な じ ま せ ます 。 


テク スチ ャ が 濃い と き は 、 レ イヤ ー の [不透明 度 ] で 
調整 し ます 。 こ こ で は 「45」 程度 に し まし た 。 


※ 図 は 肌 以 外 の 下塗り を 非 表 示 に し て いま す 。 
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テク スチ ャ の 色 が 濃い と き は [不透明 度 ] で 調整 する 


07 | クラ デー ショ ン に する 


グラ デー ショ ン を 乗せ て いき ます 。 
陣 お お よそ の 選択 範囲 を 取り 、[ グ ラ デ ー シ ョ ン ] 
の [描画 色 か ら 透 明 色 ] を 使っ て 暗め の 色 で グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 入れ ます 。 合成 モー ド [覆い 焼き 
(発光 ) ] を 使っ た と き に 光っ て いる よう な 色 合 
い を 出す た め に 暗い 茶色 を 使用 し て いま す 。 


明る くし た いと ころ に 色 を 入れ る イ R111 

メー ジ な の で 、 首 な どの 影 に な る 部 © 105 
分 は [消し ゴム ] で 消し て お きま す 。 aia 

回 皿 と 同じ 手順 で 肌 部 分 を クリ ッ *F 
ピン グ し ます 。 

レイ ヤー を [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド に し ます 。 


| os Ears 


肌 と 同じ 手順 で 髪 を 塗り ます 。 


テク スチ ャ の コツ 
今回 の イラ スト で は 、 各 パ ー ツ 同じ テク スチ ャ 
を 使用 し て いま す が 、 それ ぞ れ レイ ヤー を 分 
け て クリ ッ ピ ング を し て いま す 。 一 つづ ひとつ ク 
リッ ピン グ す る の は 手間 で す が 、 テク スチ ャ の 
柄 や 濃淡 と 、 パー ツ の 色 や 形 を 合わ せ て 位置 
を 調整 する こと で 、 まとまり が よく な り ま す 。 
全体 で 1 枚 の テク スチ ャ を 使用 する と 、 隣 り 
合っ た パー ツ の テク スチ ャ が 繋が っ て し ま 
い 、 全体 的 に の っ ぺり し た 印象 に な っ て し ま 
いま す 。 
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服 は グラ デー ショ ン と テク スチ ャ 
に 加え 、 ブ ラ シ を 作成 し 、 HEA 
れ て いき ます 。 


eo oeeoeeooooooo ら で る の で の る らら ら と の の の の の ぷら で る らら で の の oo な の らら で で の の ぐる で ゃ の oooooo eeeooeee eeecece 


WO) クラ テー ショ ン 塗 り を する 


"AL: 200 ~000 (p.167) 」 の 手順 で 服 を 塗り ます 。 
袖 と 裕 (スカ ー ト ) で 入れ る 模様 が 異な る の で 、 レ イヤ ー を 分 け て お きま 
し ょ う 。 


ブラ シ 用 の 花 を 描く 


着物 の 模様 用 に ブラ シ を 作成 し ま 
す 。 新規 で レイ ヤー を 作成 し 、 手 描 
き で 梅 の 花 を 描き ます 。 今回 は 、 大 
きい 方 か ら 17mm、 10mm、 7mm 
程度 の 大 き さ で 描い て いま す 。 
[レイ ヤー プロ パテ ィ ] [境界 効果 ] で 白 の フチ を 作成 し ます 。 

レイ ヤー を 選択 し 、 右 ク リッ クー [ラス タラ イズ ] する こと で [境界 効果 ] 
を 画像 に し た 花 が で きま し た 。 フチ の 太 さ は 、 描い た 花 の サイ ズ に より 
見 た 目 が 異な る の で 、 自分 好み の フチ の サイ ズ に 調整 し て くだ さい 。 


03) を を 素材 登録 する 


3 種類 の 梅 を ひと つ ず つ 素 材 に 登 
録 し て いき ます 。 登録 し た い 花 を 
選択 範囲 で 囲み ます 。 [編集 ] 一 
[素材 登録 ] っ [画像 ] で ブラ シ 素 
材 と し て 登録 し ます 。 保存 場所 は 
任意 で か まい ませ ん 。 

と の と き 、[ ブ ラ シ 先 端 形状 と し て 使用 ] に チェ ッ ク を 入れ る こと を 忘れ 
な いよ うに し まし ょ う 。 


WEE | ブラ シ を 作成 する 


[和風 - 梅 ] プラ シ を 作り ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ル か ら [カス タム サブ ツー ル の 作成 ] で 新規 ブラ シ を 作成 し 、 下 
図 の 設定 に し ます 。 


FS SRORMRRELO, ANC— TERY AREER. 
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ブフ ンチ を で 


Noms る 


プラ シテ イズ a 
FOYOCRERMSCEAD Pa ENE 
YE os Bor 
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set © Omane 
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= Ged FSET 
な ウイズ に 生き で る 入 カ FSREEWE LSA 
208 ae ん 7 =” 
ana cas ane 
axa EeOa ane 
ラック ム she ーーーーーー at セコ ラッ タム ae 


ブラ シタ イズ ラン の を に する 店 い 阿字 ずる と 、 ブ 


SESE 
rt nnn 

ブラ a 

eae |) even =] 

ner | a 

ly atone aa | 
a aa 
= 

home 

Pe e 


と の 設定 で 、 花 が ラン ダム に 散布 され る ブラ シ の 完成 
で す 。 

健 圧 に 応じ て 大 き さ が 調整 で きる の で 、 自分 の 筆 圧 に 
合わ せ て 数 値 を 変え て みて くだ さい 。 


四 思 プラ シ を 使っ て 模様 を 描く 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、「 肌 ・ 髪 の 
WS (p.168) 」 と 同じ 手順 で 、 模 
様 を 入れ た いと ころ の [レイ ヤー マ 
スク ] を 作成 し ます 。 

先ほど 作っ た ブラ シ で 花 の 模様 を 
入れ ます 。 

和紙 の テク スチ ャ が つぶ れ な いよ 
うに 、 レイ ヤー の [不透明 度 ] を 調 
整 し まし た 。 
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WY 拉 用 の フラ シ を 作成 する 


袖 用 に も う 1 種類 、 [和風 - 梅 2] ブラ シ を 作り ます 。 

先ほど と 違う 形 の 花 を 描き 、 と 同じ 手順 で ブラ シ 素 材 を 登録 し ます 。 
MA Cok FIVE [サブ ツー ル の 複製 ] で 複製 し 、 設定 を 流用 し ます 。 
[サブ ツー ル 詳 細 ] の [ブラ シ 先 端 ] つ [先端 形状 ] を 今 登 録 し た 花 の 素材 
に 変更 し ます 。 
図 の よう に [ブラ シ サイ ズ ] [散布 効果 ] [スト ロー ク ] の 設定 を 変更 し ます 。 


rea 
イタ 


ブラシ BK ES 
Jos D 
Fest ig >[ 
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円 コア eeemeea 
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| [散布 効果 ] — [散布 効果 ] の チェ ッ ク を は [スト ロー ク ] 一 [リボ ン ] に チェ ッ ク を 入 
YE oF os れる 

この チェ ッ ク を は ず す と [リボ ン ] が 使用 で 

きる 


ラン 計ら 、 ス トー ク に 地 す る いま 


J リポ ボン 
| [リボ ン ] を 設定 する と スト ロー ク に 合 
[ブラ シ サ イズ ] + [ラン ダム ] の チェ ッ ク わせ て ブラ シ 先 端 の 形状 が 変化 し 、 自然 に 
を は ざす 繋が っ た 模様 が 描け ます 。 


OE | 袖 の 模様 を 描く 


作成 し た ブラ シ で 振袖 部 分 に 模様 を 描き 込み ます 。 
袖 部 分 の レイ ヤー マス ク を 作成 し 、 模様 を 描き 入れ 、 
合成 モー ド を [覆い 焼き (発光) ] に し て な じ ま せ ま 
す 。 

と の と き 、 ブ ラ シ の スト ロー ク は 勢い よく 描く と きれ 
いな 模様 に な り ま す 。 ゆっ くり と 描く と 花 の 模様 に ガ 
タ つ き が 出 て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 

これ で 服 の 塗り は 完了 で す 。 


ゆっ くり 描い た 例 。 模様 に ガタ つき が 出 て いる 
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瞳 は あま り 描 き 込ま ず 、 グ ラ デ ー 
ショ ン で 光 を 表現 する 程度 で す 。 


0 白 目 を 塗る 


白目 に まぶた の 影 を 入れ ます 。 目 全体 を グレ ー で  (p.117) に チェ ッ ク を 入れ 、 不要 部 分 は 白 で 塗り つぶ 
塗っ て か ら 、 レ イヤ ー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] & し ます 。 


光二 を 塗る 


黒目 も シン プル に 塗っ て いき ます 。 正吾 の レイ ヤー を [覆い 焼き (発光 ) ] モー ド に し 
UY 黒目 全体 を ベー ス 色 で 塗り つぶ し ます 。 て 完了 で す 。 
A 内 側 を 濃い 色 で 塗り つぶ し ます 。 R174 R232 R244 
回 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ エ アブ ラ シ ] を 使っ て @: 9 @: oa 6 aie ie 


下 側が 明る く な る よう に 光 を 入れ ます 。 
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ピン ト を 合わ せ た 人 物 以 外 の 背景 が ボケ て いる 写真 を ここ で は 「 和 風 塗り 」』 の イラ スト で 使用 し た ぽか し の 方 
見 た こと が ある か と 思い ます 。 この よう な カメ ラ の 「 ボ 法 を 紹介 し て いき ます 。 

ケ 」 を ぼかし を 使っ て 表現 する こと で 、 イラ スト に 立体 

感 や 遠近 感 を 出し た り 、 人 物 を 目立た な せる こと が で きま 


「 ボ ケ 」 と は 


カメ ラ の 撮影 で 、 ピ ント が 合っ て いる 部 分 以外 ぼや け て 
いる こと を 「 ボ ケ 」 と 呼び ます 。 

「 ボ ケ 」 は ピン ト が 合っ て いる 物体 か ら 離 れる ほど 強く な 
り ま す 。 

右 図 で は 真ん中 の 「 赤 」 に ピン ト が 合っ て いま す 。 そ こ 
か ら 離 れる に し た が っ て ボケ も 強く な っ て いま す 。 

イラ スト で も その 効果 を 使っ て 、 メ イン で ある 人 物 か ら 
離れ る ほど ぼかし を 強く する こと で 、 立 体感 や 奥行 き を 
表現 で きま す 。 
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WON execs 

ぼかし た い 背 景 の レイ ヤー を 統合 し 、 1 枚 の レイ ヤー に 
し ます 。 [フィ ルター] っ [ぼかし ] > [ガウ ス ぽ ぼかし] で 
[ぼかす 範囲 ] を 「20」 程度 に し て ぼかし ます 。 ぼかし の 
量 は イラ スト の 雰囲気 に より 調整 し まし ょ う 。 

ピン ト が 合っ て いる も の (今回 は 人 物 ) か ら の 距離 に よ 
っ て ぼかし の 強 さ を 変え る と より リア リティ が 増し ま 
す 。 

拡大 する と 背景 と の 区 別 が つい て いる の が わか り ま す 。 


近 景 を ぼかす 


人 物 より 手前 に ある 梅 の 花 も ぼかし ます 。 コ ラム で の 解説 の よう に 、 ピン ト が 合っ て いる も の か ら 「 離 れる 」 ほど ボケ 
が 強く な る の で 、 背景 だ け で な く 近 景 も ば か し ます 。 


ほぼ か し が 強く な る © ほか し が 強く な る © © 
ピン ト が 
合っ て いる 部 分 
ピン ト が 
合っ て いる 部 分 
ピン ト が 
合っ て いる 部 分 
@ ぼかし が 強く な る @ 〇 ぼかし が 強く な る 


「 ボ ケ 」 は カメ ラ の 効果 で す 。 必ず し も カメ ラ と 同じ ボケ た いも の は ボケ を 薄め て 見 える よう に し た り 、 カメ ラ で 
を 再現 する の が 最善 で は あり ませ ん 。 撮影 で き な い ぼかし 方 に する こと も よく あり ます 。 イ ラ 


た と えば キャ ラク ター の 周囲 だ け ボ ケ さ せ キ ャ ラ を 浮き スト は 現実 で は 起 と りえ な いこ と も 表現 で きる 場 で す 。 
出さ せ た り 、 距離 は 遠く に ある も の だ けど ハッ キリ 見 せ 現実 の 効果 も アレ ンジ し て 活用 し て みて くだ さい 。 
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配色 ひと つ で イラ スト の イメ ー ジ は 大 きく 変わ り ま ここ で は 、 配色 の 違い を 活か せる 黒い 影 を 活用 し た イ 
す 。 暖色 系 で まとめ る と 暖か そう な イメ ー ジ 、 BER ラス ト の 描き 方 と 、 配色 に よる イメ ー ジ の 違い を 解説 
で まとめ る と クー ル な イメ ー ジ な ど 、 配色 に は イメ ー  。 し て いき ます 。 

ジ が あり ます 。 


線画 LINE DRAWING 


ミノ 
AIDS 


"BRING IT ON” 


be 

フリ ー の イラ スト レー ター。 主 に CD ジャ ケッ ト や グッ ズ デ ザイ と て も 緊張 し まし た 。 で す が 、 好き な も の を 詰め 込め れ て 楽し 
ン 、 挿絵 を 手掛け て いる 。 か っ た で す 。 

同人 サー クル 「LAID-BACK」 で オリ ジ ナ ル 創 作 を 中 心 に 活動 中 。 私 の イラ スト で 何 か 少し で も お 役に立て た ら 幸 いで す ! 


TE http://be-laidbacktumblrcom/ 
ETT http://www.pixiv.net/member.php?id=3633661 
(SE https://twittercom/be_laidback 


(ETS Wacom Intuos3 
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ブラ シ の 設定 


[ペン ] の [マー カー] > [マジ ッ ク ペ ン ] し か 使用 し ませ ん 。 ブ ラ シ サ | ファ シタ イズ 70<|m 
イズ は 普段 は 「10.0」 で す が 、 今回 は 細か い 線 が 多い の で 「7.0」 で 描い 不透明 度 5 

て いま す 。 — 

[アン チエ イリ アス ] を [なし] に し て 、 手 ブレ 補正 ・ 後 補正 を 調節 し て 
いま す 。 線画 は 黒 を 使用 し て いま す が 、 配色 を 変え る と き に 、 線画 の 色 が おる 

も 変え る 場合 も あり ます 。 


CLIP STUDIO PAINT に は さま ざま な レイ ヤー が あり ます が 、 今 回 は 「 ラ |S 目 [00 ae 3 
スタ ー レ イヤ ー」 と 「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 の 2 種類 を 使用 し て いま す 。 ate abies | 
線画 に は 「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 を 使用 し ます 。 «| er | 
「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 は 描い た 線 を 情報 化し て くれ る の で 、 拡大 し て も || | 還 時 

線 が 粗く な り ま せん 。 後 か ら 簡単 に 線 の 太 さ や 色 を 変え る と と が で きる BR = 


の も 特徴 で す 。 
また 、 交差 し た 線 を [消し ゴム ] の [ベク ター 用 ] で 消す こと に より 、 交 
点 まで 削除 する こと が 可能 と いう の が 最大 の 魅力 で す 。 

[ツー ルプ ロ パ ティ ] か ら [ベク ター 消去 ] の [交点 まで ] に チェ ッ ク を 入れ て くだ さい 。 


2) he ツー ルプ ロ パ ティ [ベク ター 用 
ベク ター 用 


中 プラ シ サ イズ 月 


アン チエ イリ アス | @ OS B+ 


{iv }o9—we +|+ ト = 


この 設定 に よっ て 、 消 し た い 線 の 上 を 
ドラ ッ グ する だ け で 、 自 動 で 交点 まで 
の 線 を 消せ る よう に な り ま す 。 RH 
を 描く 際 に 、 はみ出 し た 不要 な 線 も ド 
ラッ グ す る だ け で 消す こと が で きま 
す 。 

右 図 の よう に まとめ て 消す こと も 可能 
Ce. 


(cle Weed 


[グラ デー ショ ン ] や [塗り つぶ し ] を 使用 する と き は 「 ラ スタ ー レ イヤ ー」 を 使用 し ます 。 
墨 ベ タ ・ 塗 りつ ぶし を 多用 する 絵柄 な の で 、 線画 は 「 ベ クタ ー レ イヤ ー」、 塗り つぶ し は 「 ラ スタ ー レ イヤ ー」 と 使 
い 分 け て いま す 。 
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Ol ラフ を 描く 


款 を 活か し た イラ スト 


ラフ は 「 ラ スタ ー レ イヤ ー」 に 描 
いて いき ます 。 
今回 ラフ の 線 の 色 は 、 水色 を 使用 
し て いま す が 、 自 分 が 見 や すけ れ 
ば 何 色 で も か まい ませ ん 。 

全体 の イメ ー ジ を ざっ くり 描い た 
ら 、 形 を 整え ます 。 

ラフ の 段階 で 背景 、 人物 な ど で レ 
イヤ ー 分 け を し て お く と 、 形 を 整 
えて いく と き に 、 作業 が 楽に な り 
ます 3 


DEBATES. AMO 
バラ ンス が お か し く な いか な ど 
を チェ ッ ク し ます 。 
人 物 の バラ ンス を 調整 し な が ら 
ポー ズ を 変更 し まし た 。 


最初 の ぷっ くり し た ラフ 


素 体 を 描い て 、 衣服 で 隠れ て い 
る 部 分 が お か し く な いか な どの 
チェ ッ ク を し て も よい で し ょ う 。 


少し 整え た も の 


回 線 を 整え て ラフ は 完成 で す 。 ラ 
フ の 時 点 で ある 程度 完成 形 に し 
て お きた い の で 、 ラフ に 一 番 時 間 
を か け て いま す 。 


“BRING IT ON" 


人 物 の デッサン 


人 物 は し っ か り デ ッ サ ン を 取る だ け で は な く 、 あえ て パー 


ツ を 誇張 する こと で 、 迫力 の ある 構図 に する の も 彼 力 的 な 


イラ スト を 描く うえ で 効果 的 で す 。 


CLIP STUDIO PAINT PRO の [3D デ ッ サ ン 人 形 ] に も 


パー ツ を 誇張 する 機能 が あり ます 。 


[ツー ルプ ロ パ ティ ] の [マン ガ パ ー ス ] に チェ ッ ク を 入れ 
BL, 奥行 き が 誇張 され た デッサン 人 形 に な り ま す 。 


02 ペン 入れ 


ペン 入れ は 「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 に [マジ ッ ク ペ ン ] で 描い て いき ます 。 
パー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て ペン 入れ を し て いき ます 。 

人 物 と 背景 で レイ ヤー フォ ル ダ ー を 分 け 、 さ ら に パー ツ ご と に レイ ヤー を 
分 け て いま す 。 人 物 は 顔 パ ー ツ 、 髪 パ ー ツ 、 それ 以外 の 3 枚 、 背景 は 手前 
に ある も の 、 興 に ある も の 、 壁 ・ 地 面 の 3 枚 に 描き 分 け て いま す 。 

修正 が し や すい た め の レ イヤ ー 分 け な の で 、 人 物 と 背景 各 1 枚 ずつ の レ 
eC OAC So 

[マジ ッ ク ペ ン ] で 描い て 、 は み 出 た 部 分 は [消しゴム] の [ベク ター 用 ] 
で 消し な が ら 線 画 を 仕上 げ て いき ます 。 

この 後 線画 の 調整 を する の で 、 線 の 繋ぎ 目 は 荒く て も 大 丈夫 で す 。 


03 墨 ベ タ を 入れ る コツ 


「 ラ スタ ー レ イヤ ー」 に 墨 ベ タ を 塗っ て いき ます 。 
こと で 大 体 の 雰囲気 が 決ま る の で 、 常に 全体 の バラ ン 
ス を 考え な が ら 塗 りつ ぶす 場所 を 決め て いき ます 。 
光源 を 決め た ら 以 下 の 3 つ を 意識 し な が ら 墨 ベタ 部 分 
を 決め て いき ます 。 

@ 奥 行き の ある 部 分 

グラ デー ショ ン 部 分 

@ 遊 ば せる 部 分 
墨 ベ タ は ほぼ 直感 で 描い て いく の で 、 塗り つぶ し すぎ 
な いよ うに 余白 を 保つ よう に し ます 。 「 正 確 に 影 を 塗 
る 」 と いう より は バラ ンス を 見 な が ら 「 影 を 作る ・ 遊 
By 感覚 で 描き 進め て いき ます 。 


@ 奥 行き の ある 部 分 

首 元 や 胸 の 下 、 腰 回 りな どの 奥行 
き の あ る 部 分 は 、 黒 ベタ を 多め に 
入れ ます 。 


グラ デー ショ ン 部 分 

墨 ベ タ で グラ デー ショ ン は 表現 で 
き な い の で 、 ベ タ に 隙間 を 作る こ 
と で グラ デー ショ ン を 表現 し て い 
ます 。 
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遊ば せる 部 分 

「 奥 行き 」「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 は ある 
程度 決ま っ て いる 部 分 で す が 、 GE 
ば せる 」 と いう の は 墨 ベ タ の パラ 
ンス を 取る た め に 入れ る 現実 味 の 
な い 影 を 指し て いま す 。 

た と えば 、 帽子 の 場合 は 影 全体 を 
ベタ で 塗っ て し まう と 、 顔 周り が 暗く な りす ぎ て し まい ます 。 

も ちる ん イラ スト の テイ スト に よっ て は これ で も 間違い で は あり ませ ん 
が 、 墨 ベ タ に 隙間 な どの 「 遊 び 」 を 加え る こと で 全体 の ベタ が くど く な り 
すぎ な いよ うに し て いま す 。 


バッ ト や 配管 な ども 隙間 を 
作っ て 「 遊 び ] を 入れ て い 
る 


04 墨 ベ タ の 範囲 を 描く 


「 ベ クタ ー レ イヤ ー」 を 使用 し て 、 
線画 と 同様 に [マジ ッ ク ペ ン ] で 
描い て か ら 不 要 な は み 出 し を [ 消 
し ゴム ] で 消す 方 法 で 墨 ベ タ の 範 
を 描き ます 。 


5 \ Z [LY i 
帽子 に 治っ て 影 の 高 さ を 決 毛 素 に 合わ せ て 縦 の ライ ン 不要 な は み 出 し を 消す 
め る を 決め る 
(05 墨 べ タ を 塗り つぶ す 
墨 ベ タ の 範囲 描い た レイ ヤー の 上 に ラス ター レイ ヤー を 作成 し 、 BX 
タ を 塗り つぶ し て いき ます 。 Roe’ す 
墨 ベタ を 塗り た い 範囲 を [自動 選択 ] で 選択 し ます 。 i) q 
[自動 選択 ] の ツー ルプ ロ パ ティ [複数 参照 ] を [すべ て の レイ ヤー] に し すい VH 
て お く と 、 表示 され た レイ ヤー を 元 に 領域 が 選択 され ます 。 i 8 
WMREHRLICS, CRRGA] っ [選択 範囲 を 拡張 ] で 選択 範囲 を 2px a / ) 
ほど 拡張 し [塗りつぶし] で 一 気 に ベ タ 塗 り を し ます 。 で A | Je ( % 
< <r 
時 ベタ は 、 着色 時 の 配色 も 考え な が ら 塗 りつ ぷす 箇所 を 決め て いき ます 。 へ 、 つ っ: Te 
た と えば 黄色 や 白 と いっ た 明る い 色 を 塗る と ころ は 少し 墨 ベ タ の 領域 を へ 
抑え て 塗り つぶ し 、 青 や 黒 に 近い 暗色 を 塗る と ころ は 多め に 塗り つぶ し ま yr で 
す 。 Nes 


塗り つぶ し [領域 拡 縮 ] 
選択 範囲 を 作成 せ ず に [塗り つぶ し ] 
だ け で きれ い に 塗 りつ ぶす こと も で き 
ます 。 
[ツー ル ブ ロ パテ ィ ] の [領域 拡 縮 
の 数 値 を 調整 する こと で 、 塗り つぶ ぷす : と 
範囲 を 調整 する こと が 可能 で す 。 mae x | 領域 拡 縮 [4] 


領域 拡 編 [-4] 


06 背景 を 描く 


背景 も 描き 進め ます 。 背景 は 人 物 で 隠れ て 見 えな いと こ 人 物 と 合わ せ て 、 文字 な ど を 配置 
人 物 の 周り は 少し 太い 線 に な る よ ろ も 描き 込む よう に し まし ょ う 。 し て 線画 は 完成 で す 。 
うに 、 縁取 り を し て 強調 させ ます 。 


SSS 
SA 
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07 着色 


パー ツ ご と に レイ ヤー 分 け を し な が ら [塗り つぶ し ] で 塗っ て いき ます 。 [塗り つぶ し ] で 塗り つが ぶす ので 塗り 方 の 
コツ は あま りあ り ま せん の で 、 色 を 選ぶ コツ を 紹介 し ます 。 


| an 
黒い 影 が 多い イラ スト な の で 、 対比 で 映え る よう に 、 肌 は 白 で 塗る こと が 多い で す 。 
白 の 背景 や 、 肌 の 名 出 が 多い と き や 褐 色 の 肌 な ど 、 肌 を 魅せ た いと き は 肌色 で 塗る こと も あり ます 。 


Ezz 
色 の イメ ー ジ を 決め て いる パー ツ は 先 に 塗り ます 。 た 
と えば 金髪 の キャ ラ の 場合 は 髪 色 を 先 に 塗り ます 。 

イメ ー ジ を 決め て いな い バ ー ツ は 、 配色 を 考え ず に 好 
き な 色 で 塗り つぶ し 、 後 か ら [色調 補正 ] の [色相 ・ 彩 
度 ・ 明 度 ] を 使っ て 色 を 決め て いき ます 。 


瞳 は 一 番 ひ きつ けら れる 部 分 な の で 、 他 の パー ツ よ り 
も 明度 や 彩 度 が 高め の 色 を 選ぶ よう に し て いま す 。 


その 他 
私 は 、 爪 の 色 を 男女 関係 な く 瞳 と 一 緒 に し て いま す 。 
瞳 と 同様 で 、 印象 づけ た い パ ー ツ に 目立つ 色 を 持っ て 
くる こと で 、 注目 さ せる よう に し て いま す 。 
状況 に 応じ て 塗ら な い 場 合 も あり ます が 、 オリジ ナリ 
ティ も 出る の で よく 使っ て いま す 。 
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ターン 


アー スカ ラー 系 
アー スカ ラー は 、 土 、 木 、 水 な どの 自然 を イメ ー ジ さ 
せる 色 味 の こ と で す 。 

ー ス カラ ー を 中 心 に 、 通常 の 人 物 の カラ ー か ら は み 
出 な いよ うに し た 配色 で す 。 
この 色 の イメ ー ジ で イラ スト を 作成 し まし た 。 


R235 
64 
B75 


帽子 髪 AR A AR 2 
R36 R132 R130 
G45 eg ea 66 
B76 B42 

靴 床 1 床 2 
R121 、 R168 
G91 () 6159 
B83 wa 8150 
バッ ト 枠 


eeooooooooocooooocoooocooooeooooooooooooooooooeoooooooooooooooooooeoooooo 


クー ル 系 

色 味 を 緑 ~ 紫 に 寄せ 、 統一 感 を 出し て いま す 。 

線画 の 色 を 変え る こと で ポッ プ さ を 表現 する こと が で 
きま す 。 

薄め の 同系 色 で 合わ せ た も の で 、 絵 の テ ー マ と は 異な 
り ま す が 、 や や グレ ー 味 を 足す こと で 、 絵 の 雰囲気 と 


離れ な いよ うに し て いま す 。 

R154 R76 R35 R101 
G158 684 644 G130 
B169 B97 B61 B148 

帽子 髪 服 1 服 2 
R68 R74 R113 Ri17 
677 635 11 @⑩ 
B108 B107 B114 B46 

a Bei 床 1 床 2 


ビビ ッ ド 系 2 

ビビ ッ ド 系 1 と 同様 に 彩 度 の 高い ビビ ッ ド な 色 や ビタ 
ミン カラ ー で まとめ た 配色 で す が 、 髪 の 色 や 地面 の 色 
を 派手 に し て 、 奇抜 さ を 全面 に 出し た 配色 で す 。 


R52 R122 
658 6205 
B82 


幅 子 服 1 服 2 
RI0 0 R228 
633 6185 

B113 ae B10 

靴 床 2 
R90 R179 R255 
610 G13 A \ 6255 
B205 B87 S) B255 

バッ ト 室外 機 枠 


ビビ ッ ド 系 1 

彩 度 の 高い ビビ ッ ド な 色 や ビタ ミン カラ ー で まとめ た 
配色 で す 。 

あえ て 彩 度 の 高い 色 を 使っ て キャ ラ の 危険 さ を 印象 つ 
け て いま す 。 

クー ル 系 と 同様 に 、 少し グレ ー の 混ざっ た よう な 色 味 
に する こと で イラ スト の 印象 と か け 離 れ な いよ うに し 


て いま す 。 

R70 R177 R40 R8 
G74 G244 G41 G73 
B83 B77 B69 B219 

幅 子 髪 服 1 ARQ 
R142 R137 R90 R197 
6122 699 G7 0 
BO BO B58 B103 

Eg 靴 紀 床 1 床 2 
R132 R122 R188 R206 
657 698 G120 60 
B15 B88 B49 80 
バッ ト ed 室外 機 枠 
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エフ ェクト と いう の は あく まで キャ ラク ター や 絵 面 を 
盛り 立て る 引き 立て 役 で す 。 も ちろ ん それ 自体 が メイ 
ン に 来る 場合 も あり ます が 、 こ こ で は キャ ラク ター の 
付随 物 と し て の エフ ェクト を 解説 し ます 。 


今回 は キャ ラク ター の 絵柄 に 合わ せ て 描い て いま す 
が 、 キャ ラク ター が リア ル な ら ば エフ ェクト も リア ル 
に 、 デフ ォ ル メ し た キャ ラク ター な ら ば デフ ォ ル メ し 
た エフ ェクト を 描き まし ょ う 。 


ゾウ ノ セ 

多摩 美術 大 学 日 本 画 科 修士 課程 修了 。 

ゲー ム 会 社 で の アー ト デ ザ イン 業務 を 経て 、 現在 フリ ー ラ ンス で 
活動 中 。 アニ メ 制 作 や ソー シャ ル ゲ ー ム の キャ ラク ター、 背景 イ 
ラス ト 制 作 な ど に 携わる 。 

代表 作 は アニ メ 『 パ ッ ク ワ ー ル ド 』 ゲー ム 『 神 撃 の バハ ムー ト 』 
『 御 城 プ ロジ ェクト 』 な ど 。 

著書 に 『 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 CLIP STUDIO PAINT PRO 
で 空気 感 を 表現 する テク ニッ ク 』 (ホビ ー ジ ャ バン ) が ある 。 
同人 サー クル 「 薬 味 さ らい 」 で も 活動 中 。 


この 人 物 を ベー ス に 、「 火 」「 水 」「 風 」 
"Bi 4 種類 の エフ ェクト を 描い て いき 
まし ょ う 。 


| COMMENT | 

カー ド ゲ ー ム や ソー シャ ル ゲ ー ム の イラ スト の 場合 、 エ フェ クト 
は 大 事 な 要 素 で 、 そ れ だ け で メイ ン 人 物 の 評価 が 左右 され る こと 
も あり ます 。 デ ジタル 主流 の 昨今 、 レイ ヤー 効果 だ け で 一 見 よさ 
そう な エフ ェクト が 手軽 に 作れ て し まい ます が 、 ち ゃ ん と 描き 込 
ん だ も の と 並べ る と 雲泥の差 が 出 て し まい ます 。 今回 の メイ キン 
グ で エフ ェクト を 「 描 く 」 こと の と っ か か り に な れ た ら 幸 いで す 。 
| wee a 

TD) http://www.pixiv.net/member.php?id=2622803 
(ECE https://twitter.com/zounose 

(wacom Cintiq 27QHD 


| Bru:h 凍 糧 


エフ ェクト を 描く と き は [ペン] の [不透明 度 ] が 
「100」 の ブラ シ と [ぼかし ] を メイ ン で 使用 し て いま す 。 
火 の エ フェ クト だ け 、 炎 の 拡散 部 分 や 火の粉 な ど で オ 
リ ジ ナ ル の プラ シ を 使用 し て いま す 。 

オリ ジ ナ ル の ブラ シ を 紹介 し ます 。 


@ に じみ ぼかし ブラ シ 


炎 の 拡散 部 分 な ど に 使用 し て いる 、 ぼかし な が ら に じみ の 表現 が で きる ブラ シ で す 。 [ペン ] の [G ペ ン ] を ベー 


ス に 作成 し て いま す 。 


re 


、 ァ フ maeaew of 


の eo の ター 


Tae Sanaa 


チッ 9 イズ | 


Po vRBORERRELO, A SERT EIR EG IT. シタ ッ チイ で に つい て で きま 


sean mama じ 3 ス 1 


ma 
az 0) Osan 
Ane 

assume 


—— 
oan 0287 oAn viEWtr SetORDORREARS 
Se 


(の バ ラー ター ルプ = っ て 


フラ シッ イズ T7YORBEDNSBEERORE. 
28265 き に よっ て ブラ らき の KE ど うど ミ や とか 6 


| ンタ 
= イッ 


[先端 形状 ] は 左 か ら 「 浴 1」 「 毛 筆 」 
「 洪 2」 を 使用 し て いま す 。 


※ [に じみ ぼかし ] ブラ シ は 『 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 CLIP STUDIO PAINT PRO で 空気 感 を 表現 する テク ニッ ク 』 ゾウ ノ セ 著 ( ホ 


ビー ジャ パン ) に 掲載 され て いる ブラ シ で す 。 


⑬ 点 々 ブラ シ 


火の粉 な ど に 使用 し て いる 、 ラン ダム な 点 の 表現 が で きる ブラ シ で す 。 [G ペ ン ] を ベー ス に 作成 し て いま す 。 


C 先端 形状 ] 【 筆 圧 ] と [ラン ダム ] 
は 「 円 形 ]」 の まま チェ ッ ク を 入れ る 


THUAN) 
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※ エ フェ クト が 見 や すい よう に 音 景 に グレ ヒー を ひい で いま す 。 


災 の エフ ェクト 


Ol ラフ を 描く 


ラフ を 描き ます 。 杖 を 中 心 に 同心 
円 状 に 炎 が 渦巻 いて いる よう に 配 
置 し て いま す 。 

キャ ラク ター の 周り や 足元 に も 秋 
を 描く こと で 、 術 者 本 人 か ら も 放 
出さ れる 魔力 の よう な も の を 表現 
し て いま す 。 


0)2 シルエット を 描く 


ラフ を 元 に シル エッ ト を 描き ます 。 
炎 と いう と 揺 ら めく 曲線 的 な シル 
エッ ト (足元 の 炎 の 先端 の よう な ) 
を 想像 する か も し れ ま せん が 、 そ 
れ を 多用 する 逆 に 嘘 っ ぽく 見 えた 
り 単調 に な っ て し まい ます 。 

「 揺 ら め い て いる 部 分 」「 勢 いよ く 
伸び て いる 部 分 」「 空 気 に 拡散 し て 
いる 部 分 」 な ど を バラ ンス よく 配 
置 し ます 。 

一 部 キャ ラク ター の 後ろ に 回 り 込 
む お 部 分 に つい て は レイ ヤー を 別に 
し て 描い て いま す 。 

色 も 彩 度 を 下げ た り 、 レイ ヤー の 
[不透明 度 ] も 少し だ け 下 げ て いま 
す 。 あ まり 下げ すぎ る と 炎 の 強 さ 
が 薄れ て し まう の で 注意 し ます 。 


R178 R190 
G64 G121 
B68 B126 揺 ら め いて いる 部 分 

KR 


後ろ 側 


190 


03 明る い 部 分 を 描く 


[加算 (発光 ) ] モー ド の レイ ヤー 
に 明る い 部 分 を 描き 込み ます 。 こ 
こと で も 02 と 同じ く 、 秋 の 状態 に よ 
る 描き 分 け を 意識 し ます 。 

また 、 テ クス チャ を 使っ た ブラ シ 
を 使い 情報 量 を 増やし ます 。 


04 明る さ を 足 す 


03 で 描い た 明る い 部 分 の レイ ヤー 
で 選択 範囲 を 作り 、 さ ら に 明る い 
部 分 を 描き 込み ます 。 

と と で は ブラ シ の タッ チ は あま り 
中 な どる グラ 
デー ショ ン に な る よう に 明る さ を 
追加 し ます 。 ブ ラ シ の タッ チ を 加 
えみ ぎる と くど く な っ で まい 、 
重く な っ て し まう た めで す 。 
最後 に 色 を 整え 、[ 加 算 (発光 ) ] 
モー ド の レイ ヤー で 明る くし ます 。 


05 火の粉 を 足す 


最後 に 火の粉 を 加え て 完成 で す 。 


黄色 で 火の粉 の 点 を 描き 、 選択 
範囲 を 取っ て お きま す 。 


mm 


の 下 の レイ ヤー を [加算 (発光 ) ] 
に 配置 し ます 。 過 の 選択 範囲 を モー ド に し て 火の粉 を 光ら せま 
数 ピク セル 拡張 し 、 赤 で 塗っ て す 。 

ぼかし ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 


グラ デー ショ ン を 入れ る | 
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TYHUH 


水 の エ フェ クト 


Ol ラフ を 描く 


ラフ を 描き ます 。 杖 の 先端 か ら 螺 
旋 状 に 水 が 渦巻 いて いる よう に 配 
置 し て いま す 。 

水 の エ フェ クト の 場合 、 少し 粘度 
の 高い 液体 の イメ ー ジ で 描い た ほ 
う が 何 か し ら の 力 で 水 を 操っ て い 
る 感じ が 出 ます 。 

水 を 放出 し て いる よう な シチュ 
エー ショ ン の 場合 は 描き 方 が 異な 
り ま す 。 


02 シル エッ ト を 描く 
ラフ を 元 に シル エッ ト を 描き ます 。 
01 と 同様 に 少し 粘度 を 意識 し て 
描い て いま す 。 「 伸 びている 部 分 」 
「 飛 涼 に な っ て いる 部 分 」「 飛 漆 に 
な っ た 後 の 水滴 」 な ど 状 態 の 変化 
を 描き 分 け ま す 。 

レイ ヤー は 杖 先端 の ウォ ー タ ー ク 
ラウ ン 状 に な っ て いる 部 分 の 回 り 
込み だ け 分 け て いま す 。 
他 の エフ ェクト と 違い 、 なめらか 
な 繋が り が 大 事 な の で レイ ヤー 分 
け は 最低 限 に し まし た 。 
水 な の で 、 キ ャ ラク ター が 透け て 
見 える よう に 、 手前 の レイ ヤー は 
[不透明 度 ] を 「70%」 程度 に 調整 


R155 R96 
6201 6130 
LESS BS 飛 潜 に な っ て いる 部 分 


水 後ろ 側 


伸び て いる いる 部 分 
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03 濃い 部 分 を 描く 


影 を 追加 し ます 。 影 と いう より は 
色 の 濃く な っ て いる 部 分 と 意識 し 
た ほう が いい か も し れ ま せん 。 
シル エッ ト の フチ に か か ら な いよ 
うに 色 を 塗っ て いき ます 。 こ れ に 
より 水 の 丸み や 反射 光 な ど を 合わ 
せ て 表現 で きま す 。 ま た 、 影 の シ 
ル エ ッ ト の 中 で 、 ど こ か し ら は グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 使っ て な じ ま せ る 
表現 を 入れ て いま す 。 こ の 処理 を 
する と 透明 感 や 水 の や わら か さ を 
表現 で きま す 。 


04 光沢 を 足す 


光沢 を 追加 し ます 。 あ まり 入れ す 
ぎる と 金属 的 に な る の で バラ ンス 
に 注意 し ます 。 

最後 に 透明 感 や 反射 光 を 意識 し た 
ぼや けた 明る さ を [エア ブラ シ ] 
で 薄く 所 々 に 入れ て 完成 で す 。 


一 見 よさ げに 見 えま す が 、 全部 を 
と の テイ スト に する と うる さす ぎ 
て 水 の イ メー ジ で は な く な っ て し 
まい ます 。 
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風 風 の エ フェ クト 


Ol ラフ を 描く 


ラフ を 描き ます 。 杖 を 中 心 と し た 
逆 三 角形 状 の 渦 と 、 体 の 周り の 球 
状 に 渦巻 く 風 、 と いう 2 種類 を 配 
置 し まし た 。 

風 と いう の に 実際 は 目 に 見 えな い 
も の で す が 、 過去 の さま ざま な 作 
品 の 影響 ひら か 、 他 の 属性 要素 か 
ら 消 去 法 的 に 選ば れる か ら か 、 緑 
色 を 使っ て 描か れる こと が 多い よ 
うに 思い ます 。 


02 シルエット を 描く 

ラフ を 元 に シル エッ ト を 描き ます 。 
平たく 薄い 板 を イメ ー ジ し て 描い 
て いま す 。 

「 杖 と 人 物 の エフ ェクト を 繋ぐ 部 
分 」「 上 螺旋 の ライ ン 」「 裏 表 の 切り 
返し ライ ン の 角度 」 な ど 、 杖 の 三 
角 と 人 物 の 球 の 形状 の 違い を 繋げ 
る よう に 描き ます 。 

表面 と 裏面 の 切り 返し の メリ ハリ 
を 大 事 に し ます 。 他 の エフ ェクト 
より も 色 の 差 を 出し 、 メ リハ リ の 
ある エフ ェクト を 意識 し まし ょ う 。 
回 り 込 み の 処理 も 兼ね て 、 表面 と 
裏面 で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 


ld 
R222 R149 
6241 G189 表 可 の 折り 返し 部 分 
B221 B195 角度 で 変化 を つけ る 


表面 RB 
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(03 表 と 裏 を な じ ま せ る 


前 面 の レイ ヤー の [ABARE] を 
下げ 、 他 の エフ ェクト と 比べ 、 透明 
感 を 出す よう に し ます 。 

また 、 表面 の レイ ヤー の 端 (裏面 
と 繋が る 部 分 ) に 裏面 と 同じ 色 を 
CZ ブラ シン 60 で グラー ニシ ョ 
ン に な る よう に 入れ 、 繋 が り を 強 
調 し ます 。 

また 表面 は 端 や 所 々 [ 色 混 ぜ ] の 
[ぼかし ] で ぼかし 、 裏面 は [フィ 
ルター] = [ぼかし ] で 全体 的 に ぼ 
か し 、 所 々 薄く 消し て 、 全 体 的 な 
硬 さ を 和らげ て いま す 。 


表面 は (SEU) の 
[ほか し ] を 使っ て 
04 明る さ を 足 す 部 分 的 に ぼかす 
明る い 部 分 を 追加 し ます 。 
風 の 揺 ら ぎ を 意識 し て ラフ な ジグ 


ザ グ に 描い て いま す 。 表 面 は 明る 
さ を 出 す た め に レイ ヤー を [加算 
(発光 ) ] モー ド に し ます 。 

最後 に ラン ダム 感 を 出す た め に 流 
線 を 引き ます 。 流 線 を 描き 、 ぼかし 
を 重ね 、[ 加 算 (発光 ) ] モー ド で 光 
ら せ ま す 。 こ れ は 火の粉 の 描き 方 
(p.191) と 同じ 手順 で 描け ます 。 
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Ol ラフ を 描く 


ラフ を 描き ます 。 杖 の 先端 か ら 円 
SERICBA BASS CWS TX-Y 
で 描い て いま す 。 

まず は 衝撃 波 の よう に 杖 か ら 輪 が 
広がり 、 そ こ か ら 筋 状 の 雷 が 発生 
し て いる よう な デザ イン に し て い 
ます 。 


02 シル エッ ト を 描く 
シル エッ ト を 大 ま か に 描い て いき 
ます 。 少し わか り に くい で す が 、 
上 の 輪 の 前 面 (BE). KS ( 緑 )、 
下 の 輪 の 前 面 ( 赤 )、 後 る (BE) 
の 4 つ に レイ ヤー 分 けし て いま す 。 
この よう に 細か いう え に 、 い る ろ る い 
る な 部 分 が 重なり あう 構成 の も の 
は で きる だ け レ イヤ ー 分 け を し て 
お きま す 。 

※ 色 は レイ ヤー 分 け を 見 や すく す 
る た め な の で 、 何 色 で も か まい ま 
せん 。 後 か ら 色 を 置き 換え ます 。 


# 


03 細部 を 描く 


細か い 部 分 を 追加 し て いき ます 。 
雷 は 処理 自体 は か な りあ っ さり と 
終わ る の で 、 そ の 分 形 に 時 間 を か 
け ま す 。 

まず 02 の よう に 大 き な ラ イン を 
引き 、 そ の 後に 細か い デ ィ テ ー ル 
を 増やす 、 と いう や り 方 だ と 全体 
の バラ ンス を 取り や すい で す 。 


04 雷 の 処理 を する 


前 面 の 雷 を 処理 し て いき ます 。 雷 
を 描き 、 ぼ か し を 重ね 、[ 加 算 ( 発 
光 ) ] モー ド で 光ら せま す 。 火 の 
粉 と 同じ 手順 で す の で 、 詳細 は 火 
の 粉 の 描き 方 (p.191) を 参照 し 
て くだ さい 。 雷 の 先端 は [消し ゴ 
ム ] を 使っ て うっ すら 消し て お き 
まし ょ う 。 

の まま で で も 十分 で す が 、 BO 
レイ ヤー を 複製 し て 、 一 番 上 に 配 
置 し [加算 (発光 ) ] モー ド に する 
と さら に 光 の 効果 が 追加 され ます 。 


と の 処理 は 前 面 の み 行い 、 後ろ は 
フィ ルター で ぼかす 程度 に し 、 あ 
まり ゴチ ャ ゴチ ャ し な いよ うに し 
まし ょ う 。 


05 色 を 調整 する 


最後 に [編集 ] っ [色調 補正 ] っ 
[色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で 色 味 を 調整 
し ます 。 

今回 は 「 上 の 輪 」 を オレ ンジ 寄り 
に 、「 下 の 輸 」 を 黄色 寄り の 色 に 調 
整 し まし た 。 

さら に 「 前 面 」 は 色 を 濃く し つつ 
「 後 る ろ 」 に は [フィ ルター] っ [ ぼ 
DL] を 使う こと で 立体 感 を 出し 
まし た 。 
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人 物 の 環境 光 の 描き 方 


エフ ェクト を 描く と き に も う 一 つ ポ イン ト に な る の は 「 環 境 光 」 で す 。 火 や 水 な どの その も の を 描く だ け で 
な く 、 エフ ェクト の 光 で 、 人 物 や 背景 な どの 明る い 部 分 ( 光 ) も 影響 を 受け ます 。 
ここ で は 、 人 物 の 環境 光 を 解説 し て いき ます 。 
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通常 の 塗り で 人 物 を 描き ます 。 こ こ か ら 光 を 描 
き 足 し て いき ます 。 乗せ る 光 と ハイ ライ ト は 別 
扱い に し ます 。 ハ イラ イト は 立体 感 を 強調 する 
た め に ある の で 、 環 境 光 に 合わ せ て 色 味 を 変え 
て し まう と 、 全体 的 に の っ ぺり し て し まい ます 。 


と こ か ら エ フェ クト 用 に 光 の 色 味 を 変更 し て い 
きま す 。 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 使っ て 議 で 描い 
た 「 光 」 レ イヤ ー の 色 味 を 変更 し ます 。 

一 括 で 色 味 を 変え る と 、 お か し く な る 部 分 が 出 
て き て し まい ます 。 た と えば 顔 は 、 血色 が 悪く 見 
えて し まう こと が あり ます 。 その 場合 は 顔 部 分 だ 
け 、 上 に レイ ヤー を 作成 し 、 [ 下 の レ イヤ ー で クリ 
ッ ピ ング ] ls (p.117) に し て 色 を 乗せ ます 。 

別 レ イヤ ー に する こと で その 部 分 だ け 後 か ら 微 
調整 で きる よう に し て お く と 便利 で す 。 


光 を 乗せ まし た 。 基本 的 に キャ ラ 単 体 と し て は 
これ を 完成 形 と し て いま す 。 光源 (ここ で は 右 
上 ) か ら 強 め に 光 が 当 た っ て いる イメ ー ジ で 描 
いて いま す 。 あ る 程度 極端 に 当たる 場所 と 、 当 
た ら な い 場 所 を 分 ける と よい か も し れ ま せん 。 
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